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御 案内

（1）受　　　付：

　　シンポジウム第1日目馬前8時30分より会場受付で行います。参加者は年会

　費（抄録代、会場費を含む）4，000円、懇親会費3，000円、合計7，000円を支

　払い、必ず名札をつけて御入場ください。年会費支払済みの方は必ず受付で御

　確認の上名札を受取ってください。

　　宿泊申込済みの方はシンポジウム前日午後3時より午後10時まで宿泊場所の

　ニューシティホテル1階ロビーで、宿泊費（3朝食・1昼食・懇親会費を含む）

　20，　OOO円から予約金10，000円を差引いた10，000円と年会費4，000円の合計14，000

　円をお支払いください。その際名札，朝食券、昼食券（28日の分）をお受取り

　ください。

（2）講　　　演：

　　一般講演は発表10分、討論5分以内。

　　テーマディスカッションは発表8分で一括討論を予定しています。時間を厳

　守してください。プロジェクター1台目用意します。

（3）座長へのお願い：

　　時間のわく内で能率よくおまとめください。テーマディスカッションは予め、

　演者と打合せて、十分目ディスカッションを展開してください。総討論時間は

　一題5分としてとってあります。

（4＞エクスケーション：

　　観光バス及び遊覧船による松島観光に参加申込みをされた方は、受付けで、

1



3，200円（昼食代を含む）を支払い、参加のしおpをお受取りください。

会場前発（29日午後1時）　バス　青葉城・青葉山東北大　バス　松島瑞厳寺、

五大堂　　船　塩釜　バス　ホテル到着（午後6時20分）

（5）交　　　通：

　　宿泊場所くニューシティホテル）と会場（県民会館）は定禅寺通りを距てて

　向い合っています。

　仙台駅より徒歩20分、タクシー一350・一420円。

　仙台空港より仙台駅まで空港ベス45分、600円。

圖抗研

大学病院

”．1“一一 R形・東北自道車道
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第1日　8月28日（木）

9：30rv　9：40 開会の挨拶 橘 武　彦

9：40　一一　1　0：25 一般講演（1） 座長長沢　滋治，高田　明和

1．

2．

補体蛋白測定について　　検査手技による測定値の影響一

　　　　　　　　　高野病院・免疫生化学　　　　　　中嶋

　　　　　　　　　昭和大・第1学科　　　　　　　　韓

Coil　Planet　Centrifuge法による血清総補体価測定法

　　　　　　　　　名古屋保健衛生大・衛・血液

　　　　　　　　　名古屋保健衛生大・医・内科

憲章

啓司　　杉崎　徹三

勝田　逸郎

平野　正美　　伊藤：　圓

3．CoVF感作赤血球溶血反応によるalternative　complement　pathwayの測定法

　　　　　　　　　　国立がんセンター研・ウィルス　　田中　博子　　横田　雅弘

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田　秀親

1　0：25　一一　1　0：45 Coffee　Break

1　0：45　一一　1　2：30 一般講演（II） 座長稲井　真弥，井上　公蔵

4．ニジマスの補体系　1．溶血補体系の存在とC5の同定

　　　　　　　　　　金沢大・がん研・免疫生物　　　　野中　　勝

　　　　　　　　　　金沢医大・血清　　　　　　　　　山口　宣夫

　　　　　　　　　　金沢大・がん研・免疫生物　　　　坂井俊之助

5．蛋白分解酵素によるC5b－7複合体分子の構造の解析

　　　　　　　　　　金沢大・がん研・分子免疫　　　　山本　健一

6．ZX　formation時におけるNeFの作用

　　　　　　　　　　　阪大・第1内科

滋医大・第3内科

大阪医大・病態検査

大阪府立成人病センター

功
夫
正
弥
義

　
明
義
真
和

西
東
田
井
木

中
安
折
稲
永

7．ハプテン化一リボソームによる非特異的補体活性化の解析

北里研

東大・医科研

成人病試験研

北里研

東大・医科研

国立がんセンター研

岡田　則子

保田　立二

大谷とし子

英　　清道

積田　　享

岡田　秀親

高橋　守信

上田　尚彦

阿部　　裕

赤垣　洋二

3



8．C9欠損症のACH50に関する考察

　　　　　　　　　　　岡山大・第3内科　　　　　　　　天野　哲基

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大藤：　眞

9．Neuraminidase処理細胞によるalternative　complement

　　pathwayの活性化

　　　　　　　　　　　国立がんセンター研　　　　　　　岡田　秀親

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田中　博子

　　　　　　　　　　　成人病試験研　　　　　　　　　　大谷とし子

　　　　　　　　　　　北里研　　　　　　　　　　　　　　岡田　則子

10．Immune　cytolysisに対する腫瘍細胞の感受性を高める物質の探索

　　　　　　　　　　　北里研　　　　　　　　　　，　　岡田　則子

　　　　　　　　　　　成人病試験研　　　　　　　　　　大谷とし子

　　　　　　　　　　　北里研　　　　　　　　　　　　　英　　清道

　　　　　　　　　　　国立がんセンター研　　　　　　　岡田　秀親

1　2：　30一一　1　3：30

1　3：30　一一　1　5：00

昼 食

宮島　啓人

横田　雅弘

テーマディスカッション

「lmmune　complexesをめぐって」

　　　　　　　　　　座長広瀬　俊一，鳥巣　二道

11．新しい簡便なcirculating　immune　complex（CIC）の測定法について

　　一ポリエチレングリコール沈殿物補体消費試験（PEG－CC）の検討一

　　　　　　　　　　　九大・心療内科　　　　　　　　　手嶋

　　　　　　　　　　　九大・小児科　　　　　　　　　　友岡

　　　　　　　　　　　九大・第1外科　　　　　　　　鳥巣

12．ポリエチレングリコール補体消費試験（PEG－CC）による

　　小児科領域各種疾患の免疫複合体の測定

　　　　　　　　　　　九大・小児科　　　　　　　　　　友岡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合屋

　　　　　　　　　　　九大・心療内科　　　　　　　　　手嶋

　　　　　　　　　　　九大・第1外科　　　　　　　　鳥巣

13．可溶性免疫複合体の単離，組成分析および補体活性化能

　　　　　　　　　　　九大・温研・内科　　　　　　　　酒井

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　安田

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　延永

14．血液患者および膠原病における免疫複合体の検索

　　　Clq　deviation　test，

　　　inhibition　test・

　　　　　　　　　　九大・温研・内科

秀毅

裕治

要道

治
英
毅
道

裕
長
秀
要

古
画
正

好
正

吾郷　晋浩

宮崎　澄雄

江崎　一子

友岡　和久

Polyethylene　glycol沈殿法およびAnti－antibody

4

安田　正之　　酒井　好古

延永　　正
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15．補体cold　activation　　原因因子としてのsoluble　cryo910bulin－

　　like　substanceの証明一

京都府立医大・第1内科 竹村　周平

田上　広樹

古川　泰正

西田　康一

堀田　忠弘

吉川　敏一

村上　正志

若松　美和

渡辺　幸一一

松村　直幸

横江　信義

近藤：元治

16．慢性肝疾患の抗補体因子一一特に補体結合性lgGについて一

　　　　　　　　　　福島医大・第2内科　　　　　　　森藤　隆夫　　西間木友衛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　吉田　　浩　　粕川　六二

17．EIA法による特異的HBs抗原・免疫複合物の定量とその臨床的意義について

　　　　　　　　　　岡山大・保健管理センター　　　　辻　　孝夫

　　　　　　　　　　岡山済生会病院　　　　　　　　　　荒木　清典

15：00一一15：20 Coffee　Break

1　5：20－1　6：　35 一般講演（III） 座長深山　昭雄，天野　哲基

18．嫌気性菌による補体活性化

　　　　　　　　　　東北大・歯・病院臨床検査　　　　上山　陽子

　　　　　　　　　　東北大・抗研・免疫　　　　　　　奥田　智子　　橘　　武彦

19．過敏性肺臓炎における補体alternative　pathwayの関与について

新潟大・第2内科

20．低補体価を呈したAspergillus　fumigatusによる

　　過敏性肺臓炎の一症例

　　　　　　　　　　新潟大・第2内科

21．白癬における表皮内白血球遊走機序の解析

　　　　　　　　　　浜松医大・皮膚科

外山　譲二　　近藤　有好

荒川　正昭

外山　譲二

原口通比古

遠藤：富士夫

近藤　有好

鈴木　典子

青島　忠恕

22．IgA腎症と補体

　　一とくに螢光抗体法によるβ1Hglobulin，　C3b　inactivator

　　の態度について一

　　　　　　　　　　順天堂大・腎臓内科　　　　　　．海老原　功

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小出　　輝

中俣正美

成田　昌紀

矢田　省吾

荒川　正昭

田上　八朗

中山　秀英

大野　丞二

5



16：35・一18：20　　デ・一マディスカッション

　　　　　　　　　　　　　　「血清補体価の変動と意義」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　座長近藤　元治，酒井　好古

23．低栄養児における補体価とPhytohemagglutinin　skin　testについて

　　　　　　　　　　　和洋女子大

24．掌嚥膿庖症と補体

　　　　　　　　　　　東京都立大久保病院・皮膚科

　　　　　　　　　　　東京都臨床研

25．乾癬患者における抗角層抗体について

　　　　　　　　　　　浜松医大・皮膚科

26．SLE及びRAにおけるCRPと補体の動態

　　　　　　　　　　　昭和大・第1内科

27．ヒト梅毒に於ける補体の変動

　　　　　　　　　　　東京都臨床研・補体

　　　　　　　　　　　東京都立大久保病院

28．肺癌患者における補体の動態

　　　　　　　　　　　昭和大・第1内科

29．糖尿病と補体

京都府立医大・第1内科

30．インターフェロンの補体に与える影響

　　　　　　　　　　　京都府立医大・第1内科

1　8：　40　一一　20：　30

京都府立医大・微生物

　懇　親会

坂本　元子

河島　敏夫

鈴木　貴和

田上　八朗

韓　　啓司・

杉崎撤三

鈴木　貴和

嶋田　孝吉

河島　敏夫

韓　　啓司

杉崎　徹三

田上　広樹

若松　美和

渡辺　幸一

村松　直幸

吉川　敏一

竹村　周平

松村　直幸

西田　康一

若松　美和

渡辺　幸一・

竹村　周平

近藤　元治

岸田綱太郎

古賀　道之

田中　　忍

岩月　啓氏

中嶋　憲章

田中　　忍

古賀　道之

中嶋　憲章

村上　正志

古川　泰正

西田　康一一

堀田　忠弘

横江　信義

近藤　元治

田上　広樹

堀田　忠弘

古川　泰正

横江　信義

吉川　敏一一

ニューシティホテル，宴会場（2F）
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第2日　8月29日（金）

9：00－1　0：　15 一般講演（IV）

31．ウシ補体第一成分の亜成分Clqの構造研究

　　　　　　　　　　　奈良医大・細菌

32．マウスCI　subcomponentについて

　　　　　　　　　　　東北大・抗研・免疫

33．加熱処理によるC3の限定水解

　　一熱不安定性ペプチド結合の同定一

　　　　　　　　　　　北大・薬・衛生化学

34．C4のアミン結合部位の解析

　　　　　　　　　　　北大・薬・衛生化学

座長西岡久寿弥，永木　和義

佐々木隆子

米増　國雄

山下　典明

清野　　仁　　奥田　智子

橘　　武彦

瀬谷　　司

小山　次郎

市原千嘉子

小山　次郎

35．マウス血清中に存在するC4分子の多様性について

　　　　　　　　　　　東北大・抗研・免疫　　　　　　　福岡　良博

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橘　　武彦

1　0：　1　5－1　O：35

1　O：35－1　2：　20

Coffee　Break

長沢　滋治

長沢　滋治

奥田　智子

テーマディスカッション

「補体成分の遺伝子支配とその異常症」

　　　　　　　　　　座長高橋　守信，＃t村

36．H－2遺伝子群中に存在する補体系制御蛋白（C4bp）の遺伝子座

　　　　　　　　　　　金沢大・がん研・免疫生物

37．マウ久C3のアロタイプ決定基の性状

　　　　　　　　　　　金沢大・がん研・免疫生物

38．抗Clrを用いたClインヒビータ欠損の検出

　　　　ロケット法による試み一

　　　　　　　　　　　虎の門病院腎センター

海藤　敏雄

高橋　守信

野中　真弓

海藤　敏雄

高橋　守信

鈴木　好夫

岡崎　祐子

肇

坂井俊之助

坂井俊之助

野中　　勝

宗村　フサ

三村　信英
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39．正常人及び糖尿病患者1とおけるfactor　Bの遺伝的多型性

　　　　　　　　　　　関東逓信病院・腎臓内科　　　　　中山　大典

　　　　　　　　　　　東大・医・物療内科　　　　　　　行山　　康

　　　　　　　　　　　柳原病院　　　　　　　　　　　　宮崎　　康

40．C4の遺伝的多型およびcold　activationによる表現型の変化

　　　　　　　　　　　京都府立医大・法医　　　　　　　西向　弘明

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　阪田　　潔

　　　　　　　　　　　大阪府立成人病センター　　　　　北村　　肇

41．補体第4成分欠損症？

　　　　　　　　　　　愛媛大・医・皮膚科　　　　　　　白石　　聡

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　松田　光司

42．遺伝性補体第9成分欠損症の兄弟例

　　　　　　　　　　　健生病院・小児科　　　　　　　　河野　　晃

　　　　　　　　　　　金沢大・．がん研・分子免疫　　　　山本　健一

　　　　　　　　　　　金沢医大・血液免疫内科　　　　　滝口智夫

43．輸血後抗C9抗体を産生した補体第9成分（C9）完全欠損症の一例と

　　　その家族調査

　　　　　　　　　　　九大1医・第1内科　　　　　　　木須　達郎

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　柳瀬　敏幸

　　　　　　　　　　　九大・温室・内科　　　　　　　　酒井　好古

　　　　　　　　　　　九大・医・病院輸血部　　　　　　稲葉　頒一．

　　　　　　　　　　　九大・医・病院中検　　　　　　　大河内一雄

12：20～　　　エクスケーションおよび自由行動

19：00　一一　20：30　　運営委員会

　　　　　　　　　　　　　ニューシティホテル，高砂（4F）

池田　隆夫

広瀬　俊一

解良　芳夫

山沢　吉平

永木　和義

奈良有美子

三木　吉治

右田　俊介

草場　公宏
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第3日　8月30日（土）

9：00－1　0：　15 一般講演（V） 座長田村 昇，米増　國雄

44．CI　INAとClsの反応について

　　　　　　　　　　　浜松医大・第2生理　　　　　　　高田　明和

45．C1活性化に及ぼす種々因子の検討

　　　　　　　　　　　浜松医大・第2生理　　　　　　　高田由美子

46．ヒト尿由来のlow　molecular　weight　inhibitor（LMW－INH）

　　によるヒトC1の不活化

　　　　　　　　　　　大阪成人病センター　　　　　　　永木　和義

47．マウス腹腔マクロファージとfactor　B

　　　　　　　　　　　名古屋保健衛生大・医・微生物　　森山　　剛

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　市川　秀隆

48．ヒト末梢単核球によるβ1Hグロブリンの産生

　　　　　　　　　　　筑波大・基礎医学系　　　　　　　藤：田　禎三

　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　福島　　繁

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　田村　　昇

高田由美子

高田　明和

北野　悦子

川本　保子

深山　昭雄

向井鐘三郎

浜口　秀夫

10：15一一10：35 Coffee　Break

1　0：35　一一　10：50 運営委員会報告

10：50－12：20 一般講演（VI） 座長岡田　秀親，藤田　禎三

49．β1HグロブリンによるC5　siteの形成阻害

　　　　　　　　　　　筑波大・基礎医学系　　　　　　　伊藤　清子　　田村　　昇

50．抗補体剤K－76COOHのC3bINA　systemの抑制作用について

　　　　　　　　　　　阪大・医・細菌　　　　　　　　　洪　　卿秀　　木下タロウ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田真理子　　井上　公蔵

51．K－76COOHを使ってのEAC1，4b，2a，3b，　EAC4b，3b　cellsの簡単な作成法（II）

　　EAC1，4b，2a，3b（K－76），EAC4b，3b（K－76）cellsの解析

　　　　　　　　　　　阪大・医・細菌　　　　　　　　　洪　　卿秀

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田真理子

52．ヒト白血球のEACロゼット形成における二価イオン依存性

　　　　　　　　　　　東北大・抗研・免疫　　　　　　　佐藤　　智

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　橘　　武彦

　　　　　　　　　　　磐城共立病院・小児科　　　　　　渡辺　信雄

木下タロウ

’井上　公蔵

奥田　智子
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53．モルモットC5およびC8の精製

　　　　　　　　　　阪大・医・細菌　　　　　　　　木下タロウ　　洪

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　岡田真理子　　井上

54．　「PEG法による補体の分離条件の検討」II．トリス塩酸緩衝液を用いた方法

　　　　　　　　　　東京都臨床研・補体　　　　　　　田中　　忍　　斑目

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　北村ふじ子　　鈴木

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　嶋田　孝吉

　　　　　　　　　　　　　　　解　　　散

秀
蔵
　
恵
和

卿
公
　
君
貴
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v

1　　　補体醜則定ドブ、、て

　　　　　　　　　一一一検査手牧による測定値の景ラ響一一

　　　　　　　　　　　　高野病院免疫1代学（昭余〕匁第一内斜）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　中嶋麟

　　　　　　　　　　　　昭斥。尺学昂一内鼠斗・．昏迷　啓司

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　膨山奇徹三

（昼i17）免疫反蒸・の増幅と・ゆ観災力・ウ補体の，石面が進妖最近て・・蒲俸

蚤既測定心しとにより、各論きの病状も把冠しようとすδ訊み…てや

てきト。補倭詞白も測良可3オ宏とiてf三社．「最6皆及（てい多のがSlη躯

rぴぬ泌伽晶晶一旗歩SiOれ（SRID＞勾及び2aser・ηepheZD〃dεthr　（‘乙／・・A／・♪

で碗、｛かレ、二彦あ1司一蚤面差掟して．、うi・　eヵ・助ら一時と

してラ舅・1定1iaヵx’　杓i関しナよし、こ’』．カマあ：多。　こ，れウ19才寺に∫ムE三二・ク）免疫疾患・につ

いてみ・今金、　しぼしば臨床検’査4直：に影響毛与えう〉とがあう。よフて今＼語

漏㌔セビま一｝PのβL五三ラ青で1高f直iこ出う乞　い」七）小，i5　0’3　と高｛直E示す09　．及び・

多抗原柱Ebつ乙3’03pA　．　Prvpercl．ivLt（Pり一i；1　r＝　Ciβ、　c4・（LS・じ！ノA・A，

C3わtNA　Iしついて；検訂も行なつ丁t。

（灯象jZtがオ％），SL匠血言託例、　t・；s一筋梗塞4例、胃癌2例、落柱’1ウてチ

（RA）ユ例、肝硬変ユ伊J、　／IAハ1E　／イ刻し以工、昭牙P入’学茅一内科、及び高野

痂酸内科にマ診断さ麻τこうのであ多。対訳．は）o～4∂lto）正葎人30例である。

オ濾σCt・e’じ1β’C4’C3・（β’C吻，μ％’4），03のじ釘（ンフ・乙3初・

PrOPeroUxvLxPノ，0／〆朋ノ乙3ゐ耀4（〃漉‘雇匹：ああ塑κ．汽印！）の抗位靖を

用いマ￡．〃・こ六一戯5疋工Dで血融びめTA加血漿厳！淀昧・標準血
清‘奪Qβ血ラ青（Hoeoh～†）「と／oo％として爾いア：＝、

（妬果）整差別1・igthした新鮮血靖及ひ蜘踊辮も繰り返しZ～3年冷凍

保飢㌃血清ε用いてんノ》，蔀IPの柚窺漏と・新鮮血〉青で・嫁ケ揮

棚も認あτ・か・’・；令凍保rs血清でflP　Ci・s［’じ3，c3a，　e3PA，P⑦棚・撚

下し、てン’S，C4．05，09ぴ良修な相肉を示した。（表一1）　次1に図一一　1め如

く繍血瀧室温に覇レ．噛胴のα多’es，ご4，掻幽変戯繍
，S　R工Dで’み・bと、　S’R工t）ではOiろ，　乙3　1ま有意に上．．昇にるの’こttfし、￡ノV

では変動しな々・・’r・・．乙4・‡む〃．SR：ゆ楠認定しτ殖とホ硫。4圃磁

P吻醗して飴伽砺d扁誘論証S仁E懸血潔2－4年
・東編癬轍，聯悔しのε用・、て傭とC4め矧匙創と5尺1Pで
：検討すうと図身め如くむ亙ではr＝O．92ノ，S9工DではX＝久2！／であっ1三。

まT・．〉　ca血看での。‘＄　q　・￡・〃・とSRI’D　・）捌恥r＝郎韓で・あり・・ゑ差

11



別に選出した時良修rよ．柑粛も、ホしr：09’9r＝　O．　46／と秀うレいネ彦庚i勿づ感下

跡し’r・・，次に03蛋肋測定｛＝β，じ、β’吻，舶抗血晴E恥て室温保存

ll三血看の変動とじHgOとに較す｝と／3，乙が麺佃・しβ経崎’的イ鼠下を示しr＝。

（図一3）ま」三・各；補～2卜成分とじH；o〃）：穆r鶏1三みうと表一ユ”）ようにβ’o〃・多‘

一・・’　r・・、3ヲ7蝦脇∫不朔εみ斥．各疾落でのβ，じ（じ♪，Sie／s，A　（A）　op比％

E検討すうと正栄人人2ノに対レSLE　o．82　．　RA〃、79所硬変〃、3／膚癌久72

喧筋梗塞み！3であっr＝。ま「＝こ燃らのi疾落翁忌z看そ室温保務しβ，0の齊を

量め比ε検討1「ると〃ANEち’除ぐ森愚で低下孝がq禽ヵ、っ蒼。

（考察当とび1＝誌論）襯奉蛋白ε測♪ヒすう慷オ潅及び輔保樹熔1点

り潮定値に著明嬢差宿訟3時ρぐあうv：瑛仕最も善血忌れていろSR工Dでt1；

精’i二①無慮心慮でCカm励ル等en景う響ε受げ5場7合と②・分多A級壊1こよ

傍出の胸痛変化し矧値より6LS　”・’　7〈　L　re”　5　p）一／e？Xがあう・臆9

面接より①と1て特に￠3，03伽，P．び考えられ・②と1て禍俸蔵幅面識

面面恥いα騨航ら絆・しぬ・し、L．／V・’・隔ては鋤ρ・6％A

沈1物の燭ε刃嚇していう舳糸L繍原lr恥てもe’，Rし擁繰粥与ら

れ・①②点心媛・ア1・くい・3　r・　cgl・ては・輔別！・選出し尺δ鯛此で・

t諦鮮血晴冷凍血渚共ム〈1．貿r働矧菊が麟｝であ・たカザ5尊墨靖での

轡虫It7他’下しT：e　この　こと亀」＝分チ量」転少のじ9　で・‘；物理倉ヲ現象よりも、　SLE

等嫉薄でみ騨補働α一心解1・よ，て長期保存1角いてぽ
，S　R工Dにイ可らn、の景9i　9Lkl’を与」え，34で・σr5いドううb・と推笈り乏切へ3、　r｝1三C3

蚤臨写のよう1＝／3、cいら／G　j　A’こCentve￠s／oれすき成介感各種盤面によクμ％刃

綱一・紬量であ・てもβ’c，β％，肋臨み3）とによ・て勧伽慨弧
の収熊を才ε握できうので’t」　rb’　L・カ、と毘わPt　5。そじて、Kのβ乙『と＞n・k　T　5

dnn　z吻．s’onめ強芝は補1奉と活亭圭．す5）’A　5一　t＝より苓疾彪で和里うもeと恩わ

しi・，・r：．’

福P・櫛幡既測定輪に1τ3RエDで1緬足でミ嫉か曲り、i
’r　，（．．〈1．で13非將累斗酒むし角影響，及び抗血矯中P含有芝振う（》諦イフ「ンに

よ・zSじう不包貼に注釦rs，ア”’X　i2；“　r｝sらrs…わて・初軽駐を測

足する際、手thrt＞’n・・よう影響か・総1二あう1甑’司一疾患で測定隔じも

Ptわ・わらす湘亡しド叡績わ隔て（る可能柱があ3と恩わ扁。
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表一レ新駅血漬，一呑血箱に於ワ
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表一2・CHsoこ禰体蛋白￠で日風

図・1・聖瓢保看に霊亀アるClliy
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　　　交動（d：日w週）

図一2・SLE血活Cl各，（］4m多肉

　　一一SR．、　Dとし・Nat．比’軟一
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2 c，｝〃　P伽e†Ce吋セげu7eゑし・」る血痛総網下平差碇玖

勝田搬予　（茄戸屋爆妊衛峯丸学　衛，血夜）

二野正美，仔藤國　（名保」（　丞　得斜）

c・；1Ptaハ・†Ce　catri　fu　Se（cpcハ」・達綴野縁麹瑚に禾

血探を霧吻才￠、本血探破の脆霧nit［m差‘：♂．マT4・・るi疹血夢ZK　b禾毎探

三物曝謝割てう助込翻敵れk装笹？・・，Aう，14張置翻”るL，，f、

血探レ足速笈吻輌￠るN＞と紘豪δ。勒規象翻岬レ、至適濃度

激街明韓レτ・鋪吟一跨のε侃通過f￠うヒ嫡暇網1鞭
ハ差に」リ・網砕の線疫に反毘例レ仁長ユ4雍血苧バ庄ヨト多・こ4甚苓豚

擢かラ吏割当釘η〃，律｛乍に顧単z“あり、レ”s・e二野修4あるCPe‘＝。r

う鱗駕砕綱耳払嘱聚レτ嫡丁丁勧う，

　　工、れ料

／、絵砕毎号　岸蜘M｝z．度砕院入院クトfiPv・k血’i

2．コ汁ρ一’レ唖聾れ勧うtUh　a〃好み婦を鋤￠・んノ
　　q・・つか彦レ、一陣・冒画工係蜘多。コ汁ρ一レ毎回血痴禰毎

　　似cHや便）・7・2タμ43（Maγer／．頃1・回測定）？・　b・仁・

3，一￠ウラン，〈，財一レ綴街痕㈱日年凍劉汽煉研究m製

4，E．　A　㈱石坪塑豪雪，CPC畝‘：」う血痛耕1尉函測建1二印いるEA17，

　　燃勘昂覧＾鋳伽四・姻丞lvレ～踊磁り，　to＄／b・Vへ毛つ・　P

　　v・シ県疲ヒ篭る．

∫’・便甲巴町器　　CP（≧遠1～荒肝ノ　CFC比色計，　￠FC勢多吻囑謬ノcPc室ユィ’レ

　　（（禰ノN・4オメディヵレシ又テム’k・製）

　　1L　言　th

ノ餌踊陥▽昨3寸砺灰レ竣あ乙陛コイレ㌍珈ラ漉
敷囎鱗微・ヘコ伽重・瀕ずう礁隠／　・・ユnn・M．。　Zア｝・’マ呼俳リ、

’EA「～来りエテレンラz・一7・〃4表？にレ？よ0偏噛ラ主入レ、　こψL！イ9岳のコイ

1レrPレズ2“コイtV　q予備遠紳．M、余．　r＝テユーフモ切〃糊口。ξれE己Pe

鰐硝監1二3フ・じ！・か閣婦レ、チrt〈cρc遠，雌，畷置レ、ノSfO、働彿ヴ

也遼猷伽霰び。ユイ1レ1：　Zレ・砺麟｛zケ司レ、又σ比色額・鉢ワ、

璃…血田i蘇チマー一十Ptラ計劃レ、？“cJ’ク、海硝朗’毎御客求あ1ヒ。
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　皿、戒，顧

！、毎ラ喬；細細：拗ヒじPo雍並並

　コンtp一レ嫡聯釈豹雅づ職しZ・

櫛釈麟・調掴擁血幅裸掃姻
ノ）・伍靖和釈佑数と・ぐPC雍血腫の和閲

をみ多と，極轟《マ迂Aいr1；亘隷外壕px“1写ら

1れう（？ニB．Sx寸22．　S／V言v・9ヲ9’あ　蓬毎・痴

2）・、　9。。・・v1美レgi〈と白扇出面微と蕩

血，楠ヒ7此例関係ヒて」ク、伍i矯1網梼；価と⊂P（し

fi容血幅d並配例1うことバ雁留込でう・髪

レ引t・　t・　））．S・xs“一t7、望奮4くcPeユiS　1レに

特擁瞬1酋細錫』玲差入多伽・
ら雅・雍伍舜幽閉Vp・9・9で州7ヒんt・　f血

例一振・あら4へτ」げ距諺1二巧a萄淘る。ミAi7彦！舎

導引賢才纏レマか帰漁しημ？・・hSillinレ

夜諺i雛（17‘，，，一のこp　eコイ’レ【7季93すのレ〃洋。

〃巧レンテ。一フ・1・・N・…2Zl’レゼ1遂’・～S3

，・i2・　，♪焔＿畑ラ＿7・zaf．　f‘・しマ伽・嗣

貯ちヒ升霜硅考血4鞠τ1肌e（約∠密画）』

薦乞zNlう（図3）・

　図Z吼袖晒とCPC毒西面レ・
epcコィレ再細網獅噛定範祠‘；；3～

3ρ酬ρ靴2・稲，剃建に白しマ・ム学

鍵
O
山
O

昌
鍵
O
馬
O

150

50

　　1　　　　　　4　　　　　　7

　　　　　血清希釈倍数

図1　血清希釈倍数と溶血幅

150

50

　　　　　15　50
　　　血清補体価（CH50）

図2　CH50値とCPC溶血幅

伍彿槍師財cP雌婦畷6雌丈乏・・3　・一　／ScH　S’P孝伽薇範

田帆熱度的1＝σ好．血と考2、c1♪e該1＝」δ袖yオ∫吻劉建ドあたっ～13・測

副帥Pt“ユ4範函1＝能う」うに血痛1適度に手艇了多誕辱ハ・■う・即53砧

練踊岬暗事定職鞠重」タ一議酬鉾伽あグ・惣’掟範
切tr蔓（’4・s；　eH　tっ岸位とη多・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユ　ニ　　　　　　をれ　し　　　モ　ヰ

＿i鱗灘糞蝿懸lll離灘．1難…羅講i塵難

L翻羅選購難糊再難1購蕪’歪i・孫羅難訓点i難1購臨購購

図3　CPC用比色計による溶血曲線
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z　再，現荘

　コントローレ嫡惹3，sン7硝矛釈レ
そ申」E”低め曲球三輪竃家納i表　’s：示．．レ1＝￠

い「ず脈わ7〈v：｝τ♂再・i劇ゆ生く（．V値1，77－2，∠ρ

董褐7ヒヒ考ゑ多ρ

3正純
　健常箔肋例4位矯総藺褥働1M～ソ叶払

とCPぐ該Z・血忌V，％某編（2‘ミ斥レ

稿コ汁レレ踊瞬躯レ・ePC
編埆ησ検そ蘇幻職レて＝eCPeth
Iミ；多‘H5つ値17卜1脾r払ヒtir乞泣似Lm正

無税国君μ＼賑泓ヒ医レでぐぞム・，

正弊域ヒ1♂・1㌻・こcaヒIJ別m∫9例の健

儲z・cpcラ九曝磁棚駆絵≠1レ
R孫尿？“σ、祖関越数P．22sヒで5夙～綴嚢

尾暑占う，

4・麟，廊画フか甲

　衙fftfi」1マ1り・1＝H解ヒ払ヒeFcth　z・・

混同；袖’歯種短剣建レ，翫豪渇・逢Xβア，他

屑疑・・も・仰z・示し仁（図4）。研教必

覧除ぐぐ6別の2始閏係数：（7タzノ込あり、　1回

り轍’覧7箸＝メρ！z一！、4／（購）2・・あ・T＝e

仔「姦屠群邑■．頼画像教．pr，｛S’6～㌦　回帰耐s7

冒＝ク7／z　†ク・7タ（1ぽ蘇）？㌦群・表燈祷

ドCFC該ヒトla／ぞr畝あ勉強価・」＝解灘｛lt

ec・ony存。

’N　茄早臥ぴ考略

表1　CPC溶血幅再現性

EA：Hb濃度　10g1d　1，5em

血　清　希　釈　倍　数

5倍 5倍 7倍
玄65・7 95・1 109・7

SD 1・49 2・4ア 2・16

CV（％） 2・54 2・65 1・97

表2　血清補体価　正常値

5倍希釈血清

EA；Hb　l　Og／d　L　5　cm

M臨yer法
i温50（u）

GPC法
n血幅（皿）

　CIPC法
倹ｴ補体価（u）

ヌ士28D
　　　一
Q1・2－
@　　58・2

70・7－
@　126・5

17・5－
@　　40・5

又 29・7 98・6 28・9

SI） 4・5 14．1 5・8

CV（％） 14・4 14・5 20・0

5

04

03

02

門
司
白
鍵
臼
O
角
O

10

（N＝50）

　n昌155
　　　　　　・．／

　　　　　∴〆
　　　　　　　　　ノ　　　　・撃こ〆．乞ン！’

　　　●●●老・丁丁〆

　　　竃峯弔r議　・

　　　渚’♂　麗蟹　職
　め　　　ど誕、　！1　ヤ喚｝黙　’冨

・亦騰縛・徳蓄・膿・

r一一・一一：：1，一一一krr一一一．irN一一一，一N一一

　　lo　20　3e　40
　　　血清補体価（CHSO）

図4　CH50とCPC血清補体価

　cpc払・・」る鱗初修離促加靖徴σ吻・r弦護切、籾覧砕幽嫁
梓丁マ・，lt炊オv・2・・あり　・β！4炉・：禰砕4激震に7t・　v’～；参1盆冴る違慶三重り幽し～

しら点’z・あう・己Pこ該1ミゐ・σ5宗町舛伽劃良壷7・従士払t比し～正夢但．

賊、俄碗挙1・迎えし～あ・リ・ti＃z　？“禰砕伽醐17・，7ζと握戎

循を嘱r；。臨鼻的‘＝亘補予疾屠・1＝あ・い？従琴払ヒのデータt＝解離t蕗あ3ρY、

こ0へ口爾教落A富盛・解爾むts　9蛇心あで喫’bZしみ多知見L殆え、更F梗参芋｛

〃之rヒ1’・
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3 CoV’Fノ態作赤」螂タ暮血．反応・によ多aCtevvadiソe

C。tuptement解仇wa2t　e通雨法

　　田翁博等瓜田維弘岡田・秀親

　　回立イミんVンターン研、ウィルス

。。卜卜いe酬f卿レ⑩π）は・コデf　・P　e3bE・e多釈いう6“・これ‘≠

徽’翻掛雛諜錨獅獄麟蕩？窪贈
CbVF　Eネ血球ウ存在面子血祷と反帝・2e5と・一種ワ鱒酷㎞。鯵汐
により孝血忌お’ウ搬血ポお・；ラ9z“、↓ラ反応嬬ACPヴ2鮒定法‘ミう，応偲重れ

至誠誘選管纏砦霧躍臨i重1饗1籍1弾1卵辱

嬬血紅〃’ン酸Z“タ醒し沸にαrrF劾姥鴛、こり一laaned
鯛￠押一e・Vl’（π一C。rv’lii’）と毛1吻ト・ぐウズ等づAC？とウ反離

洲輕播牡ヲ纐2才糠R繍（た・
（麦：験1材孝十：及ボオ7P去〕

0。i’V’F‘t　bobra　ve酬呵州傘よりbEAE－eelleclase　eo星蝋，9eptu・Aex

研一200col酬碗にて繧製｛た。

に辮弊霧当芸F舗1ぜ蕩線艦濡1￥既ラ幣

憐聞反細ぜた．こうタンニン酸処理翻’ぎ3回。、｛玉詞図心襟（、

タンニン酸芝除いた後、Sx　10％tC・ヲ隠事に再凝固（、考そ量りC6V石面と

簾無薦購騰魏難霧羅欝
baflif・v・・ed　Sdtlivae；　？H　9・Lfs）kで3凹7繍i・1xlvi／／．t‘幽幽（・τE－

thVFと（た。

1）じト・｛皐鋤’芝用いZTLH媛CE・一Coマ下；と1イ仁うとOoTFッ＝量＝に応いqモ1レ毛・



・ソトAC？によろタ餐＝血4ぐ言庭・あ・9ψしラ．．8xイq％し→・eLUtvaed　HecE（τ」H正）‘＝　』

8eou！la＾しウ（IO11F愚存用i！ゼ：た場合‘＝‘み（7PC’～E：最i餐濃度1εイ60傷希

釈｛てう働％ヴ言々εミト〔た。又、窃TF芝執血球に吸看さ七ず、　HuE

と自得乏ぜろだげz“1‡、雄ooに／z．し　9　Cb『而E用）・で｛、研トAC？ヴ検編渡

‘・S「F・HaE－CoTF左用いた場合9メ為以千ご’あフた。

Znc－r．　ease　of　hernolytic　sensitivity　to　guinea　pig　ACP

depending　on　the　dose　of　CoVF　used　for　T－HuE－Cove

　　　　　禽Amount　o　f．　COVE 4　12　40　120　400　1200

ACHso　bY

　　　　　　　24　35　50’　88　148　220　　丁臼H1」】LE－CO「四．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　8t　CoVF　used　for　conjug．　ation　with　T－HuE　（　u／2．5xlOVT－HuE／rn1　）

2）ウサギ＄血球2用いて十干舵4Ra逐一G∫7F；E作うと、ヒト寺踊’乏用いた

場ソ合・と伺1；窮‘＝Coηウ量‘く『着し褥・〔てコ1シ2レ15・リト4C：Fによう瑠…血」1肉お・こう9

　そ92則轍惇じト唾壷ヌぎ差用いた場合よりぞぞ高い榎向・《見多端もた。

（細越巽トgAc林掃隔E弊i贈爵三にαV鰍徹燦
　うほとんど元進・《認のウれ景・4、ッた。みだしい血鯛～i：最終濃度1：，B’D以

上‘く却釈〔た障、（㌔V’Fグ量1＝依存しZ饗応4ミ」し昂ず多傾向にあ撃つゴ、

　CeWつ身濃度1を尚のろ二口と‘二よ9、　多tレ杉・ヅトAC李同補ε’：ン蔽乙」e．，　Lデ多こ

夷で詠出盈獄1雛ご顧高鑑￡地雨淵で詳驚蔑

ノ白白を商の弓ことt・S憎憎z“あ多ラ・

の下H肌E－017Ti及n“T一・1〈abE－thVF　1用いで鵬％つEeTA－ptaSt・Aat：よ　5

考i血白子芝繍訂‘た・，SSix｛08／．tヒト蒸戸当たヲ物嘱し6TF老灰応

xた下墨一二岬嫌場合・E幹俳降鳳厳翻陵1＝細磁
釈（た時6っ％磯血4ご晃治れた。また了＝1～‘ゆE一〔）eimPE用いた場合にt・1、

（lo－7’F　op量‘＝応e賢研・‘ミよ多耀i血4泥下れ、6－Xで0％乙ウナギ翻’当た

　98σP繭しりCoTF芝反応芝ぜ多と、輪蕩受イ：2aつC　〈；，ej￡〈　（’zうSv％

以．上ラ潅：血；弓《認の多れイヒ。

紛TE一（bV下ウ潅血・《牝P　lくよう｛うごあ多と．考えラ根拠と1でげ、以下ラ

　ごとき知見雲斗z）、ろ，

　∂＆帳蒲乙郎。C粉聞4喫熱す多と勧錨イ全ポ炎われろ．T巳一thV：Fとこり

　4P徽晴と左18a間友滋之ぜたあ乏：EbTA一’C’乙嘲えz着濠血（釜｛〈9
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　　で、珍ヴ存在ヂ輿婁ゼあうと維孝乏れブ＝．又、こφ婿初陵熱婦腐・在千

　　’∴TE－C。VFと（｝？鰯り9epbLadex（ft　loOぞ（ft’　an　eうい1‡匪偽ご行フ

　　　　　　　　　　　　　し　　た冷画ヴち4ミ存在す多と．考え弓れラ・分画乙加え多と雍i血4ご回復づ多こ

　　と噛こン水・差；裏イ霊げうと言えよう。

　ii）EレTA－G舵ガ‘才彦血友応‘1参⊃ら余い4ごM守噛tL　EGriTTtへ㌣ごtげ血祷‘こよう

　舜血〃ミわシ多。

以上ヴ．葬果、ゐ覇癒作手血」曙左用いろ≧とにより、毛‘レ弓ツトぞマウズ

eAC？あ老血表応により画応；震1二萩訟ガ1う⊃とポ吻4フた。．）り方法乏

用いzク毛ルr多ヅト友かぐウズクAe？　nt｝φトリ精裂差灘中ガあ多・
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4 ニジマスのネ蔚イ苓秀こ　　　工．疹疏イ1季看こ⑦　鼠走三と　C5一例　伺定

冴マ　勝、ムワ宣ぐ，詠唱簗霊跡，高橋噺蓋

（企iKK・dV・“ん祈・免疫塗物，　X／金深医フく・血痔）

　痛乳類a補註奪の研究に．珍〈の減分の存在ヒ畑凍ドわτζろ主物剃圭ヒ

を日貼側・しZきア・が．騨ら嫡・・ら獲麟遂季当国矧、寛ぐ甘的fl

碗純日目ら・・ドてム為1・瞬葡じ灘営的r爾死繭用ヒ恩われる．こ温
すド旛血反歯馨醗い↑・厨死に手’｝、下官密送・動物n）・r　riら’で灘7能下髭面吻v・

らさちつ補砕弗柱》↑＝1τ禰イ黍葎ラ右柱ゲ報考さ林マきτミ’v・“、十寸㍉反舜Aみ’ミ

論証シ鉢醐題点。殉く、外｛禰乳類・袖伽n灘口幅疑周・N“　tlllる

Vq』V・4V＞　｝n　Zいる．従．マ・下等勧矛勿・汚イ駅n柵翻・六字定しZ．

ワ宙穿〈11tの1シ父ヒヲンペ7！分・子としZの対応…閲で禾2日且ろ雇　t：’ずる：と．　peg薯ヒ

XkgMるがべ柵層磯廠勧亨メのcl・カエしのα野一、　Z
τ跨撫・・ろ‘・て跡い・栽・〔さ灘蛭類・・認るニジマス（∫認腰

幽）魂虚蝉一補イ奉爾・畑硫血胸触肖涯ニゾ
マスのcsf－t　t司臥しt・　aで報91る．

〔がめ二・re・スーノ　＊’s　St●c，　s・乱訴遠し繍辮釈しア・サ／

フ・レヒ．乙X／・7飼羊赤血縛’（∫ん匂ε・、6・．（2．θ7バ中ねぐ・らS・・麻湿

雷雨韻旨しプ証幣ニジマスPt・S（／vR7　S；）P．　a　me　2　vpえ～色，　S・分士民

いb・e字並ア8’「　9　”・　」tY・m・　rPM・1・・mN彦・ず上シ青のoρμ・を病臥
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5 蛋白分解酵素によるCsb－7

複合体分子の構造の解析

山本健一

　　金沢大がん研分子免疫部

　補体による細胞膜傷害反応は、　もともと親水性の補体蛋白が活性化に伴

って疎水性の複合体を形成し、　かっこの複合体が膜脂質と強く結合するこ

とによって起ると考えられている。以上の反応に実際に関与している補体

成分はCsb，　C6，　c7，　C8，　C9の5つで、ポリペプチド鎖の数か・らいうと8つ

であるが、膜傷害性複合体の機能及び構造上、　これらの成分がどのような

．役割を果しているのかは明らかではない。今回この問題を明らかにする目

的で、膜傷害性複合体の中間産物のC5b－7複合体について、その前駆体、人

工脂質二重膜（リボゾーム）に結合しているCsb－7　複合体、及びfluld　Pha8e

Csb－7複合体に蛋白分解酵素のトリプシンを作用させて興味ある知見を得た

のでその結果を報告する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1）　（2）
　〔方法〕　　ヒトC5，C6及びC7はそれぞれ血ck等及びPodack　等の方法で精

製した。精製補体成分のradio1　odinati　onはlactoperoxidase及びglucose　oxidaseを用いて

　　　　125　131行った。　1・一Csbあるいは　IC6　を含むCsb－6複合体の精製は下記の様に行っ
　　　　　　　　　　　　　　　（3）
た。まず我々が前に報告した方法　で正常ヒト血清よりC7－deple七ed　reagent　を

作製し、L－1y8ine－SePharoso　4Bのカラムに通，してプラズミノーゲンとプラズミン

　　　　　　　　125　i31を除いた。ついで　1－C5あるいは　工一C6を加え、　ヒト血清処理チモザンで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）
活性化し、生成したC5b－6複合体を前報と同様の方法　で精製した。　リポゾ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（4）
一ムはdirrxyr’lstoyl　PtiOPhatidyl　cholineを用いてLlttman等の方法で作製した。　リポゾ

ームに結合したCsb－7複合体は、　リボゾーム、Csb－6複合体及びC7を37。　Cで10

分間インキュベートし、不連続ショ糖密度勾配超遠心法でリボゾームに結

合していない蛋白を除き、作製した。S［S一ポリアクリルアミドゲル電気泳
　　　　　　　　　　（5）
動はWeberとOsbornの方法　で行った。
　　　　　　　　　　　　　（6）
　〔結果〕　　我々及びPodack等が報告しているように、　Csb－6複合体中のCsbの

旗鎖は　トリプシン　あるいはプラズミン　によってO’（L（7．5万）と　」2（2．75万）の2つ

のフラグメントに分解されるが、　β鎖は全く酷素分解を受けない。　」鎖は

これ以上プラズミンによって分解されないが、トリプシンを長時間作用さ

せるとC文1フラグメントはさらに分解されて6ta（6万）になった（Fig．1）。トリプ

シンはまたcsb－6複合体中のG6を数カ所で分解した（Fig．1）。c7は1・リプシン
によ。て少な，とも、3カ所で分解された（，、g．1）．次，。　CsbX・．6複合体（t25

A．

24



Csbを含む）、Csb一、※複合体（131A℃、を含む）、あるいは131
AC，を用いて先、。述べ

た方法でリボゾームに結合しているCsb－7複合体を作製し、それにトリプシ

ンを作用させると、　リボゾームに結合している複合体中のC5bの（女鎖とC6は

トリプシンによる分解を受けたが（Fig．1）、複合体中のG7は酵素の作用を受け

なか．つた。　さらにリボゾームに結合しているCsb－7複合体を0．5％deoxycho－

late（DOC）で可溶化した後にトリプシンを作用させても上と同様の結果が得

られた。すなわち、　リボゾームに結合しているC5b－7複合体中のG7がトリプ

シンの作用を受けないのは、複合体がリボゾームに結合したために起った

のではなく、G7が複合体に組み込まれることによって起ったと考えられた。

上に述べたCsb－7複合体・のサブユニット　の酵素分解がCsb一一7複合体分子にどの

ような影響を与えるかを逸の，，2つの方法で調べた。　まず0．5％Doc存在下で
Csb※一6複合体（前出）とσ7を37。GでtO分間インキュベート　してfluid　phagθσ5b－7複

合体を作製し、　トリプシンを作用させ、　／0－40％ショ糖密度勾配超遠心法

で分析した。　トリプシン処理を受けていないCsb－7複合体はt3－26Sの沈降係数

を示し、モノマーGsb一ア複合体とポリマーcsb－7複合体が混在していた（Fig．2）。

一方、　トリプシン処理G5b－7複合体中の大部分のC5bは約7．6Sの沈降係数を示

すことから（Fig．2）、酵素分解を受けたcsb－7複合体はショ糖密度勾配超遠心中

サブユニットに解離している、と考えられた。．次にリボゾームに結合してい

るCsb－7複合体に同様に　1・リプシンを作用させ、複合体のサブユニットがリ

ボゾームから解離してくるかどうか調べた。　Fig．3　に示されているように

、トリプシン処理後不連続密度勾配超遠心を行うと、　リボゾームに結合し

ている複合体中の。5b及びG7の全体の放射活性のそれぞれ／0％がりボゾーム

から解離してきて、複合体中のG6の場合はその全放射活性の約24％がりポ

ゾームから解離してきた。

　〔結論〕　　以上脂質二重膜上におけるCsb－7複合体形成過程に関して次の

ような知見が得られた。　（1）C7がCsb－7複合体に組み込まれるとトリプシン

の作用を受けなくなるのは、複合体中ではG7は主にCsbと接しているため、

あるいはCsb－7複合体の4量体形成はC7を介して行なわれるため、等の理由

によって複合体中のC7にトリプシンが接近できないことによると考えられ

る。　（2）リボゾームに結合しているCsp－7複合体中のC5b及びC6に　トリプシン

は接近可能で、　いずれも数カ所で分解されるが、C5b，　C6，　C7のいずれもりポ

ゾームから解離してこない。　一方リボゾームに結合していないfluid　Phase　Gsb－

7複合体は、酵素分解を受けるとサブユニットに解離してしまう。　つまり

Csb－7複合体はリボゾームに結合することによってトリプシンによる解離に

抵抗性を示すようになった。　これはC5b－7複合体のそれぞれのサブユニット
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　5．6

o

o

5．2

27．7

50．0

13．3

0

0

費鉾cipτ。cal　d手1uVi。n。事＋・er皿which　gave　501
　1エposo琉e　lys■sユp　GVB・
ti　Maximum　g　lysis　of　liposorne　by　serum　in　Mg＋＋一

　EGTA－GVB．Maximum　lisis　was　usually　observed
　around　1：4　dilution　of　guinea　pig　serurn．

漁轟におし・？臥じト皿痛z・9．じ岬寒生他∂徽蹴れ17ヘヌ、

毛3レ毛・・トPfi？・a．じじP％棚6臓吸収惣レ罰則蘇⇔し啄，

瞬TIい、ヒいう衰㍗璽・？雇nb．和P他s匿8ωτ．レ瀟伽ゆ乙F

蹄楊酊馳儲さelし？割・撫三脚レ丁”r・け・SPt・L　e　．　PtsvrN｝弓

、　じ・ト閥’翅トの6じ・Pと’vi　1窒　f6レT．．。　レガレ、　毛，　rレ毛ワ←師鋒にdh’い2悔、

じcPヲ＄B56モ）雪露・‘められ，ろ◎NV．強いAじPラ磁4彦イ6｛7、b覧1起コ・h．露董自mハフ9テ

）墓面縛入によ・ぞ，Aじ醐生f6げ“宝勧狂れ加、・覧．その廊晦。穆の愛チ6や

鹸魏護仙τ、ハマ・テン樹ZFeゾームのハ6P離例年にぼしんel　es9

セ三賀短いeV：ハアナソ基のエびト耀定が吹細細燃で・劃，％

識臨書翻弄撫輪1謝ζ脇欝
に辮的呼応曜レ？”ろと推蓬レ2いみ．一跨今Sハプテン5‘・’

㌍ソームe　inいて得β知見邸，醸rmゴ《局黒鼠碗啄勘噂恥あ・r＝

．で算しワP彫m向に占炭峯鎖ス（9一寸一L入鵜ヒ三弦い冷6解’s66v“

認め巧幽8弔しρ・ら、じ3レ鵬ク・1馳腹の吻額二韓Kzに鮪縄信し仁ヒ芝、ム

癬分る旗のwに高高う高鍋1二・e3レ劔高高両両岬脚
轍幽悪推翫弊・D糊弓ぐ’979）がMt　b？・，5ソ民卿砲μ朔②
の免楼原雑；監1　0ム7A・・r　il’ち抑入し仁爾■二強ζ隠う凶㍗，袖俸ヲ観窒化、■，

免加点～旬の1雛伽“郎峻さ搾る．」g（の曲線6纈幽総名彬ム能

嫡レ？・1う比で覧．筋加壕の納をイ嫡収μ筋砿猷2噂．
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8 　　C9欠品症のACH30に関す3％療

岡山穴琴オ…三内雨天夢幣基・寝角啓人、・六濠眞

肋zい断ズ榎蔽∂叡籍潔、伽．（今耳，日本麟鰍工

面）渦躯，ACHtOへのcg　q関与1調卜常にナ・際蘇喚わ訳ろ
あジその群叙でしては

　ω禰奉まxvよ3痢皿の襟，油球セ鋪のプ（津にヂク，c9）2．Cb～｝iz（

饒鰍鷺、轡）ヒc9蹴駈（靴9－M副刺伽鯛

無縫鰹糠灘鞍繍慰擬踏
固献麟以富山穿悩u4間に差陣…kk〈…

という3つら可鯉肉彦えう0ぺ）。）Wt）セ嫉～てハCH5Z）te反げ可

＆9②関与にっ3汚著す3。

（む叡及びオ1鼠）

　砺k’ヒ〈kC曾欠損症‘窃表19・4P一く乃，將寮生臨薙状や易柊染†生　rEn）G・

めレ砥び㌧、・虚伝形バr喝孝恩俸修茨1誌面であ｝・C9欠損毒血冷（C曾OS）

のC昨ors正：悌入ら拓～％乙あ3P→嗜pac7（（》γ幽髄）の黍加1＝よク，

正影｝直に回復すう。

ご糊難藷燦鰯錨鷲雛鷺鵬織鴨黙三身，

Hし量の剰えに8つ4寸，k，

（綿界）

　1）殆皿に∫6よ1ずす1皿球セ如z病ヒの吸津

　EA（‘×‘og／．2，？．S’xtog／mlZ）0・ゐ訳の正悌」皿膚，　C？レβαえ夙ぞに♪ム敵
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都盤鷲誌痛貌飾応訴糀晶晶1静韓自己ζざ

ポジウAで蘇tら・ACH！5Dは（灘e翠雨～℃伽喚ω雅の1鴎一セ芙に

C37（〕5’ともi〈相関す3為ノAC昨つはC3～C9毛ヂ〈灘穴す3bqと埋

解し，ω～ee　＄．tu’t性（α3Dの搬劇馴でいlk　oと｝うPt・・7＞e間

にAα切珂参1な：正常・胤⑳γ　。”｛：、・ll‘il・の神分短睦であううと



（c勧威P幽暢）eR3t，正馳鍋。？りβ祝剃顧に：嵐ビ鵬
t｝くiSlszzす3チevav「め3帆k・

　z）α琳幅・雪囲w％にのぬ」匹す31m」g（

　男爵￠r照ボ爬鯉喝ω％に”，伽す3」a・naVit図1gebくひバ屡厘率に

Φウ寸ギ，②モしレモット，③てウ入，④ラットノ⑤＝ワトリの聰㍗あ・k・

　5）冶袴拡味の。8－meoLicx　teoL　・fu，”，“2‘6，　mbと（z8］／e¶一ine‘Lt’afted　h，，tn417sA：d

のP〈軟（図2，多）

　工穀ハ血球ら正悌」匝晴セC？Dβ・‘：よ飯頭毎’εり（軟す3セウすギ，マウス，

ラ・ソトで仔両演レこ・弁｝疹はタ参人ヒ簡i齢）S盛へtl　11？　“，モ1レモンットノニウトリ

で雁刷噛威ロCgDβの疹鉾麻回訓捌卸禾Ka・ft．r－a：：tし
毛ワト示㎏亦や田・、こ幽禰1γ￠P酋ω％1彦性（ap一ACHヌ））ε凋衆しヒ

み・｝セCR　b5　c！｝ハ《罰5D　憾lo79んにクuて，（葬LACH！roけ36畠％（ラ／・　NHS，

℃flH　）b、「一1｝墜旭「巨氷、医ρ

総裁魁謡懸欝欝撮にヂ3e㌫繊廠輪留壁皿
　臼ボβ（ンに℃トq♪賠諏竜農咋、ヒ，（キVら中ひ正励ロ晴ヒC？ps‘2よ3

鳥毛り（糊｝セ，煙管r一　K彦は輌3帆摩〆N7角」。

（彦象）

　Cg　P5のAαう50　pat7t7亀正書Z・あ｝争の原因セ〈Z，凄嚇・1ヤ㌔L伽r一

躍鱗雛麟惣轟鷺総噸既離怨鱗鷲亀
t’R・・卑や，砺蝿叩Pω鞄％にチ，疹生す5血胸4噸・∋モ1しe・・ト与

．ts　1iiNEiq　ilrc　C9ら掬鱒9“卜うP・塔舶も鳶♂しす｝与‘トラ上託弓可鰻働哨

象～，RqRB￠け。（㎞α毘Pω晩ω働κ誇さ1疹垣z・∋C9ジ”《釣：譲与い♂

いと・・ラ季P・多・C8噸畝割賦fU“％・動と（努／e9－Wt￠o“’CNSeo（　R蜘beu－s，d），6

に彦ρぐ％ri：いのはka　RB（二ζう腺の｛陶ネ住にヂ》う9こ・あふ夢・P”判用u＞＜。

〉の多趣Aα4∫or∫（：3・一eg　l｝ln）t住9全長」v－pt不起τ・あ3身長ホす訊．z・あ

3Pうe9ズ禮海9喝轟け誘以て・ノcJbtmostl　ve　P唖ω鰭の1歌」はモ1しe

ゾトぷ瞬よウr♂取り扱い，戎｝皿劾卑ノ繊希荘♪ク魚腔BCらう㍉痂周Z・

あ5。

　職乏q鍬し。（eg》《損痂Lk＝け易　積：考｝・偉：tlxY，g・tめ3壷へ～♂ρ、っft　1やノ｝畝「ま

雇～黍励御に詣6ゆ多じうq重專住いう可戯ぱ当然乙あうう・1・’t，｛し

病麟にウす蒜圃～聾モ1レモッ静止羅伽離む那嬬eg　k
頑海レく26いzσ槻に羅尾す》可彼住1す高い峯ひあ｝．



表1．C9欠顕症のネ甫体系
　　　　　　　　　　CH50　C9（rgNHS）

　　　　　　（30－40　u／mユ，） Activity　Protein

ACHsO

（gNHs）
CRP

六〇9A　　l2．5　　　』o　　。　9。　（3＋）
一一　犀一　〇　一　■　脚　　一　　儒　ロ　一一　〇一一一一一一一一一一一一一一一〇畳一一一一　一一ロー一一　〇一繭一一一一昌〇一一一一一一一脚一一一一一一

高Oり刃ぐ麟・…　　　　　。　・・7　（エ・1
　　尺　　　　 5エ　　　　65　　47　113　《＿）

厨　1韓　・5　　　・　　。　93　（一）

一一e　　　36　　　4。　　53　92　1一）
ココの　ロロコロほの　ロ　ロロ　のコ　　　　のロロコロ　　ロコ　ロのロコの　コロ　コロロリのの　ロコロロロロコロ　コロロロ　ココココ　ロコロ　のロココの　ロロロロコ

原O　紅斑　2・・5　　　。　　。　87　㈹
奪ll建東　：：　　ll’　、二l　ll：　91；

O．D．414

一

500

o

　　　Rabbit

Guinea－pig

Rat

Hen

｝tlouse

g，ox，（F．A

O．D．414
　　1000

500

　　　　　1　2　4　　　　8　16
　　　　　　　　　　　　　（serum　dilution）

図1・奉i種位跡あ編舵P‘畷ゆ響。

　　　　　　　　　　O．D．414　1　Guinea－pig　RBC

32

cFB　Ibe

o

RaRBC

CgDS

Normal　serum

500

o

2　4　8　16　32
　　　（serurn　dilution）

図z，1？2へt？Bこり1餐血乙

CgDS

Normal serum

図3．モ9L・aeワ・｝漸　inJtR’

　　　　O」　c房ta

2　4　8　16
　　　（serum　dilution）

　　　　　　　　　　35
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9　Neur〈EX．rn　i　n　id～し～e処理細薬包，二ささ（x11：？vyvxtKve　co　va　pNe　Wt　？yvt

　　依愉甑ソの卒牲藤

岡眺親椥幽幽鴨婁，総ヒし抑画論3・6司量b・・i（．・

セ》ヂ研鰍」，臥人病耐油鋤彫廻点呼究卵）

　ヒツジ五重R玉ボ（ShEり　芝neu、vumSn“olas　eひ》A‘｛≧）で処：理ヒkリ・：濫ヨウ

毒酸τ処理し，sτ小しrd＆も険“たり．磯」V一）「鎚ピヒトのAcp

（漁Y輔爬Q。燃脚艘池見・恥フ娘組f熱闘うに郁（Fanv。氏・
B・・C・　N・d’、・A・・N・t・・9・i．　u・9・A．：生，i9’？s，tqワ8　；　Pa　Attbuv　VL　＆　M“on〈v－E厩・h圃

工b畝・！乙至，24卜1θ，19V8）。　一湾ヒト赤血1ホ｝（HuE））S　N：As《処電を」しZE

しト厘Pし活牲化ぜず、こd’L）1　H“Eの翻臼靡にβ面嫌の榊11囚写廊在し

Z、、乙為Zら’あ）t報亀之熱して、，3（「Fany・csyN，コ：b畝．エ丘ノS9『，1仰『）。

　iPk乏　rs　Hela　eeU　E　NAse殴冠すδヒモ1しモツトのAc霞嘘牲化船よ

うに麟・ヒt知・ち斌ヒトのAくP感応権化怖φ・・免（岡・ヨ，角㌃，
⊃閃田，日志免直．子！￡・傍し会書顧詠．，B」，4％ノ’9ケ8）。　HuEヒ，司r隊傷βin：　係ρ）

榊・ll呂事か？H②しム．　cet1の・細胞膿に7存宛して、）V．一音に．ヒトACP　1し彦碓κ，

τ鉛加た破ヒ郵ヒ・やβ山盛；隣惚写｝z・etしモv　F　c3e・h－rs
7重たし全いし考乏．ろ軽し30　SeA（1ヒしTらイ、レス．激i壕He⊥ム．　ee　A】rF．　－tしモ，ワ

トのACPミ，琵惟チ（可⊇）於．ヒ・トのA（LP　t’1　・iv’　it全（t　lひ、、　t・、う知要LヒbAtflk

φ幅3し考之ら鵬凪＝f，　8rttheyN3　oL　？7　“vス】嚇と晦臥cel、｝1　．モ聖しモつ

トしヒ．ト⑦函一方σ）ACP℃琵惟チしで「δと・・う矢p見塗下・Z　lおり・A（二P駅内」κ

におγγ3灌『蒔聖血に字蹄なli感力Sζ層L乙Zい）σ）・か乞　llれ万m。　L乞こで

N触憩逡に8bAd瞬桝ヒ能の糊し、癬等⑦裡差ヒの｝鰍につ、）Z
■輸し行・，て、、3。

　H￡〕Nce、、しNAs・e．．の司亀乞の一蓬で処理し、残、禧stal“cαcよ改・」｝E坦ll幽し

t一．こ呪餉Ac恩寵悩碗ちSPSkgeb」M）va1i　’lgLseSE（NA⊂abご㊥

を．細a包腫上．に∋た碁互「乏C3｝算こP1τC－o甫やC3で検念r「δラ「企て’憐亡し

7一“峰ヒ鰍6㈱勉『モししモっト血1秋廉鍍δし摩り・φs面し
仮犬よb・こ除去、5L　ih　tt＿He　L久（？1、感寄でにA（LPし掃惟俊しe3b毛佃飽膜むk

雌可3。こ畝に対し、ワ4．2ウ。　op　sia　1“eαび次ENA～“z　ref皇で集ったトtRレN

Gモ賦z・t．じト⑦ACP　h対しz　）TN’Aしa』“1；十y幽界さあか）た（毒⊥）。

長aoへ￠幸畦IV一⑤H縣・｝君争φや．　HeしA　eet、の膜」＝k・椛、てt，佐ヒ弩え’

ろ潟汎t5。つの可簾ヒ覧て・Nへ～根逡ず唱￡L天酬のv酬瀕
かミ一水に危下lrにので’．細胞内がちの放愈物質のヰに、ネ肴∫等ヒの反応乞こ



翫rr覧～鴎バ餌収、、鱒モ考之ろ轄。、、ずれ以て卵A≦ぐ嬢

瓠三二桝N二二1坤二二勅・’砺ト恥祷勧渥高州殉53bこし
力煽隔ろう、ヒ7｝つち・ので’、種乏の1称血跡’ヒネ宙辞⑦→種差との糟1笥乏係ヒつ、、

z『焚討し仔，「ら。　ShE，Hw：Eの他k、り寸ギ’赤血忌C（R△bE）ノ毛1し・ヒ・ト赤

位高島（GPE）ノうつト三白五に（Rctt」三）｝歌’びしDDPマ1うヌ1赤白玉ボ（トへ〇三）毛1“／nl

のNA‘《：　ガ処理しち。こ」れろのNA‘《処理斥血≧S，ドな’び’無処理の青血．珠’℃

M李E醐“廊ゆビb6h轍｝茨モ1しモっト血z薦ノしト血惰2S　Zh・うット血．

瓶℃互課試《・そのしこの旛血り痢」無三軸1一ち。磯集E3ヒめた．去吻が

俵2）であ9．RabE　ir　NA～a　Nfgくt7aくzムモ1レb卜，仁ト，1＆

ひ・ラット　のAcやでi熟厘乙起噛すのhヌヰし．8hElT／VA5《肥御してie・モ1しモ」ラ

トのA（しP　z“4・葉：｝2≧1つ、）．。こ話し11：溢jt、．　H　va　”E．　r；　7》A～《t「処理しz差。

しト袖峰U叛追山・亡℃三極》Dhの9｛Mz，）であ∂b・’・毛IL．・Z　7ト

の為cPゼ｝で霧他しち．。こ・oh、T　Hela　cell乞ト∫As《処ヨ笠1「匿験し｝勾一〇jthレ

易くで「あっ房。なむ、NA5ぐ更逡HvaEのモ1しモリトAcpに8冷馳～惟ヒ塔HuE

　　（表⊥）1・ducti・・。f　NAC・bility　by・湘d・・e　t・e・tment。f　H・L・ce11・

Eiose　b－i　sialidase＊　sialic　acid　content／5×106cellsde“　NAc　ability　（FITc－anti　c3）

　　〈ug／ml）　tmt．D．sss　　　　siir“b’dlliE，ill16｝｛一tion一　”　　hits　M一’ds，s

　1．0

　10

100

1，000

O．333

0．301

0．288

0．206

0．086

9．6

13．5

38．1

74．2
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1
■
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♂
丙
乙
3

　
　
　
ウ
」
」
鱒

∩
∪
ハ
U
O
∩
U
∩
U

’　HeLa　cells　were　i　ncubated　with　N－acethyl・一neuraminidase　（from　V．　chol　era，　Sigma）

for　30　min　at　370C　in　PBS一　（pH　7．4）．

“t　Sial　ic　acid　was　measured　by　modified　thiobarbiturate　assay　by　Warren．

（表2）赤血ssycの禧麹し：補・噂の権類ヒの「相劇二野にお、↑δラ容血性

〒聖血疎q漏匿類　　うサギ ヒツジ ヒト 毛1しモット　　　ラ・ソト マウλ

Mヒe処i哩の：有無　　一一　十　　・一　　十　　　一・　十　　　一　　十　　・一　　十　　
・一

@　十

モtVE．・汁in・：v青立柵　一一　三三　一柵　一土　土＋

ヒト血靖 柵　十柵　　・一　→十　　一　　一一　　一1＋H・　柵　　 ＿　　・士　　　十階　一1・Ht・

ラワト血．う鷲　　・什叶　＋叶　　一　　一　　→＋　＋卜　　・1・Ht一・榊　　一一　士　　→＋　＋f
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の血液型瑚瞳・kEigこ　Te　hNつた。

Sx、♂細聴に4・Sl　q　Z・しモット血i青榊陳ヒ販庭奴暗ε婦・ava

痔ず）邑こ．」輪処ヨ藍⑦HuE　V診S／6モーしモv　ト血飛偽醗，o琢4『・2ラ。σ）

3塩匝少ぐ認勧ろ甑1乞。し　elN　k対しNA父，処：理（o・『）し／瀦）Hql…t県、、　bヒレ｛z

モししE・・7トinik　t’　sg．“v・の熔Lゐ螺鵬れ、NAs〈処：EE　T　e戦し剤

eしevト岬龍彼劾卑が2傷強晦・て、液＝ぴ冷∂。舞ム辱ra，
ヒ．ト毒腫2爵こOj’ `TPレハぐtしこ佐千：でしせ二b’と繍カマ茜く7》∂こヒZ葦眞4彦し
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　O．2M　EDTA
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雛
｝

2）cfg　1700910rnin．40c　　　pptを

　　（cfg　1700g　15min．　40c）

2・Sg　PEG　1．Om1で洗う・上清を捨てる。

3） №磨Dg；．a3Kfig）　i，o：i，｝

　　37ec　30rnin．

4）　1．s×lo8　EA　z．oml
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癩5」失・CCttC・」ゐt’以桶体面とし・）・・5m・生食水‘…》
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補体消凌率（PEG一じ。％）2求ごりる．
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　8SA才たβ　SA3九体の；thmμne　oomρ1e）（の抗ノ裂才た∫本とρ三6一　じじ値の関
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　応．作ウサギを用いた『ノηγ’γoでの航原、（βS層，4）の殺・与更；験では、；抗原投

与後2、3分で旅戦、坦呼吸、放尿びどのシ・ック症aK・E示レrご．ρ三G

－Cじ価工6・分から上昇L　iGtじあ、90分後1・最高値Z示レ、／・go・・nX後tlt；

消失し1・．

　患者血盾で主rこる疾患別‘：￠’C値Σ図2ド示しrこ。如人の正引導の平
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15　補体。・LD　AcTlvATI・N一原因因手としてのs・1uble　cry・gl。bulin．1ike

　　　substonceの獅1一

煮都膚立〔藍耕入導第一内科　　物村周雫オ寸M正為田工広樹

老下郎r牝　占1り条正．表辺孝一　西三日蕨一　肱オぜ直孝　坂田忠弘

榎ラェゐ乞義　覆1し1敬一　近国元推

煽体C・1d・ctivati・n（CA）の原囚Kついてt・Zt　．不〃ポジウムKみいて繕

表して1きt7T．こいtく、　cryoglobulin　l乙soluble　cryo910bulln－1ike　substonce（SCS）pN“

易え＄れ汽vN“、後角Kついて喀ノ全くの1推i則ズその室ε明は泳ズ捨ミれていね

・・。　1㎜une　c㎝plex遡痩臥℃レて知られて・・うP・lyetMene　glyc・1（PEG）肥

殺孤r5～び’K抗補’俸彪枇も組閣倉わtkオじ臥バPEG－c㎝Pl㎝ent　c・ns㈱ti・n　t

して獅鉢て鴎〆、二etL　Eλ・egfl　U　crV・q1・bulln陰桟例K網鋪体CA　a

倹訂しSCS鰻櫓因tして識乱離⑦τ彿する．

＜オえ糾およこ〆配膳

補体CA感陽歯型あるvN“　crY。91。bulinのit、Y5らUt　r」い3フ96傭触生壁も用い久．

r“・■一前麟蹴レV．・nt1－lgGの俊書恥痢96。nt1。19G　vC〃3／2／・”，e滴’激τ・

あ，ke対蝋とレて。nt1．lgG緬滋戻嫁砺う〆補俸CA跡5静肝秩悉・

愚老8くっいても矛ぞ多TEカaえ玖．

　PEG－EDTA距夜帰うi幻穀’S　Sび’1・軌補俸融勧廊オ；HOrkissらの方瓜

磁纏更レ衡れ乱す帥ちPEG（阿W　6000）を0．0川Ph・SPh・te　buffered

sGllne（PBS），　PH　7。4匹潅解レ’2．5’％路ラk（．と．し、　）そ〃レノ，0〃’t　K　O．2凹EDTA，PH　7。2

港夜0．∫m乏乞加、乞蔽煙霞、紐．甫3．0”乏も加え（ACぐ2細面及ん毛行，久．ゑ

澱〃〃PG！0鋼選吋・し得ら畝沈澱物酸PBS　8．　oR（2．S　Pt・）て・ik’　“eし、

3．0つ労ぞ〃）verono　l　buffered　soline　（VB9赫）　を」メ7皿乞、　3クoe　2βfi　tlil　A女置＿レt7巳ノ雍き物を

再溢解し玖の5遡Lバレs吃、《．L南Kついて読楠’体潅性n撫で耳底っP・。な

謡夜中の知菱グ’・プクソ三塾図就鋪琶用いOuchter1。ny；Zで俊塾し玖．

鰍蛋白量・4F。11n．L。wry　i亥が遡9定レP・．　e杁補体諺’｝勧鷹編蹄乙霧1釜て・得

弊k端・．伽4K神’体かレてVB♂で0．8C〃S・／・ne　y　ri　sよう1く獅〔レ

汽正多ヒト野南1・0朝乏を加え、3フ℃ヲ0・一廻：置復の心血潅性な5び虚叫。C￠

蜘羅後脚厩枇勅恥レ雇表つ。

＜紘果
1，PEG－Eコ〕TA　　こ餐鹸乙1：、　苦　　う～ジこノ穀奇1主6
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　4・C　72ua’　Wh　・・放置v．　Sり，crv・91・わulin鯛網ぐ認あ～れ伽KもP’カ・り

bず・、門門CA跡レ嬬眉血糊PEG－EDTAI餐液1飾後、低1島’くユ蒔燈燭嗣

｝ヒ、肉眼旗i蝦扮嬬轡型あ？．b鞠量・73・・〃翅4であワ、　IgG’

19凹免寝ブ『ロブジ・／ヵNV・／hN　gL木ていな．一方、血L蒲ヒPEG－EDTAを1＆和後。37りC民

下落し伝㌻胎に1序全（認凋めの出硯び玄客あrEかっ久・もち3ん血L歩め跨’k－

4〃CK2拶｛圃1緬レても～四四の出現i梅が・尺．

螺烈して用い繭傑A’iす浪伽かく、qnt1－IgG｛緬蔽であ獅赤急

輪門門いて撰澱脇1磁あ沐、獅肋繧白融ば232励∠・
106／S／初4であっな。

2、沈房窃あ〃｝再潅解1夜〃）」抗補俸潅僅

補幡CA了雛嫡が哨5椰1蝦物橘1鰯‘灸（3ゲC鮪）1渉・3フeel（

抽て2μ伽弱・・野饗俸砂睡苛レ郎すe“　t」カ’・玖八4。乙’窃いて

C；　9S，畷回瞬醜い四体礫もれ匹しカ’V　r｝P“’S、耀嫡か

ら得5小，玖再隆二二1くういZは、雍耐2Kおt・て3プCで弱い鋤1導べ歯性も

示レ’なひ）くタト吐参、　3フρCv．あ・いZも4。CK；ぢいてもノ全＼く蕊補俸～参提セ｛〒でtδヵ、

，久（表2）。

＜事案
補仁トCAの溌見朕桑、その喬、囚1くっいては謹艇a面が～癬でバなさ脈てヨ

e．．こ丙騒バゆ徹嘘緬体伽解離ヒレてgaz？　AK　m　gう多く、最初

ひ原邸して擬幽、め関与〆掴黙れ鳥しカ・し毎犠k勘ても長崎肉

低1勧41尋硲て｝t、va～｛1二様袖セト働。4低下でう二t、さらには＠晴K読｝疑

固剤E添加てう二tV一さリ血漿L同：榛あ渉程度補｛痢痂の風千は防｛デ5こZ

ts　z“p・S．補外CA　M凝固糸町鳶与1話鋤算なつrN7v

cry。91。bulin下帯iSでe　e　iZkmaるvN　Lr2；ゲル吠吻啖として生馬発駅

して知弥て鴨成こあcrv・ql・bulin時瀬俸勧馳1ピ1猫く矩うれ
て2i、・　・1）、葡翫Aあ一因て“・I」｝り約拳数・・函いて認あ弾う・しP・しrs・P・”　s、

Cry。91。bUlin陰・地下で・あ補俸C顛庫因Kついて臥流補峰謝野面・・らあ呪

力や。nti－19G（rheUmαt。id　f・ct・r）め鰍ヵ・ら、　SCS・め可能舷バ粧副されてし・

r・．．今囹衡で問え玖PEG－EDTA溢1之肥り得う畝鰍伽3プC旛角強は

低温で〃～冴強い編’朗吟艦E永し、3γeビは才九補体1彪惟t・1Zzあstl’）｝か、・

tr．・s禰俸CAは低敵K響町い漉浦俸ε磁の出硯K判明厚いこと橘え
あib・・t　5　t、　PEG－EDTA旛1夜t伽乞て伽島τ耀5隷’畷物咲cry・91・bulin

陰4生ぐ豹Kぢげう補｛ZF－cA　th，原医r物碇’Cノ弓丸ら4しう。4臥ンの物笈纏仏隆で啄

じあて孤視可3rt考えら～し、さらK低1乳で野洲レても｛鬼霞物tしτ認めら



蘇r｝Vt　こ　・もカ、ら　soluble　cryo910bulin。1ike　substonce　・tノ考貞しら　4㌧久●

＜面諭
補体・CAの／姻ヒしてCry・gl・bulinがその一つ晴え弥て・、0．　hべ’，榊本CA

を呈レrよρ’ぐらcryoglobullnの玄鑑めらβし准い彪‘多1　Kっ建樽寸三ヵにえ，レズ下。7b蓋露錦

ち碍玖。

　1）Cry。91b・ullnの盛翠あらA・・r｝い彿耽A勉晴をPEG－EDTA洛1欠ヒ蝦私低i島κ．

弓脱すうことκぶ悌勲勿が生畝。歓PEG－EDTA置鎌脚晴も3プC　lく偉侮

レてe，1だ澱物の訟訴1磁ヵ・っ7・。｛9うん血蒲の。2i・　E低温κ蘇落して叡掲

澱物1禦あら“・・　ts　V・7　1？・・IC照ヒレて用・・た・nti－19Gは朗嫉1（倉耐く十

体CAε尉ない蔽驕老＠晴中にも￠蝦旧習拠を‘）・r　ft。

　2迦・91・bulin　miZ・d，’）られ　tsい補体CA吻生幽か5得ら畝‘綴伽3ブC

高網夜臥40eで吻け蜘揃体薩性εホレ、3プCκ勘う就翻鰯雛
CNthEんV邑認・あられ熔炉ッ斥。　二小一‘く髭レし、補＄1　cA　a《認あられ謡い封照照青

から裾られ玖沈殿珍の再彦解訟Llま低彪κあいて全く㈱’峰i丁丁をiミri　b・

っk。

　3踏峰CA　4彦囚1客cry・91・bulin届ザκSCSの二つ〆剃明レe．．

表1，　Detectlon　6f　sOluble　lmmune

comnlex　by　PEG－comblefnent　consuplpt　i　on

0，01凹　PBS　pH　7，4　　（0，51rn1）

O，2　M　EDTA　（O，5ml）

serum　（3，0ml）
12，5％　PEG　（1，0Tnl）　
’

4ec　2hr
　
l
cfg　g　wash　pellets　with　cold　2，5％　PEG

vBg”’　（3，0ml）
　
’

370C　2hr　
’

sup，　（O，lml）
NHS（complement）（O，8CH50／m1）
　
1
37eC　SOmtn　or　40C　4hr
　
l

EA，　hemolysis

表2，AntlCOmPlementOry　OCtlvity　of

　　　　　のpreClPltotes　obtGined　by　PEG－E：DTA

case　CAC　PEG　ppt

anttcomplementqry

acttvtty　at

37“C　40C
1　　＋　　300Pt　g／m　1　　　2。4露

2　一　232　3，1
3　一　106　O

95，8％

o

o

“PreciDitates　v，ere　redissolved　at　370C

for　2　hr　and　used　for　the　anticomple－

mentary　activity　assay，

56



16 慢性肝秩患の才猟体因子

　　　燐1二袖4本艦合性工sGkついマ，

福島医夫　葬2内科 鎌陰尺　　澄〉尚木．友衛

吉、…a　尭　　　粕）ll禮司

　目的：慢性祝事歯冠危血晴Ψi・みられる抗綱体因孔、低291．f　7“り補体

％性硯象4劇伽・ついて倹回しκ。
　＝右’ラ多ζ　：　才克，矛1ぢ4本，兎1望，（AC．A）　4♪貝，］葵E」：工、　イ老Fセ　ズ右釈し　ハニ撒Ptラ者　と　、　あ　ら

かじの4c嘱に調蟄た毛・レ毛け綱・体（q7のεM・tCrPP／ate　4　le｝・　We〃

君4細し、4’c・断贈爵直した・劾猿為イ阪球一画雍鼠
7卜勝：血を判面し、約や％子旛：処を示てr最辮釈回数．値をAcA力緬とし1《。

　kA鰯Kよゐ挽獅嚇梛側夢胃酸は、ハC4磁園圃様K激血温
の多釈系列を241っ乙ワ、1オlt非・応化烏頭人仏国、杷オK尺へ漁煮血渡

を壕雨漏し、2碕潮姻さA（sぬ狡q？じを力既てAC画面i・剃
r’一g

　RA：血靖κよる低温fにお・げる淵体jl哲慨現象．り卿劉＝3クρ乙ノート離血場も二

介し、一ts　・：・aP働4ヒRA患港血嵐4eZ・A　l｛認鎚三重ん衷をラ飾し、4’c　1・

保趣k・劾後1是黄漆与K、各盛者をくみ冠し審血戸畑擬測惣κ，
ps〈ti：鯉・fO離蛎で1：　一三狢餌舌，糎示2r」いffk　g．と畠型込髄k．e　ts

妹丸琶鋪と・釣目樹頭瑚　につ・・てAcハ硬腱臥顧hく尺周忌・
頭にようハ。4抑制考繊の鰯を図工．ユLl二示す，肝疾面争に率処置血霜，

非悪化匁．希￠歯牙しくAcAバ訊、りら匹kバ，骨髄腫では非蜘化血．靖1るのみ

ACん㊨ぐ築凶らトκ。ノ秀．RA」血増を加え’｛場合、両秩落とうEAらかな

A己4の抑副直ぜみられ仁，

　kA嬬による低盛f鯛体矧輩現象φ欝賄を図抑・訂・3クece＄G
i動炎．36　CHSCあ・κ本患蓄匁矯りみ血捌体価は4。じ琢蒋命分狡ノ3σノhノ／it・te・

で消久．lk。1方、βPアAラ昆和1牽L靖匹‡！80分彼でう27σ齢屯停歯し■いf二・

　只Aラ飾鰯噛1・・ee・後2ク‘ll・Sv’ノ始猿♪晦，！鈴疾μ㈱と、EPTA

ほど納’係露性を維篇でさrlσ・。∫くッ唱義処擢血庸と比」枝し∫く碕、閉らeに

搭仏柵体価の癒少tキ今戸’v。．t”・
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祷廠為広射焦イ鰹fそ・夢脹瓶測。儲料槻象・・ワい
て、イ去志L込縛体石鰭合1『ろようε二ri・r．一工3　G型猷伽・tC’n，己；Cp　m？ノ￠x．麦惟

工酋・5と境傳昆駄茄戻翻辛り逢い．te一　；るれA’・e・・」lt・iL，ネ処霊麟ヒaP

伽鱗堀Cハ，Cり・7L・レ“2dn・’ど助いて癬寸ロきた・

Ri‘壊性しk工多q冷手と儲合臣時、祷蜘縮合を抑判弊・ヒvN：釈
餐M痘り、剰頻を剃用こマ禰亀聯給惟工酋か藤夜索砺・と・N’・’Z・’

望ろ．今1㊧3・』れμように、G型蜂慨腫と周様、粁承洛置｛A一・・乏b之ハ血．

撫湿ハ・吻制鉢斡とta，Aイ森落姻。姻狗1フは，難楢
1・　thろ；t、雑諺土物白白性憎憎駅A」嬬柳311しPf一一．・と、ぱ．

搬脚鏑亀騨斜里工面か肋嘗塒じ乏いろことを5・す灘庭彦るら軋う。

旦
P碓・欄・f　ACAげ・‘・・A・eateOf　pmOfん・at・〆∫・瓢

Sera
A　c　A．　Dil“tiopt　ot　sera．　l　to

ノ　　　Z　　　 亨　　　（タ　　　ノ6　　3Z　　　6￠　　！＆P

‘んγり伽；c　　　仏侃ゐe復1∫e〆
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ty　一・　osle　tedaa 拓例んeated　　士　＋　＋　＋　＋　†　ヤ　＋
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17 三払シ2〆邦舞動ラ〃β∫疏㌘嬢褄上澄の雨量と

励臨郁ラ貢議kつ。z，

甘轟轟露ター⇒購会病隠

　　fttB〆滞読篠染；者tC　35水3鵜竿功將賀的〃Bs滋G？・2疫複冷血6榊〃し

HtS　ig一疋快楽訟撚〆つ・）2！5ビすz一κ雇物泌ら。φ画趣がみられ，3。

今回，　磯々’a，9芝のEn3・？on・e　，ebunn“nto一　aua2・：　k一　（E！4♪譲り〆補訂己12　e　？・’u

励で〃脚タ・flB・吻一zc鹸緬能’kし殉z・i　r白金躯聯卵・

　〔ク橡と才琢〕

　　対一豪ぱ！プB〆締庭染渚／’s一　43Jiとヲ戸β塾擾性厚憂哲勧亜z側，健字／（s4Y

の斜22槻［・5　3・加1礎び徽告豚燭卿プレーhとfthza　de
エ型歓量に色計ごθ騨7欧属飯）　E膚｛・3E〃類る∂争／ろ4，（23

絡副凝固胤z多ア・雇幣1）・晒細密ウエ！レ〆獅化しk
薇髄撫物〃～ヂつ入茜室擁τ弄’ご，2・訓ノnLrkipレ，’醗浄笈

ウプギ混じたe／多る”レtas寺今，C3ごくマ2み旗碧匙／の修κ遜辞）と

／ρ認加え，37n4　40参閉‘，；zc‘｛iZPt　thレτのづ再び．夕幻涜炉し，　F　1ア心底識’

　　　　　　　　ノ
ブヲ腕クアぞ乃母‘　＞tkmpt7　kX　a　2の確毒血を加え！3クセ如β朋

、h、‘。“vaレ’o一ρ吻ム堰磁〃ゾ奴・と粗しρ劾％・de砺〃～磨直し’比

恵にりに忘しlt。判定1那急度（0ρ）にガ≧／るの場合κ蕩性としP。

　　〔践爾コ

　　2ZL　b　A　0／｛｝一・　t夢ノ63調・雇動。・cτげな略〃3鈍z・28・、

2・s／　ヒ7sっμが弓（7とe3s魂！合’Tpaオリド伍を麟え3吾のがあノ／乙伊

e利用ほ感電η適宜し7V乱7　lk・，狩卿ラltec．　ffβS　n　E一愛麦息合勿

E塚践レノ強権鯵釈レ☆浸画伽（o‘ovee　Z・もeL6’22・■uzpeoUttをrし■ぐ

（砺・2）。症籾伝おグ5n〈lp～｛ン詐～〆83砺一’τC　9逸出践爾zば，病塵ZU　？“．

侵畑ブそ房勃偉提ご振吻newr＜CA〃2β⊃例7濁季κ茨玖舗次ぐ偽β）．

〃8∫碗原うゑ砂レとZCq閲傑7ぱ右te化ny高dbskZ己が砥値εse　9
i12…づ罫yグあっk，

膨禦と国語］

可τκ血ヂエc9測烹κta　，ご々驚倉アズト奪どヒ，・〈騨φ差と〃幽ケτ（1
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　　　　　　　　　tL）

ZLZ飯耀5　O」斬を禰し崎衛あ棚ズ騨・澗漸％徽方
侃劾’後豹譲易悸嫁・プ？りた・合励碧者駒εノハ動騨塾
〃酌一le・　・　liZ．＆tj’ilF　pt“，．　lg　3こヒ・偽μ晩解招璽擁隔酵菱

4鞭酔K働繍／寝脳汚劔勤澗灸騨隆し得δ笏と乙7翻と
秀え級告した，

〔ヌr南（〕

咳伽α一．π』凌妊・eCe・n．卿1一一辺∂ワ・376ノ／979．

⇒辻承1手㊨・　貯臓21：6引／’9・s）v．

殉・1・
Method

Goat　anti－HBsAg

1虚無犠：：嵩細論加1㎡wete「
Absorved　to　mi　croti　ter　plate’s　wel　l

vi　　10傷昌1
　　　xt　crotiter　pl　ate，　lmuron　（bynatech　Co）

　　　3邑t37。C
腱osh●d　3　ti闘職5冒1th　tri　s－HCl　buffer（0．04騰ちp軸7．4｝

c㎝t●噸nlo90・OIX二曲e碗2080d　O・004髭麗a麗3

Drled　over　silicagel，　and　stovhed　at　4eC

ぜ1鴨』・轍・剛・・漁醐閃・s・・t’一
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18　　　　　嫌気’卜生菌による補体…t’性化

　　　上ム湯3・　　　　　　東北大蓼歯夢9P附，属病院漁床検査室

　　　虻田智子，橘跳彦　　東北た送電酸苗病士魂勇町免凌孝部内

目的

　0腔内でぱ嫌気・i・生薗の　占める割’合が’大童　〈．感染症に1鶉与　1マいる場合

力俳常1ゆい6正常の鯉τ・a轄τあ・でt，ひ欧び細心呼白壁と舐
ると病原’t生を発・慰するラ替在的irk喀「a書函かラ宿圭1“ピのように肪掌7れ

マいる￠》か，その解明り一aカとユマ補体と嫌．出監生菌ヒの咳】イ系芝玄固へrt－N・肩

芽日ε菌，出芽侶ネ琴菌’抹：牽写．短4の細菌を匿いマ）薬物処理、非処理，

尭養温度南向麦41i・（・　orゐ補体ラ舌性イe能をみT，。合わせで多昆合硲夜ナの補体

成分り廟甑を姻x”た。

材料とお法

　杭血ラ青ξ　杭Cli　，　th　cls，抗凶，抗チ賦伽B（Bチ）はヘキ入卜｛裟品・

抗C3，杭C4ぱ自叡触．ウサギ抗血看を用いた。

　癒交i生菌：　菌種まマ・“わか．マいる薗はム支鼻大医挙誓F嫌気’t生菌実験施乞気、

τ分籠されtrtり，属ti’　1ナのte》1窃承附属偽院細査室の小野旧記。広扱壱

ドよt）分離さ皿b．菌を用いた。（＞AM垂流勃培地マ“係存しノ使用時自AM

7・イランτ・3ゲ。マ・錯養しr。◎

　・皇爽々の補体成分・　碇康なzタう～の々性の心密唾液芝？ova？禄釈し

⊃4。cマ“ミニコン8　15を用いマ垂勺／oo　イ喜に三麗宿しOxeh亡ertonU　多乏で・

貌降心乱）形成及．び血指補体との3ア曜吾ラ成の肩無を調べr：・

　嬬気性薗‘＝よる補体癌性化能。測定こ　．Ct・∫tr’4醜帆と∠epあそγ傾越は

培；IEE，：前向（”よリグラム湯｛生（er†）　とグラムP愈ナ生（CT一）の占める比1率bS’

麦．るため、それぞれ379cマ・一之。時向ヒ98碕向、　！る日直向とZ9時両面

養lrr　bN“．他ぱえO事由培養1た菌と生食7kT●3＠洗麿倹、吸光度蓬650

nmでα3001Uマ使用しt：。正常ヒトのプール血矯を辱量の細面考遊液

ヒ汗血（　，ECITA・存在あ，るい‘a1P有垂下に570C、60分！fンキコ．ぺ亀一

ト〔、癒。佼上ラ者の残春萄体価繊り定ほ。細菌を含鈎いコント・一ノレ

のCH5C》（D値．とloo％としマ，残存，補．体のハ9一セントマ㌦象し段。

　血ラ青り抗体イ面のifi　’）定＝　マイク1コタイター7σレートを用いマ9トイ動イヒ、血ラ肴

をO．011・7ερ7・4・CT　1787・Zイ喜希系尺し，　37eこ，2He向インキュギート7麦．

，4e‘マ…夜放置い完全凝黙示す最大希紙度り管数マ守しt2。

　』ounρt　e3　σ）；受1〕尊しこ　　曇日菌をPB3で’充分・ラ先，国号後PBSI＝｝蓼道こ、
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！1彦移z・・あフh・

　入墨葎紀1萢；靴型価’」入暁7」t彰i射る彦彰零し乙ん・　ノグが覆る1’虜重態次’

綱易の設靴御・／・　Sffi　eeの柳臼携；撫〆柄電動鞭御硬の娠
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會動斥瑠多ノ修鼻集悪形ノ沸橡方わ薄看がみラψしん・離ノ＼劾｛役！二毛〃ラ蒲摩
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4盛zい4の某があ勿。私菱’1⊃承3z・動勿芙蕨び4疹り病磨廃現κ瀞’存

秘紳め諺輌励賜奴靭・アし’・で一鞍駈纏しZ3Z
・・ろ・す落’リラ冗湧峰入獲κづ動多の獅俘配り拶アがあノ，β6雌惚飢

鮪γ幻糊塀亥ψ弥灘紳急戦の歩動機隊〆胆取・帰・‘かし
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1籾砺聯禰砺4・骸，齢9料橘越州俘捌働ひ5
離で効、動茅嫉腕’11thsの4軒の伽みし矯りM．　v多・鰍ズ
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21　匂癬におげろ表皮肉職能．錬遊、走一一i機痔の解祈

　　　　　　ラ君国医科尺導反薦斜教室　鈴木輿子，va　P八朗，看鳥掩櫓

エ．目的

　匂適し1：カンゾダ4歪と’1司（”く真菌の角ノ二軸～墨染」てよリti｝1’．じるラ濁彦．性】虞メ蒔二真

菌症である．こ勅の病変将ブい一t・L・1，麟秀様探1蘇の組織像即眈て角

ノ層千膿抱あるいしi臼釦．；司t・’の遊走かごっ・ね‘て報詩められる。

s・hhleう1）してよリ刀ンプダ’称お・昭緬体κよるalternati・・凶wa路

ろトすろ袖本の糾生化がこの角屑和鮪の発画閥与すろこヒ碑階さ枳

いるが，もうーっの非常して口回的K見ら承る及屠重落の白癬↓く：ら・げろこの

ようぼ病変形双の捲症低下κ関ヒしは検索ば竹なわ淑ていプわ㌦この下畑

の目的ti　L毛1し毛ットしく実鹸的し嶺癬唾壷さ也，種セの倹馳竹r；　、，臼

iSad～の表7麦：＿τ刃：遊走．｝1幾V序1』P月ら刀、してしよ．うし’すうものて購ある。

　閉鎖愈愈法によろ毛1レ毛．，トの白癬ほその

嫉Lρ状態によリ図1のような紅過乞示しta

然う台・…幽する。非免疫「勧物では5～7日肩に血3看

杭4本目訟現17“おろかr，角ノ琶内「の彦1して‘7免疫ヅ

・ブllン・ぐ神’体の編σ証明てt’き卿・，た．

　釦看と白癬菌蛇体ち反鳶させうと図2‘て示
’す　よ　う　に免疫．毎1看で喝ほロ月らか、に弦レ1臼血封ご遊

1［．i「法

1い・一トレ孫秘毛ット燗鎮猛封漁よ弥燃＋a2・。phノ七e5輪

回匂癬制止歯した．2》．梅の時期の鮪愛子楕乞採取し弦光杭体法

ドい1免疫ゲ・プリン〆補体の蒋在乞調べなと国崎K，森反四β加齢夜（

1m1／．・nZ）乞作製些，その白帆鯨謎睾走メ鉢生’し測齢し尺．　lr一・一．釦雪乞裸取1

，動体価乞調べろノ労，毎看と白癬菌ヒを反肉ft，その臼血・錬’遊鋭悪

しこつ・、擁検轍行馬r・．3）．T．　me・tasr・ph／te．s乞TCI99し諺養｛，

腫：乏のμ寺期の堵養炉液ヒ，菌1．本ホモ．シ“ネ’トの白：血」＊’遊走身古’｝生乞調べ丁ヒ。

4）．　虚血．球’i：旋，た♪台桑生’L有すうもの轟てつ》1て縞に，　≦；epka（iexl（i「7…ヲ，βep」A（k！X（≡r25

でめレ学過勤うび・㌧餌曲る白血球遊た因多Fつ・口検討魯鈍，ア・．

　5）．匂血・：球遊走，活’陛1す，モルモ・γト腹腔ヲ参観爽よリ得た珍該匂毎琳’ち用

い’B・ソde繭てよ帰淀した・ @　　・窪llズシ　㎎謄

皿．蘇　　　　　11！率・2。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　困置1　　　　　DAYS　AFTER　INocuLAコ10N
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　　　　　　　これ‘コ：5隔6。C，30分熱ヌ〔』多里し托＝

ものでは認めりれない・この血匹清乞飾嗣α

G－75で肺げ過すると，毎矯乞乃M・・anで．

ラ舌’匹化しr：　bの（図5）⑦それと類4以、tr（話

性・ぐ9一ンが認められ，と，く1てC7t・　eh・。鷹C

の逸くK溶干すろう勧陛成分の二三刃ぐ認めう1

去た。（図4）
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βe岬e尻6－7ケ頒ハck騨ぬ那

fi「

u、㎝

　0　　　2　3　　　　　　7　　　　　　11　　　　14

　　　ロへ　うム　アピ　ほバむ　むゴぱむ田

図5匂癬」表疋柚煉σ，chevnbtOl・濡

　　　紐時的斐彬

　　さて色轡表皮抽出液の白血球遊走蜘陛呂ま，その奏淘卸だ，組織学的な匂

　fia．　aj～’の：森皮内遊走二二とき・わめて一致〔汽勤さSk．みせ，薦庭極期の14日の

才由訟爽にきわめて徐い箔ノ｝生が見ら敢た。（図5）　このSep㎞ex（㌃75によるヲ容

thノ汐一ンでei　，7日且の弱い浩’三智持つ抽出爽にはほとんごみられ厚い

　cン七〇chrome　C　の遡〔’く　に思す　る3蜜：いう舎’陛・刀“みラ，｝・tL，　タ古’ト生・5t〈5ナtた．．ti！・タ看の　そ

　れに穎骸）奴ている．（図6＞

　　びお，匂癬御考養ラ戸爽，あろ川噸体ホ毛ソ’ネートt〈b山面出遊表．因｝

・が誕められTcが，主体は低分子のものであ，アヒ．

tU．翻ミ

　≧れ・1で真菌症にお・けろ匂血封ε遊疋因子の彦生は，（Zand　id　a　i）乞tlP　Cめノ

C。。cfd‘。ldeS　r肺’t’β3♪，　Pa　rac。。cid，。ideSレasflieh515％どレ1ずa・t　e　m　A5の

al・ter・・at；・e　pathWdソd2・イト1て起ろことが報告ミれマさた。匂離してお’いて

しllk・変：看多成lg誹卜免・疫1勤σ物’で’才むし　ろ溶笈やカ、1（遊・1そ「k，　菌イ：本Kよろこ・のふう

ナi　alτcrnative　pa＋hvaソ屯命す磁樹もがタ体でし算く，血嗜抗体擁注

もriし7　て起ろ　cla～～ical　pd～士・hwaノ　 乏イア＼・するau本の」香’t生．4t”・“主4本一であるこ

と〃・ぐ朗ちかヒなッた。柔rこ、菌lt本孜面してお・け・ろこれりの光指ρぜないことよ

り，可疹杭原が表皮内へ入り碗こで血看成分乙反応すろ購えうれκ．

この解i放出されろ菌宙来の臼」三世～：透乞乏．因子も，このチ見象に関与する可能性

が示峻｝れrく。
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22 工＆A脳症と補郷

　一と，＜に螢光舵郷該に器3、β1Ha70b，，マM，、

　　C3b工㍗しaCtし甑十〇γ　の負1…度につuて　一

噸矢塑求ぢ乙冒腹固斜　　薪苑原　功、中等・秀英、

　　　　　　　　　　　’1、出輝、フζ野丞二・

　　〈目　的〉

　工きAI屠毒…．1ま／ヲ6多8㌧年Bev6er　j5によゾ報箸ゴ畝墨筆・来、老の特徴的呑：

》墜光舵体性見、特異な臨床橡clFり他の1渥柱」余球弊凹型5リ肱ゴしした1つの

囑轟卜し乙多くの報もが1み；帆3。とくに不紳で1〈午’話外国に比レ、頻度が’

蕎く・その詳細呑帳釣が天骨ゴれZ93・裕体系の唯事て博（ン3、C5㍉

C9”Pv・　per　・Ll　lt（の協痢謙探体型ウンジウムに認め弾3のtc　．

e㏄囎。・w・　pe　ne　htp蘭3c争。4鵬脾響く・本興野醜γ一

撃ue叫ω讐の鶴が級諌てvg．め帥の祠セ繍・e艸一
ωαポ欄与す障みであ3e1H　（3（2Dhiマ嶋e3b二㎞云庶1こつ叙輸

の聯骸で灘1ε甑裁

　　〈方　…敦〉

　丁張暮野営ぢ4年9月か5ぢ5一年3月｛liiでに施行した冒￠襖にで、毎A

野州乙診断さ肝臓創であり、螢光燈俸一州ゾ雑繭体成分の検索ε

行な，た。螢％柁侮該1ま直＝接畝お5ぴ藺：毒th　E具なq・直接裁判房6r／illA

殆H，］bE・C塘・e4・C3くBehrl　rヨωeγke側臥准た“P（今週諺跡り森与

3kl巳）、βiH、書a（Ltoy　B（倉豪製），　C3b！崩（tre－M†；社駿），　C　5，　c　q

（Behrl・6　・pe・ke　it　Eis）につ獺磁ち駕した・
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23 低栄養児に慶ける補体価と

P　hytohemaggulut　in　in　skin　testについて

　　　　　　　　　和洋女子大学坂本元子

　近年，栄養と免疫あるいは感染に関する研究が，単に低栄養のみならず

過剰栄養の場合にもその抵抗性が抑制されるとして多面的にすすめられて

きている。

　免疫系のなかでも，補体成分のC3が，液性免疫と細胞性免疫の相互の

関連を直接に結びつけている役割を果していることから，補体系と細胞性

免疫系の相互の関係について，補体溶血活性とツベルクリン．反応を用いて

臨床的にAgingや肺がん患者k・よび各種感染症で検討されている。

　従来，低栄養状態におけるこれらの関係をAnimal　madelのなかで検討し

てきたが，今回ヒトを用いる機会に恵まれ，各例のfollow－up　studyによ

ってその動向を観察することができたのでその一部を報告する。

　方法

A　対象；グァテマラ人（マヤインディオと白人の混血児）年令6M～

36M，男女15名の低栄養の乳幼児（Marasmus及びEdematous　acute　m－

alnutrition）について病院入院時より，0日，7，14，21日の3週間，

栄養療法中のfollow－up　stady　t・よび同日の断面の観察を行った◎　fo11－

ow－upが完全になされたのは8例で，個別の断面の観察は45例について行

った。

　対照群には，10名の健康な乳幼児について，同年令，同種を採用した。

B
1
2
3

栄養状態の確認

体位，皮下厚を測定

臨床所見；皮膚の変化，毛髪の変化，浮腫，脱水症状，角化症など。

血液学的，生化学的検査；赤血球数，白血球数，白血球分画，ヘモグ

ロビン（Hb），ヘマトクリット（Ht），アルブミン（ALb＞総蛋白質（TJ⊃．）

C　感染症の確認

　低開発地域において低栄養状態の乳幼児を対象に補体価を測定する場合

には，Hostに感染症あるいは炎症症状の有無を確認することが重要である。

1．　Polymorphonuclear　Ieucocytes（P」M．N．：L）による02のup　takeを測定

　P，M．N．LはDextranにより血液より抽出し，95％P．M．N．：しのCell　po－

pulationを収獲し，　Qxygen　moniterで測定した。

78



2．　微生物学的所見による検査

　咽喉，血液，尿，糞を培養し，菌の有無を確認した。

D　Phytohemaggulutinin（PHA）反応

　細胞性免疫系の指標としてPHA皮膚反応を採用した。PHAは0．1μ9

／0．1　meの滅菌生理的食塩水を用い，皮下注射し，24時間後にその硬結の直

径を測定し，発赤を参考として観察した。

：E　補体溶血活性（CH50）

　補体価の測定にはmayer法による50％溶血反応を用いた。

F　栄養摂取量

　毎日の食事の摂取量は担当の医学部学生A5一よび看護婦により記録され，

中米食品成分値により蛋白質量澄よびエネルギー量を算出した。

　結果

A　G6mez　classificationによる補体価と他の指標

　栄養状態を分類する1つの方法にG6mezによる分類がある◎（｝rade　Iは

同年令の標準体重に対する10％～23．99％の体重減少，Grade皿は24％

～39．99％の体重減少，Grade皿は40％以上の減少を示す。

　CH50値は正常群，　GI，G皿は殆ど変化なく，　G皿がやや低値を示し

たが有意差は認めなかった。

　PHA皮膚反応はその直経の平均値において，また陽性の比率において

Gll，　G皿は正常群に比し有意に低下した。

　血液性状ではG皿，G皿のA：Lb，　Hbが有意に低下しているが，　G皿とG

皿の間には変化は認められなかった。これはG皿，G皿の殆どの例が，

marasmusで，慢性の低栄養状態を維持していることによると考えられる。

B　PHA皮膚反応別にみた補体価と他の指標

　栄養状態の分類による各指標の変化のうち，PHA反応が有意に変化し

たことから，皮膚反応別に各指標を比較した。

　補体価はいつれの群でも変化は認められないが，T．P．，　A：Lb，　Hb，　Htは陰性

時に有意に低下するが，PHAが陽転し，その反応が増強されるに伴ない

それらの値が高くなっている。なかでもT．P．はその回復が最も早く，Hb，

Ht，　A：Lb，は陽転化後も有意に低い値を示した。栄養状態の確認には，体位，
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体格による分類よりも，PHA．皮膚反応がより強く影響を与えることが考

えられる。

C　感染症の確認

　微生物学的所見にもとつく菌の有無に拘らず，補体価に有意の変化は認

められなかった。Klebsiella，　Proteus，　Psudomonea（尿）Shigella”B2”（糞）

などは補体価にやや高い値を示したが，同種の菌でも高値を示すものもあ

り，：E．coli，　S　almone　11a　C2などは低値を示した。

　感染菌を有しながら補体価への影響がないことについては，1）　この補

体価が感染後のComplement　responseを過ぎた時期に測定された例が多い

こと，2）　一般にgram－negative菌は補体価には影響を・与え：ないこと，3）

　局所の感染は腎や膀胱に炎症を伴わない限り，補体価への影響はないこ

と，などが推測される。

　P．M．N．：しの02　up　takeに表われた感染菌の中でも，補体価と特に関連を

有するものは認めなかった。

D　Edematous　acute　malnutriton及びmarasmusのfollow－up観察

　Ed　ematous　acute　malnutritionの場合，　蛋白質欠乏症の特徴が顕著で，

T．P。，A：Lb，が初期には有意に低く，後半に回復した。　PHA反応は初期に

は3例中1例の陽性で反応も小さいが，後半以降急速に陽転，反応の増強

が見られた。一方，CH50は0日ではやや高い傾向を示し，回復にともない

正常範囲中で低下してteり，期間中常時正常値を示した。

　marasmusの場合は慢性症状ですべての血液性状，生化学的所見も安定し

て顕著な変化は認められない。しかし，P．M．N．しによる02　up　takeは回復

とともに高くなり，PHA反応の直径も増強された。　CH50は期間中変化

は認められなかった。

E補体価とPHA反応の相互関係

　重篤な低栄養の初期にはPHA反応は殆どの例が陰性を示したが，補体

価は正常範囲にあった。栄養状態の回復にともないPHA反応は陽転し，

その抵抗性にも増強される傾向がみられた。

　まず低栄養の初期にまつ補体が調整され，さらに細胞性免疫が増強され

ていく過程が，低栄養から回復期にいたる補体の動きであり，細胞性免疫

が消失している場合も補体が維持されていることが観察された。この現象

は従来animal　made1での結果を実証するものであった。
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24 　弊路膿抱話し補体

東卓獅立人久静病配皮膚斜
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の言論られr〈．こ俺鮪病難度ヒ対比しr：ヒzろsづ雛里ワ蜘エ

z7，暢感応1丁463ま2・9，潜心17432エ2ユ。治癒LZ・．晒局所炎

症撤．が凝し吻1き1誘く庵症停h緒正常殊左ついTc・

c撫潔鍛磁蹴し讐勲爵島滋撫脇脇
ばろつきが荊依が備蓄瀕～舗俘直言～酪齢ヒb郁野物商価
を煮、し1ヒ。踊1にC5，　c7‘7上昇bl；’5フきも人きか・T：，一ラ軽症重Z・

惇．Cll，C4，Cヲlr　C・しろで・仏，〈．2垂」＜C5r，こ9ロ虚ししろi葛価と

示しr：が・げれ禰養差17r」か，　Tz．
　（ii）　　　∫蔓L病〉継しヒネ苧it4itthの　関イ舞こ　：　ヌト・症ゼ；r血温．　増｝　・芝ヒ　く　りカ、メし，一で「小婁1’｝生＝炎症

山脈であbr・　ab．伺働勧1にっ・・（，即輪夏の喪鮫その際の血翁

勲識語樋讃仏比此較補しr〈．その鮨果破；碗勲1二
一・

@tw　v・　CH　S’Pの他・C’il・　・C4敵前tiEiJii！k・E＞　D　・　，　C3　P／e，　Cヲ・es・忌

物喉鹸励揃・塙ぐ軽厨1二σ蹄《唯つい瓦しP・し一卸
のtr1　z・　ii　c　5，c？が砺高偽くヒどi5刎いろAr：．②ごく櫛F昌7皮

病噌甦脅℃Hζo乏巳7じあ．各両分の低下をみrヒボ．それらπその俊さらK皮

疹の増勲み脈・θ蘇醗粥遡～も・購の撮ヒCl争，　c　4riど荊

伝話を口じめ他の応分幽玄コ吻られtrN．

㈹出題軽重と補語説話局苅病愛斜面1品分し得酵物例‘ミ
っ・、波続ちイ，也脈齢し‘7Ct＄￥lzh・1↑ろ成分値好評値と比

幽しr：　tzろ．　c日餌直1畷離がろ画譜塀レ劃｝瞳症動痛
値を、乙4値π申」等，重症型ヒb島値を、c3値口：：重：…症型の、みわづPへm高

慨示し瓦しかしこ知磁油点だ1広昇レ．c3PAIcヲ’沖薯
症型、φ、ら上昇がみられ丁く．

　」の様k乎均虚心み4と後期成ノ今〃）うろ脅，〈C5●が、喫いさC3PA，cg

耽が鰭爾搬坪7了し縞優閉し．難動く到初双ほぼ鍼
・分の」二昇rrみられ斥。

（iV）晶系ヒ他の藩論の｝厳；鮪レ！N”ルの補鮪を他の心々の比

熱瓶擁げあ’一A”titrypgin　，　61；II52｝ir白・雛触脚プワン’igSLO

　　　　　　　　　　　　　　　　82



ぐ只P澄鰍搬編踏伽轍州民胤翫し衣rその蘇
CH　S’V　lT特K白飼徽ψ・ト孜数の斐鰍嬬1しT：．襯齢とそれらと

嫌，〆kヒ3ろ・C’e・C4，C初ど1く倉4三二られず・C夕・C9’

偽くの憎し敷もよく心配漏

　　　芳察

。濃紺四磐盆鱒崩島塩鱒貧漏魏1ご眉雪鵠辞z．．

1く報．科しζさR・

5藤卸1マ拙論薇劾。c・ecsを断ずろ穐吻く・血痴ぺ’レ
の涌繭が直ろ1く口触垂痢夏のみ畑来し媛勧力噸か1’：tyeずしわ明ら

かZ・・17・fJい．しかし私知吻く磁房捌から・局訪厳と・鋪レ．A”）レの

襯慨比劃し磯累か晒焔ピ左窃鋤傾（qtし～臥丘覇ネ繍観
齢働・晒下戸協駈反映しevゐ反応誘乃れ・又そのパターンt7
A比・γ乳珈ep蜘ユy珈・力適い様認われうが・α久95ic農IP久池k剛ζ

よう勧妬透定し得r」カ’・存，

　　　　1ヒめ
　u、本症皮層局袴病巣L二口。4，　c3ηビ補鋒等分粥険訟5れ斥・

　②　：本症の馬蝉伽皮ドロ3隻力rJノ補峰抑制作弔があろ・

c3）π鱒鹸庸簸駕羅臣ll晶ち難し蝉’c3’es’

1轍騨臨壬∵llll考7
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25　k・薪愚老tC　h・，tる杭角ノs　rnd，本しミついて

　　　　　　　　浜松丞科大学彦膚科叡室 田よL八朗，i老月啓氏

工．目的

　乾癬ほ全場に生ずる民国も伴う紅挺一局醜臨床的特徴，ヒ史，組織彦的に

t：r表皮．の増歩直と角るじ不全・ηこらがし《：表K内ガ、ら角ノ琶κ句う匂皿ヨ求’の臨走．t．呈

’すろ慢二柱tx，k・であろ．この躍漁蒔匹く・1ま一日艮的な角一千艦，i彪の・骸疹ぐセ言忍めう

昇る。

　これまで表皮細肥の県常増殖．乙日うth　o・うのみ把えら取てき尺バ．この

異常増殖の引き全と1ては臼釦嫁’のiiE2i走一が閣係、ていろ可能・陛㌍光えちれ

ろ。　さう‘てづ烏事二部角・奮しくしr‡　psori」itiく1eukotactieチac：tro・P　と，　ii　it‘ゴれるま隻》・臼

血蘇遊走母性乞もつ物贋バ証明され，神林由来のa・aph71at・・ih（C5a，　C　5d）．

の蒋在・が3爵められていろ。

　’う∫，角ノ層tl本来免疫内臓ネ見の9ト1てあbkめ、どの人．間κレ抗対馬杭体

力・“s証明でミ1るヵ・へ　Be，u、七hekらは乾癬の痛斐審D3角層にこの杭4本の沈弟！。言洛め

、之れP・’補体．乞う古牲化して，崎肩のi病麦も養起する可能性芝示》菱している

・網頭層斜体t1［，ビの人間曲右畷できるヒ芝れていろ帆乾癬編での

抗体極はどうびのη、、とくに綿棒緊々卜’群杭角層杭体．の抗体口：どうカ、Kつい

て調べ塾ろのかく本研！免の冒的・である。

エ．ラ「激

　乾癬畜％11　Ya，杷朝劇症柱．皮層孫盛t有する愚％ケ妬，およびr“’　L：bそ

のよう厚難解乞埼純ない∋のケ知ドついて正常皮．膚の凍締切片し作製，し，

蛍光抗体間母法乞施行（投．Pt．e‘丁分界後24蒔間以内1て，　C訂，曜含有PSS

で稀釈し，杭委し反応させrcあヒ，　F工TC榑識’1抗しトig　q，巧図，巧A，こう

の斜杭血匹靖と反一隅ilさ。，才馬体価沌，ラ則定A粒。

　　　　　　　　　　　　　　　　80

コ［．三吉果

　聯e・55年6日20財でしく行

な，rて2伍二野けろ倹査結果

む図‘て示す・巧A，乃図の抗

角層抗体ほ強柱！ビあ・たVS’、

臼分自身・7フ角ノ琶レて：柔す・すろ工i多6r

抗角ノ曹杭ん；執才1ろ箔ブ陽’｝生マ耀あ
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乾癖　　杷の辮椥塘疾も　対解1



ものが2知ずつ認めちれrくが，封鴎じの差h1明肋・でほ写い．

　　1方，（：ろ結令性杭体の杭体価はエ2（学杭乃本栖｝リ高く，全例でth　・1であ・

r・・〈n・v・繍鯖で伽ずkb2・窄樋似μあり・ヤ鰯照悩
し高い噸伺刀ぐ叡めうれ尺。

rv、考察

　　坑角ノ肩杭体・，しくに補4本結Ao　・ト生抗4本し1，車乞薪i病r変の特肩の変4しの％1，しし《

関与1ているこヒがミれきで示峻一されて口るが’，わア＝1斥うのこの1師究紡

果かウは，乾癬の爵％K封熊♪りやマ高い抗4本価が謡めちれkのみてある

。現在のしころ，は，きワと抗体価の算昇・ヵN“，素ド愛の発ト霧LK縮びついてい

るヒいうことも云いうろ啄どの縮果で惇ぼく一む、ろ局所の表来の状態の

要因などの泉す殺屠伸権視できな・・病妨れる・劔嫉例tzes，や1倹
‘き寸し■：レレき1（し、。

▽、計器

1）　Tagami　H，　Ofuj　i　S：　Characterization　of　a　leukotactic　faetor　derived　from

psoriatic　scale．　Br　J　Dermatol　97：509－518，1977．

2）　Beutner　EH，　Jablonska　S，　Darzabek－Chorzelska　M　et　al：　Studies　tn　immunoderma－

tology．　V工．　IF　studies◎f　autoantibodies　to　the　stratum　co：rneum　and　in　vivo

fixed工gG　in　stratum　corneum　of　psoriatic　scales．　Int　Arch　AIlergy　appl工㎜uno1

48：301－323，1975．
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26　　SL　一b＆び麟にあσるORP　9補体《’動飴

昭和1（喜ip　一一内枠

鋸借司，申鵡髭葬（あ囎痂幌

免覆三一）ノ勅船津多

　（日的）教材，まヤ1』早筆ろ揮う）示ジう猷1く燐し・マSL7f‘くコろげる補体

勲循Kつ・1マ妬零しτ（。8し2　？・はそ〃～一体ハtiuttVAtt伽1♪稔ん曾ガ

　　　　　　　　　　　㈱幽，勧・トE，譲横綱か漸・・辮1編霧磐諜
　　　　　　　　　　えられを（。SL2‘（あ‘アるβae髪励1）　．その乎均．

植‘嫡一興函循る叩上不JAバろ・ソキ窮蜘く、％動態論・・U6
てすみものが約駈％で搾り、熊％勧期τも・約20輪Klζてガ昆られる乞いわ

。てプよ・わち箒袴遡顧司‘（‘よづさ下rずるもOhtレ葱之あれマいみが、値秀解禁n

々）噺しfく吃ぎに’よi：博するLe＆‘影ざれZいる。・奪すうに、　B　1よ，kS’LZ’くお・、

竃鯉爆雷錨1惣くより解すらイα四四μ四日

　βト飲如よ4α雄・faec　P磁抗の一つ？・あみeRP　t釦指補体双かA励

雨空ぶμβびRA亀秀にっ・，鴛嚴液討そ談Aπ。

　（尉象並びK方孤）ハR私訪断塾牢空耳〔ノ焼刃圧・LO　iPi160一体艮ぴ2

A3例・し0旋体堂封象2し丘。贈爵：補体搬分1ミびし02Pの馬匹1くぼ＿80“乙1く）／？

思郷罐者麟姻畝，磁‘く’よdetr〃幽か（H／1ha，oL）

愚迷蜘ぞ脇6避難じ隊1ξ1嘉御璽！露聯忽、

Qε⑦循（Ho4威今し）・4i　il）い、こぬをしoo・／。9レで算史レr〈。

　（飾卑）．9LZβ、ぴ翅予選向硝で1よt，ELP　2：補体あ物関！よ診’㌔（～ns　to’

っ寸そ。　6RPa卑切値ぴ｛Z，　A：4．63±3．b8（伽蜘、8kE：2．98士2、ワζ

⑳％ので昆Aが，9L　2ようあ値マ’あ，T〈。禰寄贈分雨空庭訂するヒ乙1エ／yA

空稼いマ2Aあ，9レ2τ／ざ値であ／．04、　a’∫は蓄明灯髪2矛レイ≧

。（04ぼ，S’L2，7i？．9工40、イ％ノRAl　l4し、4圭4i，9％，　Ol∫／よ

．9L，彦1しし．しt22ユ弟，　R月：i全し2・土24へち・／・）、∫乙彦1二ゐ‘TIP〃

RP　2；補体へ鶴：瞬的養勧を身るt．‘・RP’阪綻落秀？’1よじ4．、し3、　B’よ

微禰徽・痴）し，麟掴紬こA6ハ価動畑野欧（園1）．
ご・RP’陽梶縮？・1ま04，乙3adi4動1よ掴図すみガ、βりよ舶園・芭ブ、編

探勲釦よご牛，e3乞のノヌ箆〆物関吃柔し’久qの2）。ン契にRハにあ，ナゐ



繍棒毫。・R　Pαr髪二三逡るk乙1金，c・｛疋，04・乙3，β、乙3わ功沼A髪恥に

，よ象歩ひ旧劇亀詔あf（ガ、OR　Pら紘三関1浜祐《L』記あ。＞）　al～アよ・わ’っ？（・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈

図31
　（煮棄並びに島論）％動挫《顯？’！よd．R　Pの‘陽性叛度ず画く、慰墾覧

1率，h球い％動梶，s，L2？・かじイ～P褐性室’よ4・／・2’あるを燃揚5小z＼、る。

教そ杁症刎マ・もSL2　a名動乱ま03，04薯の漁捧双，分い聯関が南く

　．これら久禰体武分oaPa閥i（ぱ網曳を認ろ｛毎・㌦従りZぶ乙石あ病固

セC．RP調‘〈‘副綱並塩祝’恥儲雛捌節る・し焼・な髄
C・R？‘〈睨ε一難既鯛あ晒轟戚翻1〈回す獅納）・

ノ《か幽ee・・pZe・t島君んろ一・τある・s）L　Eを蕗拡させみ可征乾も誰測さわ

一卿⑦囑槻建梱｛白白レ、勲高高1蘇く並励SLe
α％覆1（哨塾三三露あ多1～ゐ。RA？・三三中K．lti＞，・，・h・ct／la2／c－pmpk・L　n為庇が誰

端され？・・るが、三体“動熊‘よぶム石ttよ￡〈回りノじpmte7・L・dMhpauレG：摘

双すみ荻像岐｛〆就修が暖る穴あ？＾｛タうろ　セ蒙りざ拠π．

‘　M・七hy・p「edi芒些」＝コ5。㎎Cy。、．ph．。p圃d。

　　　　　　　　　　　　　　　］？rednisolene

　　　　　　　　　　　　　60mg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　50mg　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　40m
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27 「ヒト下手に遁げる補づ奉・のi衆1勧」

。鈴画一ぜ．僻垂穂題画青『須畠敏美紫吉賀道が来

　（崇；都寺床下，補回，縣卸立夫久保病院）

従来，taeS‘〈f9してに．坑体価の変9b・t：つtlての検索良く行f∫われて

きK帆補体面ρ・物石概‘縮どな？Kて・煮∫“。轍・葡毒に徹しr・

意着の血ラ豊中‘くC「Rl）os“　st　deし．カ、つ加鎌：に41F　7てi減・レする＝とをすご民

孝笈宅しfく。このCR’P’tx　ll症rτL“乗且織変：γ生の際｛く出環す：る急・r生期蛋白の一

纏で’あり．輔f不・zrk’分・のう5特‘く（：3やC5も同じ範e壽‘く入ると7れ，て・，る

．従。て梅蓼κ診ても罹羅瞬や1・療時の巡回忽靖中磁i体成分の含量には

⊂RPと同様の変化ρ囎待蘇る。海上騨の加燕く伴αう官物。3・

c4・含量の経瞬的変動につ“z検討冒白癬Rのご報告する・

　（材料と方法）

　臨斥的．あるい‘佃盾学的1く梅毒ゆ参断」　ecで礎着〃・5s加痘嫉に経

醐1碕罪しrく．得棟τ：血宿中の。3，c4含量毛つ㍑鮫拡侮去によ

って須il舜とす｛う　ヒ，盛時5く．TPHAラ去，がラス広友多去hIがτアエAヲ去にまって　・

無体価の変重梶追跡しr。（捻老血1看1‡．都立天久保病院皮虚無よリ使与

をe，乞けにものこある．）

　（結果ちキび汚察）

　①．カロ痢麦の再建価の変：重0

　アセチ1しスヒ。ラマイシン．あうtl亀可’ぐイシリン殺与t受‘Tk懸着血ラ青中

のrnias価の変動乙追跡しrN。　M‘i．前1可報告した丸く．T？エNX．あ‡

びプラス舐宏1く‡る1市島価1Ti看明なイ垂下を示し亡かr，「「「PHA法でぽ、5台

ど凶症例に於・て，かr」り轟期間にわにつZ．その低下毒言忍めること〃て謡か

フ忙ゼ

　②、血中C3，k‡びC4・含量の変勤

　庸毒愚看16例（顕症初期例4例，聯月例8例，角感恩例2例，病期不

祥例ユ例）‘くつ“z，血中の。3，c4含量の変勤‘：つ”て追跡しrc。ヒ

ト海毒の場合に‘‡．対麗乞も言うバず懲渠前のM5fi　S入註する＝とが不可

能脈めん．感華痢腰1砺けろttXt　sl非常に困難rs・；とで’ある・しO・しrs

〃v’　li7、c3．　c4量とも低・、町営人と比較しf＝場合‘・広明らD・　rsAE・差

し　tS’言、，難いバし、高・・値を示す傾向鯉観察芝れf＝。加え，て，砦着f四ラ青中の

C3量tt．加療にエっz短刀間t’7“ケし、その復‘‡正鴬域藍て何ヵ、，て・ゆ

るやρ、r．増卯して口くLslう魂象も齪めらノしK。ev　5．」二述しrc　16例に
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つt｝ての検討締果も‡．C3h‡びC4・・ともに加痘後の低下が認め5Ut　rも

のが7例，c3の低下藍‡詔められf・帆ご千の変動切諦・・締の3側．

C3．C4・と七に変勤ヵ確悉めらltt　rt　o・っtもの2例，C40P　一．ヒ昇傾伺乙

示しr・もの2例，c3ρ・・増加し．c4　・tiM・h　S禾しt：6の1側，れて。

3例上昇研観寮隷fこもd）　DX・　Mgll乙鴨あ・k・この様氏加隷後t・・e　3　・・．

低下寸う須象8‡．166giJ中10例にb9び、　i主目すぺ3こしごしあろうと薦

之ろれでく。更1〈．この低下現象は、主としてエsM撒体乙検出すうTP工A

瓶や．グラス板法に‡ろ抗体価の著明rよ城少と、期芝一にしてuちことか

り、　Vn　inCCイ￥rsう丁Pの死菰し大孝な関蓮性硝するものと推匙Utた。

　ヒこうで．こ3と1司様に急’rs期蛋白の一種ごあるCRPゆ・N“．　T’P孫梨蒔

に脅者血清中‘〈生ずることバ報告‡れてるリ、我？も、奉i「kの細菌曽会1総・

会席七ご＼CRPバ晶晶と芙・・上昇し、しV・も、加減二おZ次第に誠・レ

してく：5二乞2報害しr：。ま「三．血中CRP量の城山惇・加ヲ湊によ・る才た体f西

、　A、C　tpエA価の二二』類似し斥動伺乙示すごしS明うb・にし，CR・’P

の二項バ・菌二二薪5の畏症に由来すうものこあうと茜乞らme　5ことから．

TPエA該の二丁劾果二足法乞しての肩MYS　2裏っ“tt　5一つ・柳証鴎る

であううと報吉し†＜・この。’RPl二つt）ては・class；cal　path　wa＞’で補

体＄秀惟化すう二とが知らのIZあり．故1：、血中のCRP量の二二と．C3

hSびC4含量の変勤との周・・tl　．4回り∂・の飼連三州存在すう二とバ示峻

ξれfく。そ＝で覧．：れらの屈th　“1生乙」険言tしr二』ごう、　CR？iヒ』C4量』，

の1罰倒錺下関rTt‡認め励t億“ON“・C3量との間にt・S明5かrs相関性が認

められ仁（rso．85）。1梅i二季き榮iき着血i清中の，加燕にイ羊解うC31，C4・

量の城ケcT．　c　lass；ca　（pathwaソz’の補伽纐慮噺うとmら

れろrcめ．Jarigh－hゼ1ixheitmer　反充との二連1生乙1者示すうものとも」了

えられう。
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表1．褥の病鰍禰の麹
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28 嚢底艶美にお‘↑る補体“動匙

下煮2栄喜学一内料

駕啓司，申鵡亀手（南脅病後

免褻劉ピ），彩離ろ

　（目凶）喫撮翻胸1ぐ灯すう霰尺納詣生偏ぎょ鮫橘？・あ・る免疲噛槻をいう

薇飾師殖雁趣び編細鰯実感く藤岡劾冷寒磁㈱る庶
｝剰、・ら承マざf（。すナよわち．りンパ掠が宿主，〈2り？非自2一叱認鍬し焦望

耗彩殖．片又は激細浸zあ認叡乞奪回を4テろ能力9有す嗜えらA2いみ．糎

霧亀痩に才blTkこれらあ顔夙マハ研溌n芳しい進最ぼ細丹Z澹免姦瓦た1〈奮

颪屯竃くこZ飛球1），宿主夜1ヒに加撃る旋性免疫爾漁り裂藪癒する巡回ら

プこ、τ〈。進耳桐、本絵多殖片矩艶飢ズ腫掲繍之あ蕨壊1〈一定が倹内外，款ず

こセガ冶ワられZき仁、

槻価紘ビ確伽1殊罐麟望糀無色照るこ短杣叔・の
濃鶴総論轡る1鷺繰轟響難ゑ溝1）滋編窮

裕本6面K斐勧のあるこセガ蜘あ小、ま劣療癌兎者マ㍗よκ繍体幼雍毫噛する

〉ヒボ簗10ら」へ2h）　t？、そ。、凍因Kつ・1でta？？Z　ne“r＄？れていろ。（灘らによ

るセ灌嘉細布ボアリ；就捧τ慮イ￥54～ても罐霧の《衰’よ亀行ずるガ、こしt’t’（

2iし毛博識誘射τ擁通風捜分六籍痴1鯖が細ら隷。
1総べ2よ1廠鶏‘て餌娩療噛無事飾潔癖一轍しτ（in

ラ看瀦・魏即言冠するこ9’よ有盛事τあみを簸た。

　βト1興如よ論調臆断よ’1ラレとすろ逸盆崎的1て耀直し寒駅P砿発r殆Kつs｛

マ丘e循補体、eRP，CEA客パ動盛を導電レ穴のτ漁窃τる。

　（ac雪遊びに／h　ra）臨鯨ぞを並が1く手玉‘てよう診断しrく師激曲者ワ例‘Z

つ碇配れπ．創‘（鍬，P、S　Kを殺恥で気球を例2へ10ケ月a
l鴛赴で3乙えしこ為り、肉ユ例は筋葉翻季術4行，衣。鰹蒔幻K謙坂し久

舖し2。．Ol（繍編し禰ろ紘飢eCP，醐徽・勧た．勧
彪方ラ氏‘」、諮膝あく分尽び。．RP‘よしし鋤くに漁（菰により、乙2A　lx

s一砿輸焦劉窪∫て‘お耽ご．1多，c～s、　e・4、　c；．　es　，icg，

贈撫纏霧翫曾灘日謙輪終馳
t。。粧し薄寒し汽。



　（雛）痴敷乏者向循緬楼癒よ欄i5伽・1τパろツキが人郭・・ろ雍刎

　　　　　　　　　　．、薬麹初燧司1く為いて　α争，Cls，04，（ン3，　c・k、での観碕的髪動も激し（

師R，P，じ3bエμ肋蘇轟’）湘嬢編る拭秣勉し繍
【く儲嘱図成しくなる嶋‘てワ卿鋼？・0礼P瀬関誘｝殉吻

　っ牧、9ct直論・N禰捧欲分値1よ悠丁するもα、〕〔霧可る毛訊ガありバうッ

・短撮しい．じ2P画くひ抽・J’？“樋廓勲細偽“．こ疎’よ鰯双：

分験掬閥を熱泌斌ガ，7〈。06月tS　9刎申3桝楊梶・～：L6列1よ趣く艇震a

碍唇娠顯％韓齢？一あf〈．じ診創銑禰賦磁℃糀onp
ヒは粕関空諮あゲ、又。齢錫修βが隆軽爵者闇ゆ酬都磁もパにそA素勧

iて髪喫13認払られナよ眉・，在。

　（老棄並が1（島論）以工n島深よ1）飾燕暑秀？’・lll・．將に発病騙卵τ1湊

麟騰鍛鍵藩講購器嫉讐1慧撫

爾が紛に獅しz・・？も鰯酵がい鵜になるもひ雛側翫ゐ・

濃灘詮論点鱒編奮㍗臨急隻認霧簸翻艦

いこヒよ朕鉛分は駕禦《倉嚇Kより工差するもPt嘱乞られるガ・榊

が蝕彫泌ρ螺吻n伽t畝伽翻渦すみ松困睡する嫉えら躯で
い6）tよ／・こasに／twma．f）・tinuata　2しで職籔鏑録ぬrox　2

擁画する。
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29 〔1糖尿7k　tJ補体〕

芹が設立・医謝（汐葬ノ内料　　　田」二広樹；村よ正毛・彩訟美知

ぢい1凛ト正　ヨ馳孝ノ　初田簾一　払対直孝　吸田港弘　彦i・1放；一

：煉ラェイ壱教　竹’事ζ「周平　近藤元ヨ台

　〔目的〕痛才活劇着において、血指禰体価の剰足i；li　ft釆P・らな之d《．商

値鳴する）と〆一蜘二知励吹・N　e・tS・’・aiteM韻・e　pa伽ウの鼻輪

示ずハCHSo　の竣訂1♂塚才智τい熔、・。！今回叙q13勾配例1㍉ら・・マ・血．ラ青

右体極（CH　S－o）、輔k本成分の蛋白量↑♂らびに、4CH初速劃評し、補体th

fU・mら濡尿病の病態脳病訂しt”。

　（sM’S〈　L方宏コ京琵府・立．医耕犬啓茅一肉耕擁血忌井衆漉L院中の糖尿病惑

ta　／70，ie　t＝っ・・徽当振肺・輔イ本・la55副pat胴吻祓1定I」・縮

4￥約痢舳歯鏡淵ぽ喝eトラ却旗・捧補体alセe・hati・ve
pa伽酬嗣・従・｝・非感作ウサギ袖球（Rd・E）の疹血によう方菰で行t・・

面体成分1ニク・・て・」s一元免疫7Att多去岬・・て・c」2・c4’c3・c　s，

cg、C5a‘亡；va亡or（〈3！り．（：：1；nh；ら；亡。ト（CrIノ〉月）の・多蛋白越度と

測遍しヒ。

〔成綬」濡尿病儲取・おいて一）血．孝禰体価」3鯉工臨CH57Pヒ健常

ESCKe　33、3エ3．6　C　H陰帳比べて，kicaε2した姻ユ）。　a）ACH．s一〃・エ．

！3，クエ2．6と健沸威！くの！〃，ヲ土∠4と比べ茅明燧よ昇と示し1と（図2，λ

3）縮鰍分壕鯨度i」　一C与・23・2エμ・7％健常薦くノ・／・4丈1〃・S％）

（図3）。C43ムケ止e・i》〃’｝／dZ（2ム8エ7：5’〃％4）（図4）・C38タタ±／S・タ・mf／bce

（72、ワ1土　タ、e鰻多硬）　（図．ま）・C5．　ノ36，S工33，2L％（’o！、2　二t⊇8、」6％、♪‘・座ir　6’）、

Cタ　ISク、　ot63，0％（9タ・タt2S，　0％）ぐ図ク♪・　C3’42∠7芝ムOMS〃d？

（！ま，ユゴ：2、5噸〃乏）（図e．λCユエMイ42・8・まノゐ2溜W協（」戯3ま4・ノ解”り

（図9）ヒ全て上昇1む認あた。

4）倉4e　7Eの面v・ら挨討左加之るτ二あに、以「FAごとく擁尿「菊兎着9，分類し

仏まず幣薄物柔薮麻蛋叙∂の群と、〃，／e／ne以稲幽群・．　Zg／ue

以上のωにD，kし仁。孫篠臼の群争I」，39，1±23　cH．s一〃・α垣群わ♂、

4〃，o±S，　e　cHSp．　の群　a／，　P　t　2，0ご〃」Lo．ご図／o）と曙障屠n程度によ

・戻ど工狛鮪と示し†・民肩意諺1撫め・8ウ・。た．血翻跨娚鍍・i
且白山テfl’見1＝よる∫oett　a！分L類に従い分類し」配しt二。擁ノ素r病・「圭変イヒ・z認あ
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イδ：、、〃群で，」：、　38・、ヲ土8L　o　‘〃Jl「〃．　工の君羊～ご2、／ユ：ク4　C〃Jl「〃．　ユ1＝th群

3ヌ6工70こ〃よO、皿“群．4／一士ム3‘〃Jh〃ぐ図〃）・と血二障宅th濯i

度でσ特F彦15潔助rS”・ワr＝、次に擁尿病aコ＞Fロー，レ我態2．　H』ん　と

tg　tw　tして分類し、多群乞化較しr＝．　H』AI　8，S％以働群でσ37麺

，・、ユC貼0．8．S％以上の群で133ヌ4：t　9，SCH・SD（図ノ2♪とコ♪Pb

一い饒・・Sh差1δ特1・寵珊ゲ・鋲，賜1・血蠣考ヒ得点性がラ主
目ユれている1－1DL－Chと補体4画1よヒ回した＝e　HDし一ch　gS〃Pttee　ユメ下二a

桝に》・・てtJ・3？，9±・S，2（θよ0・4SPt7／ue以よe一丁…JSU，St　9・クごHto

ヒi海董」彰忍めtJ：1ッ・ητ二。（図ノ2）

　（汚蒙τ劫乙ぐド耗論コ従来b・ら擁丞・菊患膚にβいで．」b痔浦イ本働3高但

乞呈するヒ、・tiっti・1，’ ﾄ・1る．．2らtr血ヲ青：Z甫体イ働めみで・㌔F’〈、ノ｝回倹討左．ヵ”：之・

曲面4本成分蛋白戯にE・，て高49E呈しk・ま副悦腋仁3》e　PCtthwcy

n山鳥と反破儲るしいりhれていろウサギ．血血戎砺心血．冶雀（AcHSre）う芳

心†S」・）eV　k，t一い㍉擁尿病感着のth荊訂体価並びに一雨sl；‘Ek），分蚕臼濃度の上

昇ゲい”・　r’る織汚・1：差ゲぐ壱40N．蝶妹あ冶ヒころである．そρ解H4m為r

の一つのアプローチとして、緒承獅状膳と心々の面P・ら兼訂ε加Z、・r、　h

、マであb．温感勧倉血忌の有無」》トロール…良匠乏らにゆし－ch

ドクzt’殺1心しヒ〆．、、ず淑も有奮n差ε認めf♂びっr＝。3rこの高補体価

4状態帆生体特に纏訴病も者i・お。ブる易感染性E彦　2　T；　＄合に・そみと
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30　　　　　　インターノ多リン・勿補外犀タゐ多彩留

　　　　　　　　　　　　　　一、国書）諺へ、拶繊蝦約、彰，tl　ft　21，馬肉締直孝，㌔9　yタ繍、・2》庫

孝一，痴拶彰参、停舟周乎、物1隊一、逃藤充診（fi卿　Pt　￠　6St］〈：多第

1》9科ク卸》鯉メ⑳（切《夢撒ゼ塊雨承整♪

レ轡ぐ4汐ヲ・Vン‘／θ砂ノ・しス暗黙イのヂ、親
彩多のメ多潔μ・有塑どで渉鰯雰級老Dタζ’　　　　　　　　　　　　　　　　　　　！翅琳碑へ嫡郷獅ノ
／2（　f〈乞・へ・一九／翔乃撫泌〃伽湾渉輌齢・4／v77－iE・，’，し

の獅銅物％勘、癬働伽κ細隙Mク〉ε泌．畑瀬n無

毒壌講習，嬬誓饗舞籏驚罐ジ為1設彦罪

／ん夢〃施吻解’1蜘べ／しめ鋤　鰯べ2：ど’〃・；a／PaD7
タ多wfva解困π操セフ汐のと声あノR？a治声bラがnSt　8　A　re！戸

戸貸舟レ、連呼汐μ・耀イ神瑳妙ク亥動参斌寒寒n・

レ対多目声夙くネ舜府母后斜猟．多μ2・　P名　v距．為ポの〆潮汐タ臥しz’

　　　　　　　　　　　　　　〆，謬！索メ多8済ノび下家〕糸1んノ〃クガ尾多擁2to　，C差　Z■メ1（癌κη彰多

鐸～蜜蝋4：多κノ　eトや＼2坤／Fθ’∠／ノジ5／b　￥．91a／w6，多il，rkチぐ望／我7κ

ε拶卿葛2｝・　n・下痢虎多3Sa・b蓄atil／F・ノva　1｛・5i　a／No　opWWiチ

￠グニぴφ，そかを〃・疎タサ拶ラびπみヂ形6，！冗・Z4’42卿κあグ多

雪舞轡論調取調篇彰ち禦蓼る㌘議諺乳
，Y嚇のタ武辮ちメニr2クn。

㌧鷺濾娠二舞獄霧難甥穿辱轟轟須娠諺影
．そ〃・6’n〈彦re　il’　　　　　　　　　杉6・〃こ・Z4’〃h和π函グ2宮遷勿の須砂を鯛べm
。望《あ宛妬μン20〆5〃th表勤’げ～＄n≠5二尊以丁〃瞬嚇δ家塑42　・し

でグゲ．1勿ヂ’め助っn、ne72．溜ノF　87ヲ単S1　ath＃rz　jF　2漸々〃｝か

博愛クが隣町亭差κあグ勧矯挿穂くの影響　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ω伽ε躍彰多7　／戸が頭

巨多泌彪ダ例あクク，細心彪1〃塀寒々・編1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〆4伽！、聯磁／4uff

あ．3到31す．zcκ彦助び」レ野彦場D矩。タく写多急診’げ5－0／rf　Z・dSフ彪。　ig

国側π計2均0ソ　P7　aX野’磁チ形ズ4V4en著いハ卿だあフ彪・笏1

の穆堺熱冷廃声顔叢n1夕13’才／夕爾，ソウ？孕磁即衆：タ〃解’・Ste

銘τ雛懲髪凝甥禦矯多驚姦舞鴬￡衛惣醗
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￥が’Beq　2rfS・苑鯉矧轍迩（細か5碗以七あ堺〆砂asn

め〃！z鮒めん釧研笏飾玉引沙げαπ凶斑’塀破メン、M詫勧

腔簿噴欝欝郵欝一鰻藩鰯
♪豚碗凱話調s．一一吻ア浮￡ノ1勃ノ知聯鋤へ
の纏禰、遡概鵬確獅脇刃勧白州雛御外／声卿
廊蝦％、鋼吻伽該四郷汐6，／仔弾鋤鏑κ
砂粒ぐ脚嬬嚇蹄’8蜘齢フ厄・協
レ播く炉醗肋紹思郷脚夘・・ス蘇歓伽岡多

n綿κ画勿zヂノ、畑野呪磁勧小z“ン・／声碗噸尾
π邸内掬σ辮’2■　ve　2｝・Pt　3　n“．こ小ク加々四国鰍紳が

ゆω紅鱒伽吻筑四脚フタ馬脚零下創鋼卵π
塑z“多・獺1才幽乙ど伽緬の多恥勲鱒ど，蝋引ブ蹄ζ
1卿親櫓親鍼泌π9騨呼乙．思事嚇どL　z　9　＄　rt
多矧癩ノZ一・2．e－h，神’働イ疋廟鯵岬制仰∂博く粥顔

Z“S、PtQ17；・・73n、擁あ舷下地繊即題堅塁獅勉
バ．レ】彫（2二ど導燈考ルZ望彦・A？V〃虜～封かノノそaどトい呼野：／’ζあ

痴〃ソ，擁承桝瀦ヂン雌麻ハ〃璋窃伽堺わ二様惚
加．と∠κ，瘤罐伽嚇動，〃轍券ル硬齢厘蜘あ神’
鋤砒争卿が鋼鏑ク紘こバど〆・ノ陥獅呼唖蝉〆
森馳才フZgO3こ厩志戦闘クヘメ診“け炉か餅縄0国
構〉拶み2・・∂二ど2　S・　・a？　1　2aρ・’ぽ稠獺LレPt　v．　VL／F　ta

蝉加入鰍茅2胴親纏の捌き，げ獅働岬早撃〃《
7n・ことこど，2・’卿の・adie・Cb／enhent　Z”ノ2？，・二19fLZ・・あ

　　　　　　　　　へ））〈　t／1勉」晒物岬嫁御クいZ〃蘇碗r＞綱脇5
〆・炉癖琳へ総隈靴易“玖ゑ緬／働妙勢鬼痂一
フ2c　L2見一側こaこど’〃陥∂万売ク4・・カzあン・・’初蝉彦払

aZRsthど珂ラφ…樋漉考で餌写2泌乏〆彦あう必n。

　　　　　　Tab】．e　1。　Serum　CH50　1evel　in　healthy　co鳳tro1臼　as　a　result　of
　　　　　　tbe　tnjection　of　normal　saline　solutio旦．
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31 ウラ禰6編一成’肋郵竃’7i℃駒糟’ま鏑究

　　　‘E”木袴｝・ム下襲θ月・米噌邸雄（奈良匿つく・細歯）

（目、的〕Clt　ti　iVVtmune　c。MPt。xや斐椎免，疫グロブリンにf民望｝すうの∂ナびらイ、

運棒が看在レヴ・係でわ細顔のしpsのしip‘d　Aやあ｝纏の腫瘍ウJ（　tレスじk

倉・して後緬補膝成～分’を多毛’控イtで認る争ゲ報9さ収・・る．ヒト（；切〃酪内

8二じドal＞／　ru　，17，じド回？シリザγLX‘重のブソシノ1含け、ロ衷

側の約矛伽・効一デン皆式ら￠ん構遣秘拶η湖ら〃’・戸倉て・・う．

二め様」二。秘4特等的診」びオド笹野的客主防御織聖旨らてノじ免疫病の撞鐘袴

奇妙・・纏胸吸瓢・働鷲く＿コラーデ’・tの醜。脚肋洛
生も含めを色毎〔化誉「」二監つF・・てち，極めて藁vijkz　51うものであり、そ・か分

5構造纏籾学的ggige．　e　ta　sg・a’　s　f；m　！；じト以ク団動物のα睡純化し、

tト偽ザ3しの裏同。解織吃誠」ナ仁．

（方矩〕．

ωα騨細じ；癬ウシ卸矯5り王G砺z殴ゲ1レ・冠DeSE－eファデ・

ツスzCM・也，し口’ズ醇づざソ純化∂レ仁．　綴び皆でのCIGの回収率痔才託ウシα儲覧

体玄園・・f：単純、免疫拡叡ラ教で・調べヒ。

②叢終σ僻晶の絢勤挨定：SD∫一刹フクリレアミドブ，レ電気奥勤ザ

∫ガ抗うシケ血高輪ト姻・・仁免疫三綱総総で行4，t”。

　（3）　アミノ酸あ・；び濡組成分祈：純，化（コ瞭8』1巨6N　H（R“oec・で24崎階1；F

‘び42蒔間加水げ解も，行づ，わも〃、9アミ’酸組成分杵に、囚H（：ρ．し00℃

で1時間，4時間IF・；てノゆ時間ぴロ水船解も4“・tJ，τつもの三濡組成げ痢「じ朗

・・τ二．筋・ドロ●トフ1ン15徐光弛獲計で．ラ短γ、防スラ4ン酸じレて、

シう7しレ酸1：∫wαrvel《の方ラi医で須」定レヒ。

　c4）吸あ係叡辞びN奪量耀促：c融融も水1瑞釦樋荊レr：　2E．；Mtt

乾罎レ、5い‘ヂラケー9一で定重量鵜簾しヒ稽品ち用・・て初。r；。

　cs）σ憐螂柱碇量：感σ餌球（εA）L（罐品で1Mαt“svt才keトα・

科びα≦EO・Z．　EAC（　4　L｛う．；．Z・3’麦t・レ毛ツトC2　t　C・し毛ツトC一日）qAt

逐う甑讃町彫畷ユ4島3．．．．での・沖渡で測定した。

　c6）　αS標占ものオi皆適解；橘「：純｛bσ二面‘0酬、卜4ヨードv酋F酸アミ　ドE・含℃》SM，尿・系

に練透：祈玄行rJ・、非哀肩縄含サフ“ユニット玄、3M犀系春托でに菟イしア

，レそ、レ化レz2有鵜合ペフ’手ド鎖玄4尋化。二彪らの解祈σ5匹ポリフフリ

ルアミドげ㌔レ電：気ラネ動で行ず」い、回申有孝蓋昼寸ブユニット1薬有稀冶＼ペプ

イドUtmra　g関連柚5、調製田6D5一刹ア7いレア三ドデ1レ胴いzrn互
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IIつく．iヒのゲリシノ彰じ’・ドロ・著ラIIブン　　
re8idue811000

　　ぜ獅ザじドロ竹↑V　’）ン■’nN｝”i二霊；　ll：1

ぞ3ナ（Table　．1）・P薄　xして穴iヒのガ’ラク　窒；　　　92：；

トースとゲ・レコースの也ケそのマン9器　　ll：1

！一ス，ゲルコザミソ、フコースtン鑑ζ’　　128二乙

7・レ酸ちケ網ト働le．2）二野下町。謝　　器：1

　ω吸光，係数L＄・；びN璽・｛：：ウシCll監　　　葦皇：3

cl．　fesePpMt　xペクト1レで2・7i？nPt　c二瑠　ll二1

奇知脚継ら、29・MPtの吸燐敬護覧　ll：1
（4濫）確．70士。．’2であり　e／eNt114．e蓋：　　％ig

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゐ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Arg士OS8》もであ，t””O　　　　　　　　　　　　　TrP　　　　　5・6

・班離しr；dEggKie．：一一rアユ多ツト魅フ三三・vl’レ化しZ騨r幻御

1　r；e

〔締果〕

q）CISの細bと最終標野の細弥IO，，．M　EGTA（pH・v・5）への終興野で得b

扁賢聖軸量の約転．3・／・iつぢるa9，Ptaじ・1　Cl＆e　マ84　・／・が勧叔いに。二

西府罧料tしてセフva一ズ6B，　DEAE・eファテ㍉フス斜びCM・V・レローズ

ぞ細bしτ二最終砺榔・の回収孝・1約25・・／・　bσ・烏劾景終σ引跡．ウ

ラ雪下・・畑翫イ物乞用い一子・習律勤で・1・w’・eet・nl二唯一のacth線

吃王じ、　SDS一ポリアタリ。レアミ　ドデ’レ・電気泳勃で有＼チそ約407000のJY一び

バンド弘示レ仁。

　（コ」）　アミノ酸手・Jif　k豪且成；ウシ（；J，t・Table　1・A皿ino　acid　Table　2・Carbohydrate

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　co】叩osition　of．Clq　　　　　　　　　　　　　　　　　co即osition　of　Clq

Fuc
Man
Gal
Glc
GlcNAc
GalNAc
NeuNAc

Total　．

weight箔

　O．23
　0．78
　3．67
　2．83
　1．13

trace
　O．26

．　8．90

ω融・ラ舌性：aEiE・tじd蘇品吻・1。’3吋∫・㈱幽。leaAtes！櫓のes血ラ粥琳レ

f二．

LV）分き内ペマ．干ド頻肥壷：非兼有鷲倉サブユニット摺隊有嶺冶硬

プ干ド鎖してSDか蔚リアワリ8レアミドデ1レ電，気門筋で】乙小．で小’分1｝量4　K，oeo

ヒ綿・〃。のz勧ドンドき・．；び分δ・量溺・ρの，ぐンドz・．2v・伽巾の広・・

ベン随郷ε・練嫁＋搬逐友翫アtc■’　iP　，レ燭秘肩量4S，…の

サブユニ・ツトガら書4ケ｝’量＝2％00と」しらλooのべプテドか凱　分｝量45ア00めか

ブユニ・ツトガら，5場＼｝・・量’2ろ≧00のべ7。チドの‘N，が控；じr；。　デンシトゾーヲ

ー再｝卿吻矩ら呵フ唖芦ットじぺっ●チド鎖め相姻係ばじト（鞠1づ
見，臼牽〔しものしl司’であ？T；．

（看棊〕ウンα名15分ヨ・堅約40勿oρの擁四白であり、じトdμ茶蟹白豹二同一

バ符階竜秘う加渚砺輔。珂η・嘱じ崎じトA一β一ss
ydじ額斜似再。「』’nt　1の）種のべ7・テ噸η・轍・ゆつつ乙跡
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が庁抽アスパラギ瀦斜閣熊η“ラクトスRe・Srrf　99く、うア1レ鹸量が

’鴇・・と彫輔争であ》．鉢肋・ガ3篠通議が項乞ωα粍ヒレ⑯

約をの凝集能欄融象のユうデナーぜへのPt受・ト動海して表擬輔
幻’ちレclN　fJ’・、。
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32 マウスC1ん婚。〃鋼ρ研ヒ悦むt：ついて

東．tヒノ〈　榔昨免疫　　ラ青野　仁，集胆　智チ．橘　｛武彦

ヒト‘’嬬3，・り，側・60empenvオ’己修．cけ・．己’Sムご己♂’をイアしZ・結：・会し7と南凌r

｝蜜倉複奄俸としz，存啓しzj吟，＿各〃・6岬ρつ出馬’塗禰製され・そ4冷

チ畳・や今チ1騨遁ノ7どねミs月らか跨1れ，てい5．臨海」＝がク，他の多ヵ物ラビッ

トぞうッF亦どσ＝みいZ・6じ’ら．各〃A－S卿〃吻・迫り虫垂ボ」確さ罫ミ・れ，．上

製曹ご甑」リ・今れ，ている．レ。・しマウスC邑’・関レZ，＝．塚々・ec“　」トシンポダりム

’含お・レ亀て。・，3・つ存荏を報・畳レ彦だ’アζ’あ39

少臥域如惣ウ又αか・つい噺疹な知縣得・更’・　Uhとasり移
葎δ躍遡・㍗3彦《Ce：報zanず3。

〈オラ宏＞

1）q7り緋白蟻」匡1〆剃高岡，mノケ厘裾砕シシポジウAで報老レre・立ち

巧什ふrplhっ4・e’PEAE￡幽4畠’己Mご漁・4eA　2z　’亀ヒ繕4製し・

碧es　，　Zラテックヌゲロブワン象《澱千三と白血縮雑む劇乞レみ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　2）q一ア及「ひ●c南「り髪血．

　　　Table　r　Assay　of　CIF　and　Clg　rka｛t：　．）　”1　Si！（77a6－dg　T）

EAC4a） EACI　qb） EACIq　＋　clgC）

C17　assay

C1言assay 十

a）　Clq〒竃　　　 Cl〒rs　　　　　　　　　Cl三

b）　clqFg　c　17，

c）　clqK　clTs　clF

’31三AC4』’三A￠t2一　き

扁レレeweCbatc　ごetee

として用いz4そ・4つた㌔

却弓，の三A￠4㍗ラ列皇

　　　　　　　　ごできるむ・り’x6’肝β

cが3、c1y弓3t9こ“．

り】EA6‘｝z・劇定導き

る疹のぱ6ノ多Fh35とet7S　z“あう二と◎、うb）ゆ’←）びユ）bt“㈹ぴあるをつ」す

c1了auv・飼療’＝b）tC’c一）㍗じ）べげ）であ｝eの’t　erT伽〃7となう・

3）SO∫PA命E，：＠ρ．1：％，3ρ、5．ρ．SM菰系を’乞；し♪ケ％オfツアクりルアミド

ゲルとe・t　，z　s〃s’・・SM尿紅含か月刊リン酸謝鍼卿7z綿・・

5系．とdゆωの嘉figう像葉をf余さ3．クタノζ赤『ツアクツル7ミドゲルも用いう

直り2．孝雀を孝子なった。

く藷累洩び，考緊ン

りマ’ラスご「F，e7Yづ1；SEも2・

ヒトリ湯傷珊鍬醐4（F；1．1）り纏ltrrk②e・　orriir伽gtex〆④Z・’C多

力亀輔㍉κ瑳幻・κるニヒウご知らPt乙いる．でウズ・・みいZ6　，睾砺・衰＠Z・・
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臼9．1

EDTA（　or　ACD　）　plasma

1
tD

「
」
7

、
D
「

lgG　Sepha　rose

Cl　q

　　　　　　　　　　　　　　　　el｝ガ…海欲fれ乃二呂8τ既‘名転
Puri　fi　ca　tion　of　Cl　q　and　Cl　iiJs

　　　　　　　　　　　　　　　　即しβガ，⊃司謙8・織卿i康②でψと

　　　　　　　　　　　　　　　　トじ砺§乙omp！び’2凋当す3第三

・ddi・ti…fPEG　4…　’　　　幽与らil・・．た．即ちαあ‘’多”
final　5　％

@　　　　　とマケス9②癖出門分を合め￠
　　　　　　　　　　　　　　　　るニヒ．τ’ゼ台の乙三At”’i」，＆1rk

①0・02M　Tr雪s・5剛CaC12・0・075M閥aC1・pH　8・5梅㎡剃之Z・ぐたひ更8＝（ソ多th．

②0・02M　T「’s・1酬ED丁A・0・0フ5M　HaC1・pH．8・5　elZ）．’“e　L己、rs　k．　Z・　B’司様《，t

Clr－s

＠O．02M　Tri　s，25mM　E　DTA，O．4M　NaCl　，pH　8．5

④0．02M胴s，25酬EDTA，0．4卜州aC1，

　0．2M　Diaminobutane’，pH　8．5

Fi　g・2　DEAE　Sepharose

OD
280

0．1

O　．　（・）5

（A）
　　C1鳶hu

　　　1．4　x　6．0　cm

　O．02M　PB，5mM　E　DTA’，pH　7．4

　0　一　O．　3M　NaCl　q．　ra　di　en　t

　　　　　　　　　　　　　ジ　　　　gradient　　1’て1下
　　　　　　　　　／’＿　一＿＿」＿＿・一／’

小魏柔臥C多とe・MS・ltマうス

ヒeトで互・・にe・My）at・‘t　u　z“

．あ5二とやこめカ、，た●

ラ欠’‘でウスひ‘薦3凄りerleヒC属ド

を精製する為il＝ρEAE．SepんuaA2．

　　　　　　　を行な・r・侮zン

　　　盤智㈱c・ヒトの場・h（A）

ノ

10mv

ノ

一　　5mzr
CIS

x200

xlOO

O．1

O．05

o 20

（B）
　　cl　KICR

　　　1．4　x　6．0　cm

　　40　60fracti　on　n　umbe　r　（3　ml／tube）

　　　oradient　　　　　　　　　／’
　　　　リ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ジ

　　　　　　　　／一＿　＿唱＿↓＿＿一！’

Z
！’

　’Z’

．C1滝

10mひ

！

5mぴ

　　40　60fracti　on　n　umber　（3　ml／tube）

o

o 20

C‘月す」3己τFとet奪

‘＝夕謎㍗？たρご

マウスZ“　ttヒト

6房ボ・：＄出され

る下位’＝CI丙

pmle）c　tして病

止さ仇だのメ之，二

。月￡￠Rん泌ex璽…』

用いてマウス。驚

e3弓Am雄E試～ナ

海（晦．3）。’食塩菰

・2・・彦ε記す3ニ

　　ヒ‘＝’り・bl房

、100垢柁をeみ4い
　　c漏「ヵご蓬出回れ

0　一た・．　このクnで

　　bL・dFd殖穫
　　’3列乞e・きなb・

・彦占ご・c‘kめ・ろedS一’を今誰ひき彦ニヒ’‡eF＾修在毛オしすeりと彦之う

れ芦．　6な凄ア台’；更’二ρ猷Eβ・〆a声ρμで縮製レた．
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こ・トとマワス

ezsSぱSDS
辮E（欝，・4）

で全く周び冷

チ千丁eつつ

ヒゆご柔Ne留も俸●

OD2so

O．1

Fi　g．3

O．05

C“1　Sephadex

cl　Ts　l　C　R

　1．4　x　6．0　cm

　　　　O．OlM　AcB，10　m“4　EDTA

　　　　O．IM　NaCl，pH　5．5

　　　　0　一　o．sM　r“acl

　　　　　　　　　　ノ　　　　　　　　’碓
gradient　　　，！
　　　　　　！・．⊥＿＿／

！
Z’

艘鵠。

加
／

15mV

x200

xlOO

o 20 　一　40　　　　　　　　60

fracti　on　number・（3　ml／tube）

2＞マウスe・t・Zkつ穆ta　　　　　Fig・4　SDS　PA匪（・）

Sps　PAeεムマウヌα｝曜ヒトこ‘多
　　　　　　　　　　　　　　　　　　CT斎hU　　ci’…hU　　crsmo

と’1昊な，3奉のら伽ゆ《〆塵認あ今4・も

る（F；，。‘）ニヒ・sm・・報写しお・

二，の3：季のbeゆψ《のうぢ」匹tごヲヒ雅勃0

であ3可驚棺6彦えられ捜瀬野屹

た．完ザ．業贈今＾う疹踊マりZ

c’3gnNしみボ・・r・・T，同様磯

lPt416　ikt　t2。更・・ei｝t｝2iaU：e

もつρ〃Aの■XSA若，考之，らナしD，～乞・鶴

Tft“cs　eβボ■のba“K”う散レな

か・P．eヌ教ま畿のマウス’・み呪も周撮《et＆

ボ‘晋ら1れ．ゐ●」艮町乙甲3・rsレ・3・’7s％ゲ，レを用いた

s・D，s陥ε（F・1，・s）τ』」3計’マウスとe・｝’ジ飼び

鮪4∂りooり窃子量色吾つ一手のtM．u，しつご碍らψも鵡

地らの12h・うでわスe・k’t　bFafyヒ曜4

みmav　eつ二郎古くか雀ざれ砺更’・マウス

薬統閻z・sρ5脚三士の上π，一のh”チfっe憂t；

る一．tVi”he・，ち。e7ちエじにヒesn　P‘“　Mし・・で亀，そ

lk．・te●’蜘s｝，〃vo，ss，P・・e’・as　sの’・）■しρρエr“・t3

ss，…とケ〃・ρz・あ・た．＝4ニヒ’Tマ吻スeil

’葛7ロタイ7禽ご存薙．す3可倉ε4降毛示・しZA’，・頽L

岬町tS十　z・ある。

Fi　g．5　S　os　PAcr　（b）

　clqhU　clqmo

Fi　g．6　Sms　PAGE　（a）

　　　　　　　　C3H　　　！　Dl　　　　　　rcR　hu　　　　Clq　　　　　　　Clq　　ClqClq

～
∫
∫
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33　加藪刈埋喰」る（；，3の一vak，k解一ゑ不妥足｝生押フ・テド兼右の同定

　　　　　北人　低毒碑　衛塩ノし奪　　。瀬谷　司．長沢滋治、小ム次即

　日的］　禰噛砕文亀三成分。3は袖馬歯斜めr」かでは景畜多彩后嵐薩箔工匠示

す鮪恥あう・・c3は〆鈎（儲量／t　2i’）とe願④謹ス∫の服黍鎖

孫造鼠・C5コンか吻一蹴弓リ8湧の4紬　・77－7幡1到のA・er　一　S・e；・霜

冶・；et・（・了k足・k辮Eうワ、ca　a（分ひ堂8テ〉し（：3ム（分｝肇rノδ万）とレ朔断

5舶b・（3b‘こは嘘青・命r」膜猫合活悔鯉泡硬しし舶菌眠表面箸1’　k倉　eyう・

　江L年．os　bの聯想千年髭ド肉する、研％が箔魁！：r」ツ．之舶ぽで1乙．；）（3

’砂上Ψに・テオ，レエステル・蒲倉ヵvありC3の浩糎，ノblル瀞ってラ．イ，レエステル〆魚

倉壱切断ゴれること、ii）テ大1レニ又テ1レ’擶冶の湖裂．1；」？V・新花1こ住一写し

7三灯｝ゾホrキンレ’巷．炉膜愚、．面ら水激差と．：Lスヲ，〆」箱右E・形威するこしが’幽う

か1：な。J2．。　しかし、t’ぽ汐1；テオ、ゾ；ズテV＃fo　Avε犀再割降るアミノ駁残

峯の恒疑や府リA・ワ・テド顔守の杉邑なレ1璃匙ては粥か肋v．

　疸％ら、ざ、c3新粧，のP月で加熱す3re　iアで一）♂顔力Y蔚セ8石ヒδ万

硫ツAeフ・テ噸1・過断Q姻こヒ・の♂畝8鎖肉の・・β茄右の園丁thv

同時lz匙こ5iし．と発病し1乞．通．導のペフ・チド焔右19加熱処竣営1アでは

切断認qh　tsいこヒから．この分野1さC3の｛幻錦Ylニスゴ膏1匡の島い特異なペフ・

子ド粘倉鯉一ケ前唇んすう乙しε示肛隻すう。

　踊歩％tl．この將毅な！Ψアテド稲藁の飾馬填fJらVC．1乙膜編右他ガル／ホ’1

》1・覚しの閑素弛も藤訂し．c3の庸虚ヒ箔悔しの鴨脚ε購らゆ・1唄；う

しす5翌の乃あう。

　実験秀野飼。・ム・AIA・’“1酬融トin・R．からそ・h　？一　・｝ti　tikSR．　d）・」it　ra‘・，，r

りji精製ltFv’e

　ノぐy・！Ne・　一　の　　；ごB；し・種みの糸杵干・ぎ1三は試桑刈Σ慰狭．∫DS雁

庭下ド野鼠処窺，し、取りA一アテドノ鎮の．椿蓮曳バしεL配賜んらめ制～㍉二」55．

かε一1）’sePh6Eで解孝f「tr；。

　稲身、6・Ja一声豪〕

　b　C3の加荻　理、　の．K．Si

　C3ε．　pH　7～9q条・件下z・加敢ゴbし．ぱ下思内lt　c）〈ノ窄め恨定水解か・観巣

乏噸、ノ分6」密・8オと・3万の7ラ介メントかぐ・◎｛・虚尚の硬少1＝フ・hて増カロ署し●

（図1》、1／SP5唇社下Z・も加塾、ヌ1理1乙」5tn断ρ》醍あらrhβが’．　C3　Eメ

｝vヵフ』トニタノげ」レセ逮え」し移後て・は加塾、迦遭冒二」5旬暫は壱をあらkなか
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・た9．

　魍L像も如’c以工．1二rJ　3し切断二二汐ザ速．か1二rJク、；va　Oc・；x．よ，ρザ至直な徐狩

てブあ，存、

　；i）・ネ重三の舶肝試系の偽響、

　C350ア戸．トラグロー｝v・口4ペフ・テン・アンチIN”　・｛ン・宍E．．スタチン

なヒf・e・フ・・ヲ7一￠μ宅痢で前烈鬼へて切塾論解乙都F：・が正二三の菊塙

悔みらハ乃診・・苑・　また・彦ρτんの」うなぞレート袖わゑ」待E四L宅しTり’，

r；。こ鵬の掌裏ど三二狸ゑカ〉励．・・以二Z”あるこb　t．is￡す3し・フ・”テ

アーセ醐し入t・　“・て。3の1分解及・応避匙3たし三巴レ勇え1乙くt）・
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い一es　3略～』樽’（A！ζ54や融体

の場ノ〉監歪　餓寵意ず　o舟誌減

しな｝1ピーり聯！分～こ1鼓う航，

砿山の帷芯⑰：厭侮｝こヒザあ

る＼』

；“　tミ　sint　eqFEait（滋吋

t　D・則OecQ「已塗志VBビ≦5ha一

転〔ll－woド㈹野遣ノ方1ヒ，o、t！StUl

”乱ω応・三下rゴうP、ヒ9一つi｝F6ト

し＝h‘“N　t＝　9s　asko「大聾4ト‘‡

奢：ししρ一つt、朽動寄1が驚碑

尭魂1執㌻六．StA）　s’を、ビー一う快

占う，Vv　F一．（」蕊一3），

矯隔，才しビーラに三二すき

風令与1「置　う～熔脈蝿魯εrし蔦侮

いム、，あ｝、、i＊ab労t＝4gc．　i、ヒ

％Σシ娠｝．

次に・SRL透t　VB5硫でs・fkeaLX

ir一）D　O邸sしi矛遮しし1乙4毎k学2一ピ

ーり碗冷も　画椥＝貼E脅し

画つtr　2トE直直うヒ　鴎r4一

1こ承前｝うド　（窪尭血塗《し囚

山盛り。→・）セζ～懇b部令し分ウ

も駅仁．

誌上a紡纂づ・弓，｛込痛ヰ1しは

CA・／Ss一』Pネ輪・体，づ％↓炉論証



ま・ポび　也誌0㌧（斗、尭唾魯Eもtミ捨U～～磨もの4短づ“為1忙す｝こヒ・う酬示喉さ

獣5．

　3・スC顎軌雛しつ・・Z2蜘‘柔続のinlSk迄嘱㌔～纏奪一：ip・

晒いF」膨「棉ヒtPte一りの訣に碕尭牲が粥軋血兼②mももR瀟一

PB9でSafVw・・e・X　tr－Z。。『・し…魍寄きヒどの』《kも酷窪榔畑3転郁、

’t？一Tte弓姪糸緬齢’c蛉勾』鵡＠。。けしし茅llgz’牡e一ク齢に

訊ら眠》こセas・5　丞離型。㌧（陸尭喰襖1建iしじ熔マ1うλc5伊u露婁1隊こ・ヒ6v去i

gPt・e－A　z“fly　2azagEL　Lk？cs　xcs　F～此舜緬の動L淑包。。　tl‘’　tLl

罪』Lハ》2－e一一ク鳳冷・k　bty…L　tミ、eこ3　儀魔嶋罫が…劃史帽ご』きた．　すFe　th→5

複奄型，C斗塗峰ε…剰｝tしあ（蔦し1ド　マbλ（∬1｝咳馨1蝕晒6N“益鳶製倶塊哩｛」の隷51

吏回守　マ1うλc㌻が1鉢専であ？一セ」巷i3＊さ．

〔馳の血餅嚇一軸馳蝿辟博執SS↓セヒ融しZ複，，‘e，’
体1…形錠し“Zい1セ考ミ3斗し，　0。SM　PaQ；奮ン往下一ご　禽昼色しの複！も体応

爾馳有部》　（跳ヒの護心体監丁解8ヒ，し幕い．　夜今型のし《セ尭牲はBc副ψよ

ずα蕊剥良r総『ごあソ　Ni・・a　55掃馴転しま傘楼b亀し、セ鳥あ帳き。　穿た

血旛中鳳↑直融型th　C9…～～昼色←鳶左しEa　e＋・・tqg；・LB　E一・C，　C（一Dの窩

触伽虞ぜ洲眠｝「鯉　マtうλCgE露專一ヒ可》．
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36 H－k遺イ云3群雨1く庸霧可る：補イ季斥帯‘聯贋白

（C4レP）の重伝子座

，金ラ尺人営　がん：所白青「死実生ケ勿辛予

覚藤敏雄。承吾イ隻之，助・高冷嵜禧

　生体彷御及iu’ドIIF　・正の方向量ミ櫛くe壬fed7卯ヒ・こ》ヘセ制御てるγe肝丑α切ヒ

。山踏，傭在する．謙i挽夜鳶上甑評ア昌で柵称1・幡匠レ補

イ林α増榴踊鮪てるじ3コンペ『・レテーπ，で颯「Jh’　｝tバ

で研〔守．c4レ（ck巽的‘＝維合・可ろC4しPお」レご　じ3bド話倉可る

θ・H障・Z物領巾糾う1丁IP・C3コンペ・レ9一ゼ講鍼伽
ある，Cん、C4．じ3　おす・びB因3tvqべzMHじにゴ皇関通ると喰えら

沁蟻通のら狩繭τ撒協漸立ヒしZ晒蝋繍嫌伽講也孟
仏｝脇“生駕御麟慮御・最や鱒闘日じ’傭餌るこ乞に補イ季
和轍・・IXk・た分漸歌鮪ことで劾・伽・祈9Cq　bJ的‘；　Cδ

1ぢ瞥1；費鷲鴛澱禦二1難レ隠裏底盤鏡敷

朝酒5摩ワミH－Zノ渉ム5群ト髪油‘ミ連閲てることを朗ら。・1ミしrミ・

　〔方霧、｝∫iゾ、馬長剰

i〕アロクィ7・a　TR2・方広

マウスじ4しP遮断伽勺融訪ア・タイ勉撚臣3MIFI一＄，お

野焼～P－q・営む拷％お桝を好守細し謁耀膨乙kB
A叩ん〃伽・pH　3・〈　一／oをtfiいr・等向点電姉k動ムド♂・アミ・感動1η

ラZ・’マを4℃，Z“｝励丁ダ時聞行・・終了夜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・ウ†練マゾス働戸蝦坑

婦姻いτ・棚粥・彊如’伽添儲・ア・・しτ・〆・z・（＃bPのア・ク
イ7。1？2ttに（才、杭」虹〉背α特異柱びlt，・分雍かめら亙る必婁？・あみ．

z〕舛練マウスじ4bp黙劇；・DH一　kdのく7・・タイフ・紳つマウK

血耕の。卿t細厩緯レ・蝶守の併bP醸蝿嚇簸岬榊
蓄」・ド柄行可るこ2び、勇疫電気ネ：動i広およ1〆ニン符己免・疫電気泳動疹に」

，醗賭⑦報執微筋こ2　v〈　asv・あ軌r〈・b）匪ガマウス血蒲

謡詳謙鴛襟驚認窩黙認纂9亀驚鷺篇認鑓

lV　C4b？量・低下曲…丁・・0朔レf読じ4bp［6・04bp・溌2X・・『

あろD一一略ぜ1階幽τこ”［．　c4bp　t　X7テ　一＞z　z’　ft　一

　　　　　　　　　　　　　　　　116



zke血藁1・河レ完企ド同一の停の抑稗を形戒しブ・・｝　t・・rt　c4bp’て

♂7て｛圭レ斥誇ヒ隣課σ、才KSじ3，坑。4，手元、8因5P匠76ヒ里じr＝ラ定P牟“9　t婁乙

βこに9月tJT“きτこ・

3］マウス。4－b2のアロタイ7。

Bl・糸魚び山州一規塑bマv　」〈en　c・4bp　a　＄ig．e“　th位置（

P．エ）嫌1討レ↑く・Bio　llilr　z“　（i　H－Lka〈7・・9イ7・　9　VっBl・BR・B（・

AkMNびH一る。’　9VつBl・PZの04bpのP・工面一t”s　P日671一

7帰日Tzか3勃ベンドッぐ根註記・（C4レP－kd動・こ凶・対
し・H－z’レのBio　おヂび日一’乙fのBIOMのC4・bpのP工tEF∠3〈一ざ・ざ’ζ

勺・けZZ’＾’3季のバンドが零貧訟さ弘rく（C4bP一　h　f型）・ン知ミBIOk’JS

イ漁・認るA和日一脈梱’レマウス糠討しτ・・H－zk2vっ
A・Tしの。4bp【・　cabp－k論証‘）一H　一・　Kナ2VつA・cA　a　C4bpt？

C御一h鯉鴛Bl・馬面咽様・H一・Z，〈フ．・タイT‘・e・Z　C4bp

の等電躊・の∫並置〆寂びみことウぜ見い広された・L言乙のき彦果1守ヒ十トランス

7劫ソ西山灘悩乱で・ニン㍑白夜電蘇動鉢前Pf但1・あ
一乙斗）雍二認・さYし・BIo　の　c4－bpのRf　l；o・9ノ乙　z“BlOAkMの。4bp　の　Rf’子

・・86紬・k・しτ・が・てマvx（Abp　eア・9イフ・の鋲一一旧
藩伝5群に蜜旛（ミ連喝てうと這えら典ゐ・

4）マウλc4bp遺長駆州一磁語群⑳イ立置
H一磁偏群山の。4bp　a・SL置E，H％鳴肛工’H一・aa／bの日

THマウス姻・・て漏壷しt・　tこケHTエLt　bf型洲THσk・夙型
τあ。ア・・HTHi亨H－k　DiFSthkp‘　b　z“、kん研がk漉くσ慮勘z・、

c4レP磁伝雍語論雨論る嵯帰れτミ・このこしt」　t－tTエ〆
k〈’StCウ・’↑zbz’・H一・乙P櫻戯Pぐ訊z・あることウ・ら＝レ雇ワ・tTらシ・Lτc・

5〕支配嶺酸によるじ4レP遺：伝5’座の丸瓦

　助く工の、緒果2さら1く確認てるt＝あ、　　　　　　　　　　　　　　　　BtO　 と　ヨE～10BRを　 訂し、7b＝　交西乙与誕…」奪〆Rを4r：テ’

い∫ノ領瘍～をマーカーヒして・C4bpのアロ9イ7・が6！領域ヒ1㈱てるか屑ミ

aしτ・・瀦のFt…（獅のP・恥レ揮ゆ献詠曝雌レk・・al
凱1糊らn・1く区別点て・・猛をBbBP峡し如乙し9・　45　Pt　C4bp　eア・

クィアt’蝦域・心仏面面嬬和／6酬詔3働P－k4型，
z，Z，匹が＄sY2　z・　C4bP　11；七型z“あ・な・状工②緯果（ソレ』Pのアロ9イア董沢

　　　　　　　　　　　　　　　　し、瀦量伝調疎差1磁あ弾Z♂定可る置仏3座ぼβ・領或f二蜜接1ξ連関

騰マウスじ伽鱒轟隔る翻心殖確
　　　　　病中1ミある…
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37 マウス（ンδ　のア17タイプ人定一基の4生状

金」KK，Yがん肩卿晩夜生物御

野中東る．坂下イ野蚕助，海藤敏：雄．，野ヰ区

域橘射監

　伐く及びその也の房％室の厨免によフて，マウスC5の講i彦がH－LK

連関した単一の娘盛多座Kよワて支配さ欲て、、るこ∠が昭らかになうた

（／．Z）、　　この遺イ乞｝座＝（」：i：．Z“）はr：7ウヌ、のiヤ17クロモ；ゾーム」の，

H弍よリb　77　OPM’onmL｝airLだ・雌イ立のイ立臨擁する（3・4）・”＝Ll

のネ京女・jL　i趣ゑテの支直｝するC．3アロタイプとして，　二dへまて“に3SSZ類

（　Cji｝一’ハ，　C3一！β，　C3－1C　）　ヵく．　余も系マラス、ヤ野生「マウスの間K見出～・ミ

爪て、、b（よ6）．　こA‘うCうアロタイプ・は．アガローヌ、電，安し泳負7（長時

翻．ヤ．刹アタリ1レアミドゲM勾等電点皆勤〈rEF）L脚吻；x・tUn

によ7マ2険出．同定一できb．　さら1て適々はアロタイプ特呉越なア初事血病

ま作製するこZに，あζ」クして、、｝．（5；6，7♪．　　このことば．マウス。3

アロタイプがLC36》施原性の差異之表i現’して、、々二とを．楚面している。

この衡究1よマウスC3ア・ロタイプの抗ゑ沃隠球の牲状之明うかKす3納め

1ミ行ワた．　　マウλの3雄〃）アロタイプε精鰯とし．その物理他学的，免，夜

化，蓼的椎1べ，乏pt臥した。

幽し　（・てウスC3アロタイプ。♪　C3一ノAlδ：　〃Cマラスの．
C3一1β，よ碑β／。マウスの．　e3一／eはエC，　RマウスのEP↑バー血漿か

ら漏製した。約／・〃記の雌マウスの　EDTA一血装ヵ・らτWhうのヒト。3

誌面活1（準じて緒製．を行い．SP，S一・PA（li－Eや勉疫電気泳勤活Z・単一の採品左

f尋た．　（トリ7。シン分角早フラダメント）．　業青1裂したzウスC：3アロタイ

プとトリフ。シン（E：S比　1tSoまたIS　1：2）左、　37◎C，でインキコ」べ’一

トす3と．C3球ンkij才に分解すb．　E：S♪し　’：8で37。（ン．60’ケ問イン

キェベートす3日置　C3はほゾ完・全：1（C3cとC3Kフラグメント1〈：li解した．

σ3CヒC3民ちq｛。。カラA（fメ10・飢）によ。て分離しマ亙し、の沸〉＼のな

レ、．綜ぬ哲歌．

蟹　
（1）￡DS－PA仕E．マウス．　C3アロタイプは．イ冠玖bl逡元’ア1レキ

1レ化1（よeてZoのオミリペフ．チド・鎖（M・Ul　13Z，　oo・，7S，T　OoO　，）にケ離す3．

助β鎖の／ie￠e　1＃tト。3耀鋤乙ジbべてタ，pop　d・Zttm4汐小さし、．
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（z＞PAS染色．マウスじ3ア・タイプ・よ何描擁蚤白である。　た・“

ヒトC3と異って糖、鎖ぼ〆鎖Kしか汐隻ム寺躯なかった。　（3）トリフ。シン

ケ解、ラグメント。　C3－1A，　C．3－1Bアロタイプ・のトリフ9シンケ解潅物

から単島生したC3cフラグメントは：対ワた）するアロタイプ特；災才拓毎〉膏Lδ盆い友

ノ毛性を示した．　一方、C3戻1叡全く友たぶiとを示ミなカ’フた。

差察　（’♪覇鼠レたマウスC3アロタイプぱ　何承右企：体として非弟K類

似レた物i理イヒ」学自動生状立示レた．　即ち．マウス．C5アロタイプが、ポ’リ

ペフer’ド鎖の畑い慰負．∬緯倉の泊紙擁錬蒲鶴ts　t“の，擦い

差巽K甚くbのτない二とと示し■し・る。　α）てウスC3のアロタイっ・

裟足差IS　C3cフラグメントむ構萩す3ポリペプ手ド鎖アミノ蕨助列ab多異

1薩く勧であろう．殖腿複数（3個泌均のアミノ　犠の置衡（
よSbのと尾ゐ綱．（3）じ3めβ鋤纏の分化の…画嫁で大きし・麦イL9
う1ケてきたbのと思わil・S，5。　　お》そら〈β．’er．　）まC3の生’物〉古ノ圭生の発現に】亘’

才蓼関．与す5ことはないのであろう。
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Figure　Antigen－Antibody　crossed　electrophoresis
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　〔考察〕　　　　　　‘
　本榊・詞9正尚1・’鋸癩斥
病患着1；蔚りさFひしtGr　Bの．遺5云

的匁型柱と練旨L　t＝．正常人ガ

1さノ遺詠き頻彦ぱ㍉BS　SS　O・　990’

B∫ii’0、〃0　「e“あ，　た。　本手｝～t’

気心リバ階。年に報害し幽い

a36。う・肋正噸人3Sの毒5一

頻摩h繰討しr．も・，ZN　・“，BS　S

o、82．‘」」　　B：SFo、i76　でど臥う　t＝。

〉の軽宅ヒ比較しτ，我一六

果、毒ややB5sの換魔が粛、、が

馴ぎ剛様。頗向ts示・た。又．

！4　9pe・v一うq86人の0妬い一b　2　t：～tr・

lt　3遺玖｝頻彦　ielk　BぎS　O、　gqo，

B∫　F￥αいO　しお～1？同一・q碧…：果Z，
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　糖眉く病邑垢一ごはノづンスリン　　　　｛：繍．　鑛　華羅灘一

依創生眠倉あτ，正常人b・ua　　　、。t　Di，n。＿n　E．P．→

殴。て，6hBSs。亀づ云5頻座

力＼臨が、たpx，有薫｝差t＊Srず，又，　BS　FI，　B∫91は同定ざが｝か・た・・残

nqkE果τIES．，　RムLV，VNうq報害ヒ昊’eFり．うンスリン捧・，移’陛；纏・犀ヲ掬’毫，治1’

B　i；　Flの喬し1参真蔵が3り」うホ。参♪、・・た戸、，　R　za　L；gWNらm畢穿き1♂白人に関多3毛OP

Z・　JPN　）Wel七k岬ら拭櫛靴Z・13よ51二人＊E差qた翻㍉P・t・　N　・

）・）　，ろン・｝’）ン依射蹄塚病騒P5・・、　t）BIFユ縞麹潅メ距旦．難い「J

髄性画論＊＆。Z，　kX。kう1“・，、・X・三下・づンスリン魑倦糠肺諺

愚輸・あ・、、一L・Bf・Frl・a頻なか吻煙ノク4％、縫う柞・報執τ・S　3・ba

o我Q9毒例同よこのcs－5を岩昇％）＄含3kz5・　・i，ず，！勢女槍討ち要す＆

曜！・re　L　3．磯魅5ンスソン依存性疲β・病褥知事測麹溜・少難

く，A・鑑角委≧琶噌eして．，　iう序廠詞咳9予定一で・あ1。
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40 C4の童纐物型耕訳鰯A・dAi，ve・t　によゐ

表白型n慶イし

、｛b向弘瑚・解良著…k・鰍田　潔・ム9k省身（豪t〈Ek火・多振彦）

北M垢永木補蒙依争緬宰煎人緬ゼンクー）

じト。4の灘的鯉囎14．　ROμa－e2f　di．（19〃加⑭剥数
々の辮四神伸て・、ゐ。しか・し蓮イ心心数副つとVb　Stt　zつと「「ゐ

骸1ク分下れ．孝β表規型わじ4ア・e4sお｝o〈“己　￠’vane（e4Mや乙4・戸り

の童イ碍によ1）2RIFnc（　，｝，kろいう鋭と淋らのde三ヂ〃（・4ヂl　c44◎）

も：Klざく閥手・しzいみという面ここhv、qへてコ陰り・穿・fどノ「回し「乙質し負手1手イ手・，の

教々塾辞御本人磁導孝幽象し二この〃型硯馳ラ髄rしrく・｝x邑二月蘇迄

4f・・　entYAで巳で聯乙の伽・’imqS　bWく弾威し，こ抽くt・・el・C　a・hz・・2Z”“

に蘭堆しZ・．・みと漁わ躯1：　1こめ，これにフいても検封逸ウロした。

（頼薦ラ幻
　d）穫彰奪回糾L‡ρ縮演奏櫓わ境％磁（3ヌ’くメr5導イヨ匡）博ものち髭zル・射

れらのεPTA（・thaL　8伽’1イノ！ク．・・M）メ1ωewv・・，iZ・i21・・〃be　paノ船幅ル

eイ畑レ仏緋鯉鮪瞬伽・・一ズゲ1レ併山前・Me）嫌・’・

南￠での」榊紳滋醐（工fE’zo％轟・2・sん一）ヒ

辮茅内需㌶轟ぎ織雛盤1鐙ノ牒㌦璽誓
解／eannttifノ脇・，p　H　8・8（〆11・zo・・〃一EクTA　22b）li・

う三じ吐乳レ杉．

α）嚇勲徹、草画が媒酸価塑1魚’aped・幽ω）
磁勘軒樋鎌髭隠し，！一』1・加7・Ut・t：　」ゐエrE｛k　ErtYxし

1二。でらに。！脅ew　t　eimn，LAZμ〃cu…Lt，　じ’4一＋cに！CAnvル＋

“cpm・2Lノ贈（α順CLeSebe・‘h・・／Pt・・7句目〃lt砂；エPPり・

じ4＋6ノ昏夢の心癖しτ轍紬くつ・・てい徽しrこ．

（輩寡：おギμ・汚藻コ

（D使導声の04型

。嫁鯉1伽訓一彦ρ彬伽解焔蘇印レ仁伽’メ購
〃脈リ〃ua・V　t　epT肋・・で軸同一戸伽・鯨し仁・易蝦嫡・威

分fおsび・伽灘〉￡し1。それをれ灘（のバンド々・ら沸くで塾ていゐ。
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f弔詞威分鮪希騰（下ρ碑しUさ工任で二齢に灘確嬉勧
ら4A．　7。1）のウくあll．AAじEで展開つ「ゐ2明らや・レtt”7tO：差と悸7てあら

紳あ数騨…礎払言PtSl’・　｝リ、三型且i　konfueaや肋吻砺鋭舛

hv．2，，っの、摩レお1でろ惣煮｝の組／5￠で鰍マ壷）・禰の毛1丁規伽7e・…．e

が鰯レてJゐ2筋醐釦励秀劫れ仁．図！にエ’F　E・AA　CE
μ轟．孜規型ノ矛塑で軒λ置伝争裡セ宗可。多仁族硯瑠の集団銅葺・

象篠調査結累琶表’1二宗・す。

　σ乙）dgea一に」：る。4表現ジ型の変イヒ・

　eet！ec　aotUovtz・n．老雰す3例（〆鰍C〃5ηゴ7z～4〃ec・ノeuan　C〃50く

左ca・）Z・しi　EPTハ74－t1（22VUUtVで表硯理が変化U㍉1伽でσ

F・・S・　・S（蘇の鯉覧⑭のとfazら9tb）であ・てb・・伽備でσ

すべてFよりわす卸噂がら易動庫の謁・・部蕨にヤぞ働k〈あらわしi〈　rc　．

乙んae，z，‘utvの0￠a毒血庫博C4＋乙ノ，2i　t（」．　i）生「r，る乙4ゐぐ騨∠ノ

の芳菰レ肇じ杉）KP　7wuae　ua（乙9L　F・・S）ナエ／ek7t　1こ」ゐもqと0

粟』杉。虚誕eん4伽ル1こ’7zpm・zz．c2ル粥ル　考ζカロZt多9の（1：し，th”ca一

脇漣此dO　40eかz払1）・エ〆9tロえτこもの・clz2加之rこbe

t・・喜べてCん一錫動度に徽口こ・〆磁い砿轍図Z啄す
・が．こ志しまで・〃）実1．験冬1霊OA．騨の。4表規型1手特1契的七Fわ〃｝であるニ

ヒが示峻で十し物。

　・r？お．欧＊で溌見で・匹ていろ64t’s望：型に丁：1とトノlbくあみゼ〈・湾〉・1舅の実：

験込千1の易ア動ノ慶IIF　6A　1日戸レのものに，　M　q易血忌tま　eann，taZノ〃凋ル’や

珍醐i＝C髄賊面一滅してN’　・」1；孝わ・伽・τ・・こ描繧妥
型亀ク1丁重伝以クトの薯森わかりんでいみ賜倉がありうるの～卜、ケ修‘τ：心惑イ錫即

急＝訴・媛τあみ。

　　〔回エフ　　　　　AACE

　エFE　　　　l　　　　F　F。。／。。・。rF。・／，・。・

　⑨
　　　　　　　　　　2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　くコ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　くう　　　くコ　む　　　　　　　　　　　　　　　　　　SfS／fSorfS／fs

1　2　3　4　5

3

4

5

F＝S

F）S

F〈S

FS／FS　or　FsO／fOS　or　Fs／fOsO

FS／FsO

FS／fOs
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表て

　Distribution　of　C4　phenotypesin　the　Japanese　population　and　families．

lphenotypes
F 　　　　　　　　　　　　3r　　　　　F＝S F》S　　　　FくS tota1

憲「o．

　　　　　．

@9
o6．8審）

　5　　　　　74
i3●8亀）　　　（56．ユ審）　　　　　　　　　自

　19　　　　　25
kユ4●4号）　　　　（18。9審）　　　　　　　　　　．豊

　　　．

@ユ32

k100．0審）

118　　（89●4審）
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　　　　　，
mo．　of　children　　7
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F S
唱F3S

e3S

e‘S
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e，S

e昌S
4
3
1

7　　　　　　0　　　　　　0

Q　　　　　　2　　　　　　0

P　　　　　　0　　　　　　0
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，
1
1

0
0
0

0
0
0
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s

図z
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■圏
■
■

■
■

■
■

■圏
鰹羅き

z

．
蟄

　1　　　　2　　　3　4　　　　5　　　　6

11耳底誌一＿l1

7　8　9　10　li　IZ
pure　C4　＋　Cls
norrnal　serum　（F＝S）　＋　工ppt

CA　se㎜　＋　工ppt　　　　　　　　＿
　　　　　　　　　　　　　　　　　　＋　clsrfo’rTltal　s　erum　LF＝S）

CA　serurn　＋　Cls
S－〟f

п@servum　（F＝S）　〈room　teiap．

3” 高盾獅狽刀j
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41 ネ甫イ本＃4歳’笏’欠損、症？

愛媛丸学匡汐都皮膚斜

　　白雨聡，奈良eE孔＊z田光亀三木缶台

　ヒト神佐成窮のうち，C9，alternatiVe　p・thway以外の要図Si・つuでは．

老軋ぞれのz損症例が報舌dSれ，易慮染性ヤsr，Eゲその主脚だヒな・τ

いるρ

ζ・3i」・　t　H　・t1rでは・・坤ibi・。・嫡にイ孝樋伝・性峠禰性琢漣・・勉

報嵩ゲなく，補イ孝成あte損症は，ごく辞とh之ら煽・

　われわれは，顔面、舎，足にs・LE様の紅斑を件う症例で，補イま寧4成笏

の欠才員乏糸至」蕨したので’報皆する。

　幽幽　49‡　熱性，！k彪業
　　　　　　’

既牲歴

象駆血

現病歴

5一宮年層のk術（班才）

血族結サ舘劇三如・enがあ勧入タト・・家族内ヒ童症癬契症、

原息子明，熱，紅］粧，易＃血なビは認めら此みい。

砧和54辱曾月　4：身偽怠慮とともに，顔「面ヒ薄月系工±壬見・ρ通〔匡τり

　　　　　　　諺ll賢皮質’ホ’レモン勧の外用ξ行うも憂死なし。

　　　　9月　 1～2遍，1＝’回，33・～イ8Cの発熱があソ，匿：ぎ葵；

　　　　　　　の解熱初を計5回位m服。

　　　　iO珂　寿，・陳，用品飾痛出現．数已τ拍垂。

　　　　日月　背山ヒ発疹

昭和∬蛎用　口腔糊賄th’現し漁IT目間続く。

　　　　ZA嘗蜘・㌦もやザ様姥槻，畠摺白くり
　　　　　　　tzし蒙痴咤ヒ3魁間入虜レたが，内斜白台’・直写

　　　　　　　はたいと，いわけした。

　　　　4目　角びロ腔粘腹彦と3関野痛m現。

　　　　5’月　当斜受診　SLEの疑でPt渡ヒr」る．
　　　　　　　　　　　’

入院崎理症

　麺面、耳m）に網目状褐色翻の紅斑があり、　0唇，ロ腔粘膜ヒ血痂Eつ

　けたびらん面がある．

　両側堂蹟、指趾腹に褐色調のX；油牲紅班があり　m．　ptt．iごは　その中に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　t　　　　　’
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　　　　不整彰’1・漬瘍9認めう。

　　　　　　　両側rt’，腕紳働にびまん牲♪縁色斑、着書Pヒ後Z伽まこの中kl・痂皮

　　　　をっ1うた糸工掘，一9Pびら々面ガあり，ほほこノ日曜に毛・乳一致牲の褐色ホ

　　　　丘．％　・ゲ見　ら　れ，る　。

も　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　が

亨扇L　理　糸且　緒】「イ薮

　　　　顔弓轄畷・搬εに，躰踊の♪零腫礎輔の刺蕨’｝靴血修
　　イ嘱盟圏囲の比1物限局姓の1，ンノ・味護甲乙早る諺餉では角権勧成と

　　　　　　　　　　蓑だ変走己3．のう肖失も」ナら巾ノる。

蛍地境イ岸直三法

　　　　三二，　liir嘗の紅斑ヒも1・エqG’C3の’iR着なし．

岬恵弛』’憾⊇’、64’T　。．P。。。。in　7．3，／d、　T．bi、i　．、　m，／d、

Hb　8…／・・　　iA・b　43…　　D・bi・i　・・mg／d・

　　Ht　25・79　　　　｝4－91・　5・09　　　GoT　38エu／1
　　WBC　　2600　　　　　　　　　　　　　　　　！　‘4i－g1．　　　　　　9．6　号　　　　　　　　　　　GPT　　　　　　20　　　1U／l

　　　S。g　15．09　　　ie－9・．　9．9　t　　　LDH　128・U／1
　　　1ymph　　43．5　審　　　　　　　　　　　　♂一gl．　　　　32。0　亀　　　　　　　　　　ハエ」P　　　　　ユ61　　　1U／ユ

　　imono　　　28．0　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　iLGTP　　　　36　　　1U／1

膿・11：：1レ1・13：．、謝　lll、。、ll呈，／dl
　　　

　　Iaty．1ym　ユ．5　亀　　　I　　　　　　CI　　　　　　　100　mEq／ユ　　　　　　　P．1ipid　150　　瓢g／al

im・t・　・5・・　F・　66　P・／d・　iT・G・．25・mg／dユ
、P・・y・・9・．・9・鯛・・4．I @U・ea－N　17　mg／dユ　’血糖　9t．・mg・d・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Creatinine　　　．5　mg／d1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　甲

　　血箔権毒反た・　（一，　　　i　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．一一

　　cnv　ω　　1　出高這　4e　　　・エmmun。rng。ur［丘ボ
　　an　←）　　　　　APTT　　31．9。ec．　　iエqG　2129　mg／d1
睡∴二1－　il騨唖㌦lllll　liil　ll｝．。雛

iLE　t・・t　（一）　｝　・・。。min　（．）　　　　エgE　259　U／m・
　　　　　　　　　　　　x80払下1　　　　　　　　　　一一曽　　　し　　　　　一…・　　・‡ft　DNA

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　ANF　　（一）　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　曳・ftl、寡篠mネ南9俸　　匁疫凝緊反心翼z66

　　Hb坑原　　　（一）

　　、．LE一・賜．＿（一）　i

　　冨

　　血犯　　115

　　尿蛋白　（一）

　　　ツ反　　（づ　　　　l
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l

　　　ナ7ン三ノタ’三二〒スト　（一，

　　　t”1・ED　l’笏

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　130

CH50 C3噂泊1 c4”3泊1．

Y。Y． （憲名） 測定．子能 100 0

T．Y． ‘iも）「 42 84 25

K．Y。 （艮ケ♪ 坦屹子能 90 8．7

T．A． （次セ♪ 38 61 38

6．K． （三廿） 46 100 40．

NHS一 37 72．5 25．8
pool 1



　ラ台療および維遁，

　　入院後，高熱が綾3，嚢」血落明と伝，たため，案㌃鮮血．輪丘L（総量，1，000

”￠），ペータメタゾン2”鱒；　t：て，下甑購も改善しつワある。

輪および象族の濡血箔’性（CH5・IMαyの去），神イ繍舵量

　　1．輪の血胤血策のCll　5。は坦綻不能で・adi・・i㎜皿。diffu・i。・（

RID）（’餌は荏く糠出ピきず　C3　ig正常｛囲τあ。た。
　　　　　　　　　　　　’
　　z，・a　ifの血靖，血eaのCH・s。　a，．測定不能ごあ・たか，RrDτ“c4は

e・7r・3／dlと正常んの紡］3ヒ低値であ．た。兄、次サ，三セの。日5’o，c4は

正鴬で，c3はいず｝h．も正常旺囲壼iした。

現在，伽補佐輌の舶量，塘血海｝生ならび’・謁老血靖1・精祉レた

C4　k加之，，潅1虹浩’kゲ回復す5わ・どうかE；権討幸である。
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42 遺伝性補体第9成分欠損症の兄弟例

河野　 晃

　　健生病院小児科

山本健一，　右田俊介

　　金沢大学がん研究所分子免疫部

滝□智夫

　　金沢医科大学血液免疫内科

　補体第9成分（以下C9と略す）　欠損症に関しては、　第15回．及び第16回の

本シンポジウムにおいて、　それぞれ稲井ら、高山らにより報告されている。

今回我々は、G9欠損症の兄弟例を発見し、　その家族調査を行い、HLAとの関

連について検討したので報告する。

　＜症例＞13才，男

　　既往歴＝2才6ケ月のとき紫班病性腎炎に羅患し、　その後蛋白尿及び

　　顕微鏡的血尿が持続していたが、　to才ごろには尿所見は正常化してい

　　た。それ以外に著患はなく、予防接種、水痘、　麻珍などは普通の経過

　　を見ている。

　　家族歴：父，慢性肝炎（肥8抗体陽性）　　弟，著患なし。

　　現病歴：12才のとき、㎝50を測定したところ、　8．6unitsノ血と低値であっ

　　た。　6ケ月後再検し、　同様の結果を得たので下記のごとく精査を行っ

　　た。　　　　　　　　　　　　　’

　＜血清補体Pr’ofile＞　溶血活性測定法による各補体成分値は以下のごとく

　　であった（正常血清対照値を100％として表示）。

　　　　　　CHso　Cl　C2　C3　CS　C6　C7　C8　C9
　　　　lo　zoo　g4　100　128　114　115　100　d．tg2：able

又、Mancini’法による補体成分値は以下のごとくであった。

　　　Clq　C4　C3　C5　C9　B　P　C1一INH
　　　　　　　　　　　　　not　　　　　　　　　　　　　　　　　115　180　128　　　　88　100　152　103　　　　　　　　　　　　detectable

以上、本症例患者血清中にはC9活性及び抗原性、ともに検出できず、
さらにFig．1に示されてい’ 髣lに精製ヒトc9を患者血清に加えることに

より血清補体値が回復することから、　本症例はC9欠損症と考えられた。

132



loo

　
5
0

の
’
・
・
λ
」
ま

Fi3．L

t2　4　gRelqt：ve　Cq　rn　put

〈家系調査〉患者の家族について、　その血清C9値を溶血活性測定法及び

ManGini法で測定し、またHLA　typing　も行った。　その結果をFig．2に示す。

F；s．’2．

Aw33，ACt　・
B12　，　Sw　SLI・

Aw　33

6亀2，

発端者の両親及び父方祖父がheterozygotesと考えられ、　又発端者の弟の

血清中にはC9活性も抗原性も検出されず．　hornozygot　esと考えられた。　以上

の結果より本C9欠損症例は遺伝性と結論され、　その遺伝様式はautosomal

codominantとであると思われる。　またHLA　typing　の結果からC9の発現を支

配する遺伝子と】田C遺伝子群との密接な連関は否定される。

〈考察〉本例は、　世界で5番目の遺伝性C9欠損症の報告と思われるが、

三山らの報告以タトはいずれも健常者より発見されている。我々の報告
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した兄弟例も、弟は著患なく、　兄は紫班病性腎炎に題患したもののほ

ぼ普通の経過であり、　一応健常者と考えられるが、　いずれも長期の経

過観察が必要である。　ヒトの補体成分の発現に関与する遺伝子のうち

、現在までC2及びC4の発現に関与する遺伝子はMHC遺伝子群中にあると

考えられているが、G3，C5，C6，　C7，G8，等後期補体成分の発現に関与

する遺伝子はいずれもMHC遺伝子群とは連関していない。　しかしC9の発

現に関与している遺伝子が騨C遺伝子群と連関しているかどうかについ

ては報告されていない。本症例の家系調査からC9の発現に関与してい

る遺伝子もMHG遺伝子群とは密接に連関していないと思われる。
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表工。 Hemolytic　Activities　of　Serum　Complement　Components

in　the　C9　Defieient　Family　．
Cl C4 C2 C3 C5 C6 C7 C8 C9

Hoinezygous

Deficiency

工1一・

：1一　6

11一ユ5

　800　3200

6400　　く200

1600　1600

1600

く200

1600

Mt　OO　”3200’

く200　　〈200

　800　3200

12800

く200

3200

6400

く200

1600

6400　　く200

16．00　　　く　200

1600　　く200

Heterozygous

Deficiency

ZI－10　1600

11－17　3200

3200

s；800

800

1600

800

1600

3200

3200

3200

6400

1600

3200

1600

6400

400

200

Normal
rz一　s　1600

11－13　1600

3200

6400

800

1600

400　6400

eoO　800

3200

3200

800

1600

3200

3200

1600

800

Healthy　Contro1 3200 3200 3200 1600 1600 6400 6400　1280Q 1600

表2Rest．ra、i。。。f　S＿、。。，、。鵬。、。。。。、，，i。　A。，i。、、y　by　Add、。g

　　Various　Concentrat　ions　of　rsolated　C9　in　the　Homozygous　Cg

　　Deficient　S’er’　un

100

Amount　o　f　Isolated　C9　Added　（V／ml）

　　　25　6．25　1．57　O．40 o

，

II一　3

11－6

工1－15

Healthy

　　　　　　　　1．000

　　　　　　　　0．ooo

　　　　　　　　1．oOo

Control　O．926

O．940

0．ooo，

0．923

0．925

O．904

0．ooo

O．776

0．898

Oe651

0．ooe

O．542

0．908

O．551

0．ooo

O．363

0．908

O．399

0．ooo

O．309

0．949

fi　3．　CH50，　C3，　C4　and　C9　in　the　Family　of　C9　Deficiency

（コ目【50　（u1皿1） C3　（mg／dZ） C4　（Tng／dl） C9　（Z）

’

工：〔一3＊＊

（zr　一　4）

11鱒6＊＊
工1－8
11－10禽
11網13
11－15＊＊

（Tr　一16）

II－1．7嚢

III－1禽
III－3禽
III－5勇
1工1－7嚢

工II－8＊

III－9鳶
III頓12禽
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47 マウス腹腔マクロファージとfactor　B

森山剛・，1、本保子・市川秀隆・深山昭雄

　　　（名古屋保碇衛生大・医・敏生物）

　マウス腹腔マクロフ7一一ジ（Mφ）がZymosan粒子起貧食した時、貧食後

24－48時間以内では、Zymosan粒子数に比1例し■factor　B分泌量は押制

さKるが、さらに培養篭持続するx逆．に貧食粒子数：に地例し■　factoγB分

泌量が増力。してくることを示した。同時に貧食．図φのこの二相性のfactor

B産生能Yその堵養形熊には、蜜接な直門のあることを報告した（第9回

免i疫学会）。一方、す’で嶋Biancoうば、活性化ヒトfactor　Bがト4φの仲最，

（偽足形成）を促進させる作用のあることセ報告している（J．exp．　med．，

鎚，372，1979）。今回我々は、マウスfactor　Bと．マウス腹腔Mφの培養形

態の関｛系を明5h、にしようヒした。

　材　s・よが方法

　1．マクロファージ　　　C3H／HeNマクス正常腹腔細胞左ヘパワン加5
％FCS一ト4E卜4で採取．し、シャーレ当ツ6xlO5佃・と5・／．　FCS一ト4ESVIで1時

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，間培養した後、非イ寸着細胞芝LAH一図E図で洗：浄によリ除去し．イ寸着紬胞

1と以下の実験に用いた。

　2．マウスB（mB），ヒトB（huB）お’よが’活性化ヒトB（CVF。hu百）

mB，トuBおよびCVF－hu百ば、深．山5の方法（Microbioしlmmunoし，

23，987，1979．　Biken　J．，ユ旦，193，1975）に準じ’て、そホK“れ精製した。

　3．抗マウスB－F（ab・）2（Anti－rnB一　pep　F’（ab’）2）およが’杭マウスC3－F（ab’h

（Anti－mC3－pep　F（　abつ2）　　杭マウスB家兎血清および執マウスC3象

兎血清をDEAE一目ルローヌ・を用い、　りン四竃・衝液，　pH　8．Gで溶出させ

IgG地貫を得、その寸分左ペプシンで消化し、ゲル濾．L＆t：よりそPt　1“れの

F（abっ2フラク“メソトセイ尋た。

　4・　偽足・の形熊｝　　　卜4φを・Anti－mB－pepF（ab’）2／mBおよ’び』uB

の有戸・下で、へ’ぐリン加LAH－ME図で培養しその形態乞観察した。対置

は作用物質の代わワに、PBSu共にヘバソン加LAH－IVIE：Mで培筏した。

M￠の形態は、紳展の一合を示す各純の》則定法か5、赤血球：の大小不同症

乞表．h3のに用uる方法に従。た。つま1入Mφの短後と長嘆の比ヵぐ1β以

上セ茎準tし、それ以、上の値セ示すト4φの全図～6に対する割令で表わした。
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　結黒

1．Anti－mB－P・pF（ab’）・のイ糊

：抗体1QCしμg／pしateを作用さ’せ’た

とこう、対照、が4ん6時間で急う歌

な偽足の仲展を示すのに対し、抗

体も作用させた系では、4時間ま

ではぽtんど伸最せず6時間後に

も多少の伸最を示したが、対照巳

の間には明らh・な差．を認めた。ま

た、杭！岡岬在下でのト1φの生，存率

1よ、導燈6時間後でも子下ヒ同じ
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“であっ・た（Fig．1）。　なii．’、　An・ヒトmB－

P・pF（ab’）2の代わり1こAnti－mC3　一

轍傭諜犠鷺足婁80
　2・　Anti－mB－pepF（ab’，1のDos　e　　　ズ

聴南海且止す営篇議雰総量4

Dose　reSPonse左：一州した（Fig．2、。

　3．mBホ・よが魅hu　Bσ》イ乍用4
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
ノ！9／PしateのmB　rおよびhuBrと作用・さ　　Fig・2

せるY．、2鴫箇以内に偽足のイ吻廉が

見∫爪、4晴間後、までイ二目kがイ定進され

る。　しカ、し、　6時間迦tく経過す5と、

その促進作用は見∫れなくなり、対賦

v医ぼ’同様になる。　ま’た、huB　cr　mB

に比べ■、伸展．「k’促進さ，也5宅‘1合が高

　2　　　4
HOU「S　　ih　　CULしtuしre

6

Controt

4ηtゐ。d7

い（Fig．3）。さ∫に、　huBとその活性

化物C＞F－hu1∋の伸k作用乞1t，較した

x　ころ、　C＞F－huBは最もKの4乍用が

強かった。

　80
’nD；eO

罵

ズ
．oD．40
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　　　　SO　100F（ab’）2　adqed　（，ag／ptate）

一トhuB
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Z一一一　Controt
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0
4．　mBあ・よ’びhU　BのDose　response　Fig．3

卜1φの偽足の伸屡を促進しrl　Uう培覆

　2　　　　4　　　　6
Houy　s　in　culture

4時・間後．のDose　reSPonse　2検宅寸した。　凧Bおよ’びhuBのどう3も・数イ告

の千旦で対照℃の差が認め5れなくなった。　mBは．約1ノ19／Pしate以、下

148



で偽足イ申，展が対照z同様，になうが、－．huBでは、約3L，α9／Pしateりく下で対甦

とり差がなくな。te。

　考察’

　我々の猜，た一連の実蜘’5、LPS，ろ脚・an　tx　t“　M￠の活性化E　e「5

す物質、は．そのイ：actor　B産生能圭篭めろこtが』わかっている。　同時に活’性

化図φ1よ形熊；学的に着明な偽足を・形成すろよう1こなる。今回の戒績今ら、

添加しt：mB　・＊　Mφの伸展作用乞促進3Sこtl工明56’であろが、堵養晴

間の経過と共に、図φ自体が培養液中に放出すろfact・r　Bの彩饗が強く

なス10時間↓メ上の培養細胞にっ・・rtは、添加mBの作用は、認の5承な

くなbものと考ん5れろ．．しかし、fact・r　BがMφに直拷はた5し，一（伸展

イ乍用をホすのづ、、　あうbは、　C3あ・よびt・蛋：白z分解西尋素と，の反応の糸吉果，形旗’

tれ　ろC3bを介したイ乍用であ　るがct　．　1見」在検宅寸中である。

149



48 ヒト未梢隼萩岸kaる／3竃”プロブジンら僅注

猿波夫蓼i基裸：辰単禾

　　藤田複ミ　向弁錬三寄福息犠
　　涙ロ会r尺：：母利F』琴

　＜1部Dめ1＜》

　1970昇六後半の・補体単例皇歩は　C3いNA・CA→bl，’β，ri　k代哀t砥

る甑撤pr・・tei・t　q擁丁で’に騒て禰纏体繭K榊U＜似こと

岱明5かr・　L　k・しかVc・漸。乏榊憾の桝鯖・jfiliEE・リ謡曲へ場（

師伽卿㎞鵬戴）にわて窺史ミ敵ひ、る．今回俄嫡，滴所驕Dる補
奔・ハ造柱化8ぴ→〔9コ〉トローtv　EWts　S　Kず3日的で，　Uト未蛸津廠ラド

にま3β1い産巌検討しIP〈　o）で’そら薦果kつ“ぐ菰篭顎・

　〈赫斜e2「叢〉

コ）　じト豪敵単教諭は、入πセ，UV　EWt“て’t樋糞蛸壷tCZしトN）＞1ぐ輝9

zrc　tSPt　k得為こdiN・5へ卸寵しP皆Aら密な・ドにて循養し、3B復K，メ

う・オ＝ンe査1銅山陀K歯し，eSS－Xナ：オ＝ンEm2Z．｝源楠危淫し

le　・s上箔℃細免七分モ遭IW分心した・細心直参這2・／。”P一国C　19直し沁台筒

翻し一。’b。es蘭島’、諭広し・積嚇と勘勲疑点購・加2k
tt　s一）とナオニンは　絢lo垢細舵肉ヤ（tPこ守欺一k・

a）称逗一C．lla。・L：上記麟9操体にでるト赤精早7Ek35F　k　thSし，触一

メサ才＝ンモ加出て　∋爵陶毒養し，悔段（；eeaa　Nナ牙｝ンモ加乏て，

3・6・A・1鴨陶土1ミ」・惰鼠次鋤e肉ら沖い身柱モ族前Nk・

3）Pilt　・・ktSは・ω24　q　lei片し乞傷説年そm、、て・且与，ト覧面谷勤K

U’．友暮範気鋤ぎ行レ）．セヘヲ》才牙一トゲう7・一よジ狭眸線Kヒt？　“

ま欺た旗影景物：覧δ♪並足Nk．。

・り更K　軽」：MK　ω烈らβいヒモへ幽幽茶加λ・抗疎試鋒霜春物そ

触し・そ脈2ゾゆS商敵、霞眠kヒ）こ）　AN　k　Bift　a　5　k

sps一｝》Aq甘に8♪こ猿：前kフ（。

　〈箱果〉

予潮鹸にでti〈sgde　3＄B物K弗蒔鄭駅毎葡3たんreく齢勲
飢Z、、3こくPt　Wts．ts。碇な）1ピため，養迩覧嵐泳動A一取テしq繭で口紳

自予1レブミソとモベ蹴聾で　口ヶs》ド竜台歯軌モず3v’t．モq後二次．iEy　A泳
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勤も行）次。＝次元，のコントロー，V’ヒKて爲トラ）又zpンとセへ「康体k

まミ漉瞬隷そドいへ声（。　図H　）1A5｝e上瘡モ・含む凋料ら爽・色像で，y．ユ1；セ

Ptラ参・■オーートクラフでδ～R。」楽色1象で鳳卵白1アレブミンqロ：サリトヒトラ

〉ヌた分ヒP，舳ビつぶ鄭眠ラジ肩一トゲラフ祁φ幽ア’1レ7’
ミ・ンド葬婿裏的k職着1火放：PtJb庄ヒRi，　K一致し玄敏射治濫モ見｝こヒ
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破，又tz＝yそ加ミ〈　、k“L）3，　6，　q，、鵬菱K癌養上謙和醜に

蕊・、て／e　lt　q　）W長そh㌧ト眠気凍動ドて澱封しk・洛蔑±，kr・・に・一瞬

瞬砺K岬力’β1舛筋隣収・13ぶ．嶋輪ヒータとり・　｝￥k
5勾で博セ。・放’射）も舶Lπさ1き，ツ隻：化蝕な》～蟹一♪「・潮回閃でロ　6衡向！　儀特福

1、時国ヒβ断K）こジこBA9放射灘18：」湾ll彦してu＜◎

ρ、・tkdilS－ZFと蒐3次め・毒砂上購にム身心偽・引繭戯モ決更し

久ω燃の戸Mk曳り夜体モnuえ・産注芝砥’k／e旧7E　XしもK）R酔tt・汰殿

物モ；＜洗馬9DSでぢ職掌して　Sじi：s－PA缶俸初㌔次．芝ら核
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ゆ

壽
而
N
窪
9
《
鱒

じ5　Con5　es　Pt　pti　O　n

　　　to　zo　30　40　sro　60
　　　　　tvl；　M“†e∫欲ユξ・Oc

f；S3・E膏・・t叶etH伽。・Msq・“pti・・叶

C5　dりしriAS　EACI4235fρセ●9脇oLtion　froう噴

EACI423眺やC5↓輪．

っzよい1す誘’らであるヤ副惑吉野一さ蓮1ひあっt；e　c｝助（ω～＄Ab寿za　il’ヤw，戸1目A

￠3b冷・｝へ4惑㌃右：ヤギよリ了骸く走3きるヒ，坊レい1ダ、　二Aよう†」：畜も集ゼ“生V’乙t

よヤ・ろう．
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50　　　抗補俸有・1製一76c・・Hの。3b1N＾・y・tem’の才印釧鐸用1二ついτ

　　帯傭木下9uウ，岡頭醜，牡礪（」阪大・丞・翻菌）

麹
矛又々tg，さき1・才踊繍K・76C・・三一し，こ揮C5反応段菌を楕壌的‘二

欝轟誌繕霧1彫李開平含蔓縫ll髪ニト論艦灘1無を

EAC1－3b・e11ヤ：EAC4b3b・e11を1移簡更法誘鰍，労161…踊俸シンポジウムZ一

報制r・。勧際，こ漉剤rgrt下ず1帳二等廠鹸桶廊庶
EAC1・3b面面捗IA活梅ぜあまt）・612S，下ゼT，・・11上Z・　th　c3b　h角制抑制

5hcこヒ嘆1ヨ“　L’L　1：0　’従・τ，・K－76C・・Htff，釦靖中のC3b不ラ諏鵬

系を幽幽tzいる司eptUbs’十sえられ4〃）z・それを准置引r＝。

並
　ヒト袖矛齢℃31いack＆P・・h1の赫1・準じ，こら1二Hy蜘1、p、tlt，あ，」び

DE52　ce11・1・se　c・1・m・Z“e7・マHて擶隻U・．精劉r・C3の一翻￠．

Tryp・1・（‘iるP＆，tehas　t　・　9り，C3bヒ（　t・．叉，精製r北トC3・（S，

1・ct。P・r。曲・e広で1251を1・b・1～、35．…一7・，・6。・p噛渡脇行ri．　r‘。

ヒトC3blNA　t　BIH　te，33出石簡臓qAE・鋤・d…A5・V’tWいIH　t3，茜

1；　sephadex　G200・DE詮co1叩5　T’”nglし成ぺ病《ンター啄木和義革新ク項

い「二Rabblt　a”tf8M15蜘1赦するデ1レ内綱麟磯部U葛．文，　c19P，
C4層目・C29P・C59P・C69P・C79P・C89P・C99P　（a，当」kS　trの従ネの加iZ・・nW（～二。尚，

一伽東聰・1ひ，C・，d1車製Clh・，C4h・，C2h・．C3blN＾h・E恥r篇。

莚呈　．　　　　　，　，
EAC19PC4h・C29PC3hu‘。　C3blNA＋β1暁反逆ゼLゑ1。，　K－76C・・鴫添加IZ反声・俊

C5－99P剛・・tz・旛血．」V．その

熔六二心柱低下◎マこの華春修し抑

1閉されもがどうがΣ調べτみ

1　t　400μ91。1τ●C3b不活4しの初

6・％bN’}制されM図ユ）。

O：　EACI－3b　＋　C3blNA　＋　BI　H

e：　EACI一・3b　solo

A：　E．A91－3b　＋　C3blNA

口亀EAC1．3b　十　β1　H

図i．C3bl閥A・β1H　l二よるEAC1－3b上のC3b

　　不活化剛冴るκ一76C・・畷う響
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こらに，C。rdi・社Clh・・C4h・・C2h・と

1251－cr加を・EAt：叫自〉π夜声・さて石下・

　　　ナ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほ　τ二EA・i－3b　i・termediate　cellを汗1いし一、

変量しτ二C3blNAを一面壁のβ1Hと国是

量のK－76COOHと薯1；臨画さゼ1；。

河照dZK－76COOH｛加えtdし1殊を

1司if〈（・：　7gtノ膏ごぜrτ．　この塗）仁

lZ作煎たみそのce11を1迄｝争イ変

洛Pt’　5ぜ，得られ’二gh・stをSDS疋曜

lD識蹴り醗灘〔臨～

1署認静態辮難
が曳／全〉に切断「、5れzい乙a｝1こノ　　　　6

K。76COOH梶仁下む侍セのτ媚町かぐ抑制　　　爵

これτいもこbが喝：示NSれr＝（図2）り

＞ZC二，　f1・id・phase　T’の，　C3b・C3bINA　1。。i

tβ1Hとの亙舜条1・対すζK－76C・・H

慧叢襯難藩工．
還元SDS忽捌乙SDS－PAGEごCゴb。・ch、i，塁

の切断されオを言周べろと，K－76COOH

量‘・応じτ・層ch・i・の切断畔F制ざ

れもこじpN“わb、，　rこ（図3）o

　又，κ一76C・OHが’，　C3blNA系のS’の

　へ
齢1＝｛乍用｛z：tlζのい｝明らわ、

．1・zir　｛．　t：　d7）1㍉C3b・C3bINA・β1Hのぞ

噂
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ゼ
」
①
り
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①
色

図2・．腫締〆合乙3bの。肛Nハ†iG）IH　iこよ乙

　　　断衆1＝対・δ「乙K一％てooN提n卿ア制

ABCDEFGHIJKL
　　’蜘

潮』嶋＿一読
　　　禦　　　’・
　噸剛鱒Pt’

　　　　　　　φ弱●in　2馴に

　　　　　　　　　’　…一dre　Sroit
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．一　M§§一一1十：二1ヂ1＝1千1＝薫％φ璽

譲◎飛；ミ・一一へ＿＿一一＿＿＿＿ノ

　　雛難傷貿灘5旙鯉’

図3．c3b工NA　ttS　iH（：よLikme　vr27）じ∋b断勢に

タ予予乙K－76ωOHの呈多響．

eNo

口　　C3b　＋　C3blNA

Oe　C3b　＋　C3blNA　＋　BIH

O　“IOO　Bco　Concentration　of　K－76COONa　（ug／ml）
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諮れ1・，K－76c・・Hを締さゼr・棲，・vemight漉祁行なつz…翰1を除3，

それらak々1二，イeの2威介噺た1・かロえと反舜さぜZ，　SDS－PAGEを行ri・

てみると，この翻1が』C3bINA‘・作酬乙いζこび明ら七・とt」・r・。　この

ことう・ら，この陶画ぐ・・fact・r　Z・・Le・rdiくC3bINA餅1・作酬Zいもこび明

ら9、とナ’っt；（図4）。
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前画為・ンポジ肱で・
K－76cooH　｛L　fR．　’1　EAcl－3b・（K－76）

、e11，め簡単一罪を報e〈

幽ぐ，この・en　．L　i一一　C3b’叉

CS，　C3d聯・t物断も
カ、どう，診、を調べもr：t夕）‘＝ノ

1251τ1、b，1さ絆C3を添加

1　t：　Eetト鋪をK－76C・・H

Z・Znif　lぴAC1－3★（K－76）・e11ε

1黒し，この・ell　＄4髭SDS

Z“　sol　ubilyze　〈　Z　t　tE．　al　kali　2rv

埋しZ，墨引SDS－PAGE　2行な

いEの9・1を1”調倫1・7刀

．て，Y－C・醐でC…t【Z

みもと，1・tact・「i　C3b伽Ichain
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　　　　　　　　、1、b　g，1　SDS．P脚、、t・・ad唖・9・・phyご掴林の締果を得r＝・

125トZ蕊鯛：1：：：：ll17：lb躬11象諦陽射甥箆
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51　K－76c・・H～候こ．てのEAcT，4b，2・，3b，・EAc4b，3b　ce11・の油単な作威う鉱（II）

　　　　　EAC1・4b・2・・3b（K－76）・EAC4b・3b（K・76》ce11・の角4M

　　賠　一溜木下タロウ．岡田郭里・ξ．拝上ム萩　（阪大・丞・N？・IEI菌）．

幽
　W．161司，季シンポジウムτし論著々tJ，　C5反圧点気r貢のinhibitorご．あろK－76COOH　2

矛・1酬Z，毛】レ毛“1ト或いI」ヒト補体餌翫1更・と，EAC〒，4b，2・，3b　ce11，

EAC4b，3b　ce11あ簡庚2δ面出法を漏話い・。’、今風別報Z“報壱冴もよう｛＝，

K－76C・・HヵズC5反膨購のi・hibit。r“あζrご‘t　Z・　rdく，　C3blNA系R抑制邪こヒ～

蝸らか・t＝い・のZ“，このEAC1・4b・2・・3b（K－76）・e11とEAC4b，3b・（K－76）ce11の柱駆

こらi二出猟，これらのi・t・rmedi・t・　cell・　”・）’EAC・・ss・t　assay　IC利1刊τきζこと

を確認（「二のτ，その許壽剛＝ついて：報告い。い。

方法

　ヒト2・M’4iMAZ　C3　ta，　Tack・nd　P・ah1萌淋準じ，さら1二Hyd…yl・p・titg及びン

DE－52　cellulose　col・umn～㌘向フ1コマトしZ孝青製（r二。　矛青函史r＝ヒトC3　t　S11acto－

P…紬・e法τ馬τ251を1、b，1こ口7・，…一一・　35，・…p・！μ9峡験を行・a”r；．ヒト

β恥33諾一5・漁前殿，qへE－S・ph・dex－A－5…1・um・ず締劉∫・．又，ヒトF・ct・・B‘9

5・諾一75謡曲鰍，8％一23％　PEG4…》鰍，8にCM－23，　S・ph・dex－G－2・・，　DE－32・・1㎜

・h・・m・t・9・・phyτ精執，　B・h・i・g社の’a・ti　h・ma・C3・ctivat・r・anti・e・um　l＝対冴もゲ1レ内

液酢及応ご確訳い＝。　1感作丘z切ミ｛e，ウサギ心悸3血気幽いニヒツジ赤品切ζ

又〔，E；、ウーtrギ秘おS・ph・dex－G－15・Z・・AnPt（Z得r・lgM加季τ廊1乍〔r・じ・ソジ

赤血温用い1・．EAC　msset　ass・y　t二品P’・R・ji　cell　t，liびD・・di，e”　ta，敷大

面産画楠鵡融の古いt・　Cのを，1・銘FCS加RPMI164…di・mぴ幽し，

・s剛」ゴ醸3－41ヨのce11Σ1伽τ行r」　・　r＝。精製い二b・vi・e　c・・g1・ti・i・｛S、

成ノ（概ン9一の・飯田戯よ曜酬Z旧いト．

齪
　赫IEACI－3b（K－76）cell　l乍廊寺の灘系中のEA（lgM濾彦と，赫r・FA（lgM）．C1－3b

（K－76）ce11よのC3b数の関1朱を調べζ’・あ1㍉正彪ヒト血1青1二・K・76C・・H　｝　，Viマえτ

一夜｛盛放置く　r・　lm（二．一老の1251－C3と即gM）の濃融融1看1護量CZ
　ヘ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ

Pa■Z，　EA（lgM）C1－3☆（K－76）ce11を作威【’・。　これらのce11にb・・nd｛r・　i251C3bの

…ntを羅1乙みζと，　b・u・d　〈　t’・’　1251C3b慮1“，1、1。91。i　t。　meG　z－f7・r二

EA（lgM）C1－3b☆（K・76）ce11劫も1・1・81・1の潔度び1乍・r・EA（lgM）C1－3b★（k－76）ce11のib・’

1。t，kY＜ce11上t＝・b…dlとし、ζこと〆わがり，こら（・，　b…d（r・1251C3bの数

と及1む昼寺〃）ce11‘の濃度とがン　両jt一：r数z介∠亘綿【‘＝〃》ζ，こど・か・ぐヨ月こラゥ、とrJ，t二9

又，　牙’」報Zyネ・あ’よう（＝K－76COOHこe，・C3blNA　systemを1も抑濯夢1しノ　K－76COOHτ・f乍，　r二

i・t・m・di・te　ce11・tS，　C3b　rごけDS’　cell」：t・r和eし，　C3b’，　C3d　frag・ne・tが’ce11上1・蔦在．
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いioということ瑚ら・・‘・（　t・a　Z一．こ媒己惚埋‘・SO旧恩さ樟，

EAC1－3b（K－76）ce11・1よEAC・・sset　assay’こ利用Z・きる・■Sえらkeゆ1・1・8！・1

EA（lgM）の潔燦ご作・r・EA（lgM）C1－3b（K－76）ce11のR・ji・ell　eDaudi　cell　ta・r・sset

f。m・ti・・を調べτみζと，　R・」i　ce11ご約6・％　・」　R。ssetが形威され’が，　D・・di　ce11

τ・ T％r・らa’し　b・R・ssetが形群れ記し，e11当91・付着a　；・EACの数モ少なが・乱

表i．EA（IgM）C1－3b（K－7巨）上のC3b」影R・sset門下

125　　　1C3b　count　　　　　　　　　　　　　　　　、
dAC1－3b（K－76）イ二等

ｪのEAIgM年度 1x108　cells

傷Rosset　vs．

qajl　ce11

％Rosset　vs．

caudi　ce11

Ix108／m1 7783‘cpm） 57 4．5

2．5x108／m1 3019（‘’） 26．5 2．8
　　　　　8　　　　　　／m15x10

1374（”） 22．6 2．7

1x109ノ。1 781（〃） 19．6 5．1

さら1＝，EA（lgM）C1－3作

威蒔のEA（IgM）のce11の

濾痩の7曽加！読じz．

EAC・・sset形成ヵずご・の

よう．（＝凌4ヒすζウ、を

信周べZ‘，！，．乙と，　Raji

」　　　　　　　　　　　　　ノ

ce11乞の・。sset佳ce11上（・　b・und　U・C3bの数に庚・し“τ減少1乙い・r・’。

お・．Daudi　ce11ヒのrosset　lδ，　f‘ド三二のce11諺庫にかか、わらオ“5％」以下Z：・あっr一

（表ユ）。

1・1・81・1EA（lgM）の濃湿て・作・r二EA（lgM）C1－3b（K－76）ce11を一二のC3blNAヒβ1H乙・処

理1て俊R・ji　cellとDaudi　cellのR・sset二二訥べ乙みζと，　R・ji　cell　Z“‘聯

8・％，Daudl　ce11τ馬P樹6・％のR・ssetが●形廊れr・。

　EA（IgM）の感熱搬階1・蛮土1τ5誠〔r二EA（lg凹）C1－3（κ一76）ce11とb・・i・e

congl　utininとの及庇5調べてみ乙乙ノEA（lgM）C1－3（K－76》ce11臼停1ケ1“c。nglutinati。nは

主じ「d◎、，r＝P’ご，　C3blNA・β1H　2　f‘ドt95ゼZ：やつもと：1　conglutinationがN“起；℃工う‘こ

rds‘O，　EAC（IgM）C1－3cell　l乍二時｛・b。心・d　U・C3b磁1・痕・じZ、・・g1・ti・ati・・活～生〆

高わ・．τ・．

前向の補記シンポジウム乙・，この瀦llご1乍・r・EAC4b3b（K－76）ce11ザ・1t・m・tive－

Pathwayのassay‘＝・もネtl　l手1τ◎きること1を：示【t＝bN“！　／今、’亘〕（まこ「ら‘こ，　一丁…量‘ib　EAC4b、

3b，P　ce11梱し1τ，変量U・精製ヒトFact。．　Bを顧・さゼて偽R、t又I」9．p　C・

EDTA乙落餌dと，・落血r量のZ数助。えt・・Fact。，　B量1・pk5il’1冴　tことが咽

らウ、とr♂・r＝（1郵i）。

只，EAC4b，3b，P　cell　r四四のヒトFact・r　Bヒの下府系1・ヒトβ1HΣ変量〔Z加

えZ甲府ごV’　t・俊，C－EDTAをカ・えて箔血」ヤeと，落口1ひβ1Hの量t・tv・じZ

阻止されr＝（園2）。

これらa＄P・ら，K－76C・・H｝i・1酬Zl蝋され’・EAC4b，3b，P　ce11がFact。・Bや

β1睦assay薦の1・⇒騰1・肩丁子rdF　i・t・・m・di・te　ce11　Z・・hるこe，　e　HH　c）　vxとr♂．

t・。さら‘・，K－76C・・曙《曜【ZL　S’1；　hsll　（　r：　EAci－3b，　EAC4b，3b　cell・・t・　cell上1～C3b1

ヒ｛緒ン合可能好Fact・r　B・P・・P・・di…β1Hがb・・nd（Zいうがe“うか・N調べるr・め｛＝，

1・1・8！・1EAけ甑Z（従・Z　C3bノ・e11ク移い）作・r・i・t・rrnadi・te　ce11』，ti　B

158



図i．EAC4b．うわ《k－76）を用”乙の励r｛勤

　　レ居血PB柱、

t．5
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　　　0　　1　　2　　3　　4　　　0　　　4　　　9
　　　Relative　concentration　of　Facter　B　　　　　　　　　　　　　　Relative　concentration　of　β1H

antise．、。，　A・ti　P　anti・e・・m・／iEび’．　a・t董β1H　anti・e・㎝潮い乙，そ　M“k（・よる

、g9｛、t董，、ti。，を調べr・民ろ．止血ト血瀧K－76C・・H漁酬とt，t　ri　l　r＝

EAC1－3b（K．76）cell・（Gt、　F・・t・・B，　P・・P・・di・，β1H　V・“b。und【ZOろこt・bv’・hかり．　RP・＝’

1嵌lr・EAC1－3b（K－76》ce11713，　P・・P・・d1・が減少IZいること翫k，前門示し

t＝・よう（二，　pr。perdinが’cell上1＝boundしといることを，　ごら1二確壽温しr＝・

遜　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　あ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　K－76C。。Hlよ，　C5反血塊1・対I　Z非馴・温品1生の尚いrSi二二Z・’あるが’．　lth

し霰ノ隻Z：4…遍いr　一一　vl15・〈2）‘　（＝（」，　く下ら1＝C3blNA系・を・も？Cア傷，　l　b「るこ乞bN“　e目らがと7び、r；

のτしこの善言，1～用油壷・r・EAC1－3（K－76）ce11〃もEAC・・sset・・say　l二言困びき

るこt＄・鵬ウ・1・い・．まr二．正概ト血胤K－76C・・Hτ魚骨Zl乍泌

r。EAC1．3（K－76）ce11のce11上‘・【9，　b。、，d　C3b！ce11繭度1・うくある豹初1械k

r覇倉｛・は，F・ct。r・B・P・・p・rdi・がb。und　〈　Zいること四丁認しこのcell　｝

EDτA－GvB・Z・　PZ・τ，37・cず3日考間incub・t・IZ　f11・t・　EAC4b・3b（K－76）cell　Ca，・P・。P・・di・

rご｛IP・・b。und　lと掬，　EAC4b，3b，P　ce11鱒・τいろこd石儲忍い・．ヌ，こ

のEAC4b，3b，P　ce11と緒製r・Fact。。　BとR、t又，毛1・t9トC－EDTA　Z’；Fact・・Bl潤

（て。ne　hit　t・・ly・i・をk・　aこと毛確ヵ・あr・。

以上のことい9，この蟄剤ψ1乍域lr・EAC1－3（K－76）ce11ヒEAC4b・3b（K－76）ce11俺

前1亘IZ・報｛1…（r二よう‘二，　classical　pathway・altemative　pathwayの角与；祈を冴るのlZ

斗騰1謂用ri　cen　z“ある1♂か・りZ“reくEAC・・sset　assay侮｛Zモ利1秘きる

こ乞をe月　9・・｛・lr・．
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52　ヒ：ト白血球のEACロゼ・ソト冊勿秀～におげる二価イズソa〈存esth

　　　　　イ左藤僧＊　奥田　窄子翠　橘武彦＊　疲辺，信ぜ＊’

　　　　　　＊東胡町　杭石将　触　　　　＊＊磐出成共立満繊己　’t、児科

　樫作ヒツジ赤四域（EA1らN｝kCS貿損マウス新餅二二（1＝20倍）も

372、21晴間反応させてイ乍つた三原躯体補：体結合物（E：．AcvvpuSe）la、

べしキットりソノ纏由来のDαUdτ細龍描び絢τ細昏倒ぜs17　F・　ik．1P9／

収‘す3r吠’ヒ．ト緻’とξ店合し‘なt・↑＝め、従来、・がらC3dしセフ69一（c3－

d2．）め；検生ミに今旦さ・れてき・た。駕々鳳こ．の三AC頃・乙ピト婦中璃≧および単

撚ぜ改離にロゼットを形灘るこヒ蜆・・訳し、隅棚躰シン1ft
ゾウAで縦裸が、特例酬、C3b加A、・和芥一ゼ・tくよつマ逐

茨分解屯う1う・fく名箱の膜1結合C3bっラゲメソトに女†するレセつ。9一の存

在が爆勾られ、EA　cvv”，t”，i“　ttのレ切・9縄締す3のbNE　HAら加ミす3必

要がある。そこで、今回精製撒分一用いてEAC3b、　EAC3x、　EA－

C3br、およびEAC3d宣イ二二し、名門1白血球しのロぜツト・形成℃その

際の平価イズン依存性物見察しkので二丁す3。

　（研究紋料およが筆下3　C1は毛レモ・ソト劃精製し、その他はヒト三

二ウ・らTαcピ覧携1牽暇C4、C2、　C3、（3、H、ts“zs’℃3　b一

工NA備製レ・纏㈱異性f：tGa　sL　t：上z“iEAce（kXしt：。　一byP一

翼x壌激務響象溜…装訟さ都舞i藷τ蹴転一

C3b）Eイ乍製しtc。このEAC3bにt・’31H客37。C、60分イ乍用させた

老醜EAC3禦β1既C3blNAセ37。σ、60分イ乍恥せ樋
のき，EAC3bTtし衣（右1図）。
聯合8蒲イ纒rn　EAC訪恐A￡13b’」XRE：i！2．一　EAC3d

隅棚≡織漉♪瑞hも羅馬幽静躍混嘉
泓、EAch。「seはErsenberゴ砺法1＝・ilEフてイ嚇k。

　白血球分画は、Frc◎ll…工SOPCUBueを用v・bt野兎・三門によ・1末梢血か

ら単撫朗芝層乙赤血球層を得、前老がらFC，S処理プ・ラス4．y7シャーレに

4tti　3　cて単疎琶（、纈79％）、更に⇒附着綱εカ・らENロぜツト該で・

↑リソノぐ球壼除去してBりンバ球rτしh分画（E～一RFじ2％、　PO×陽性：

3S％）E得た。駒戯】ま、　bt重白油の赤血球層にDe．xtran迄加之
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赤、血球鎌の癬遊密田月芝と，し一て蘇耳又し葦（ぐ子中ヨ；求88％、Gta斐eqz）　11％、リ

ンAOIM：10／o）。

ロゼット形成は格開眼マイ知フ・レート箔に従って締っ牡。

コンゲIL．・5一．；．．ン1なしαじkmαnnξ）（坊蜘：…恥てウシ血瀞舳mtt〈。

　（縮果およT・考緊」　一全血清（禰体）を用いて作鰻しT〈巨A（ンと白血球

のロゼット・形・成こ

つ†：。その結果（表1）、りン八。

：球：はEDTAK影響され弔いか＼

単球および書眉粒球：はEA　chへだ竹

でなくEA　cho・tのロゼ’ット形・成

野老しく但下しすも巨Ac～麟
chOはコンゲ1吟ニンに訓凝集

寸る。従って灘合C3bτが共
通してB在す25　L理趣へ．単錬

騨’の二価材ン夜存性tY’C　3一

反応乞GvB→＋ヌは0、04MEDTAGVB中で》行な

表1％RFC
二佃オρ…AC』Clo旱ACI　EN　p・X（・）

りンISo　1E3k’18171711　1313　730・8

単球：8384913753291
　　1f〈’　99　98　99　23　78　O．3　0．2　99

コンブ骸たソ　十＠　十　　十

三㎝㎝一寸釧
の藪Φ

②

brY月刊糾してい3の・でtさないカ・乙老・乏ノぢれすく。

　籍製禰御成華客用いてイ乍！1しrk　EAじt白血球のロゼットr吻勘（表2）

EAC3bロぜツ
ト1・S，、BりンハP王斗ご

単球、・およ・びr穎粒：

置引に共略して弓ぢれ

EDTAは影’尽し

な、、。　E：AC3xは

15AC3bt：PiH
をイセ用させ3こヒに　　　①O：　GVB“w

より副い部仕（　　。・。1（O・o‘F）　：　O．。1（。」臨画粥VB

c3x）が：現われ、　C3xRを介してEDTAの存｛5に拘らずRαJτ細肥

とロぜ・ソトを形拷ぐすること，（艮箔報）がb再確蜜蓬された。契にEA（ン3b了で・

あるtN’、まず単球願下球と二価イ〃畑白して口ぜヅト働成す3こ

とが確かめらPtf、．また、　Bりンκ環老一見EDTAの勧響齢け3inく

見回る。しかし、EAC3bTには膨も合C3b・’ゲないこヒ、　Bりンノ・。疎’

げch分画には単球・顕紅球が3ぎ％邊在して・・て前述あ様にEPアA

1＝Sl）EA　C3　bTロゼ’ツト・が”阻害idkる　）　t、又．、　EDTA存在下のE…A（

3bTロゼ’1ソト予ワ成町月包はへPルズキシダLぜ染色（POX）陰1・生で’1あっ寸く

こセ，がら、BリンハP■jti　t・’EP　TAの影…響をうける如く見えるd）は、　B・）ン

表2 ％RFC
EAC3b EAC　3x EAC3bi EAC　3d

EP咽Φ O　Oρ10ゆ十 00訓。◎弓 00ρ亀O，04・ 00調0、0肇

Bリン払出h 98　97　95 94　91　82 76　54　30 25　30　30

単…或 82　84　75 65　72　NT 83　2　1 0　0．3　0

穎粒粒1 99　99　98 96　96　76 93　0．7　2 4　0．7　3

コ口毒血球’ 95　96　96 75　74　79 4　5　3 3　3　3

Roli細飽 0．40．2　0 51　55　50 54　67　63 62　74　58

コシクじ申ン 一 一 十 一

161



バ球hch分画中の単球・顯粒球のためzlわkる。　Bリン’f球｝自体は

ED－rAの存看に拘らずE：AC3brロ・ごットを駒厭寸3ヒ想えられる。

EAC3dにつqてσ単凍・，蜘燃渇Wほとんどロぜ・ソ械形齪しな・・こz、

従って〔3りンパ探剃：二価イ亥ン農度に一句弓ず巨AC3dロゼット之砂成す

Sことが惣町れ乖．＞dii｝融和ぜツト勧鱒明2i9　A・　iレ官キシグLぜ染色

陰性ぞあっ衣。

　更に、虫唾’：’籟粒球のEA　C3　b了a－g　ZN”

EAC3dロゼット」彫朔のトず・C6ご㌔夜

存性旧観呵しな（図1）。単球はVB5ヰではE。

Ac3bτt口ぜット窟勧齢しな“tN“、　xくに

図♂嬢勘液存して彬成峰が上昇しTc。

）．tKt：対してC3dRは5m卜1濃潔で老

検蹴楠がつた．従って単球・僧位球’：の

EAC「nロセ♪＼ソト干り叡1は主t：c15bTRが・

閾与していると若之ら切る。

　（結言吾〕1）　Bリンノぐ球は。3b、C3－

bT、C3d、　t、ずれのEAじロゼ＼ソト形成

1＝ぎ二価イオン依存性がない、2）単球・

，鶏粒球の。3bR　t：　Sるロゼ’ット彬放には評

価イ大ン依存性がない「峡C3bTRで憾二

価イオンに’衣存する・3）Rα∫r細胞ta・

EシAC3×セはC、め巳AC3とレの憲右合に二

図1
ヲ，（　RFC

lOO

50

単球

EAC　3bi　．
EAC　3d　d一一　一．　一

Mg静

Ca一

o

VBS

lOO

O．5 5．0　mM

VBS O．5

㎏＋卜

Ca弔’

5．0　mM

価イズン依存性がない。4）EAcmは単玖：・男生’w）ロゼット¶微・に

際し。3　bTRt　991く緒合する。5）EAcho　t単球’・鰍’のロゼ＼ソト

荊成：老：二価イズ’ンにitkkgiする。

　（文献〕

　1）橘他　）VIS回補体シンホ。ジウムr記録：、44員（lq『8）

　2）Tαck’他　　Bro　che・MX5†vソ、1㌻：4Sl　3（19り6）

　3）B。1・tin他Bτ。・あemi5†ワ、　t　6・2・・8（mワ）

　4）與田他弥母型三体シンホ・助ム嶺、48R　qqn8）

　5’）　Okuda他　　工ww・しへA6toqy、　Ch　Ptress　（tq80）

　6）橘KU　湘ヰ回補体シソt．bジめA紀録、8順qqnq）

　7）　Eマsenberii〕’他　　丁、工》》w》、しへv・，　o　l．、”8：1423（n『n）

　8》　　橘　　イ也　　　　　免4互実騎操イ乍う表、　A＝4S「1ヲ　　（trl「！5・｝

　q】Lαcknrtann他Hou（db。。k。f　Expevizaental］論・hza・・e』9ソ、！S’A．7（IA「19）
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53 e）レ毛ヅト乙写短成2の精製

木下クロウ，一）・liF　ij即秀，岡田｛，；9g，至上ム萩（阪大．産．Nk．田菌）

1ヨ的

一禰砕の三章二品くait　s　MM　〈乙いく上◎05以下の復期及声成分・Σ，単一

ノ♂励ヒに数鯛以上翫ことに，大輔用Vある・　　　、
ヒト榊の復期廊齢1ひ，冴τ硫・分曳用的な襯1法断べて言分

1・ついて登臨ざれτいる。毛1レ毛ットZ“は，h　a“V・1＝CS　T）C・・k・C・T・et・1・

1971．」．1㎜un。1．逆，467，　CqごT・m…＆S舳d・，1971，1㎜un・1・gy，旦，415の野晒〆あ9

κけτ，ノ分る橘泣に関4ろ知昇1ひ全く得らkzい信い・　ヒトeelレEット

Z・’‘“，麟二二の洛脚下紹の数・櫨い，酪をごが四二（τ・sと

小丸られも争など，齢1㍉よ。ては丙循「乙がrdiう。ワ毫いがあζ可引跡主もあ

ZmZ’Cヒトの齢ρ・輸働住だけご毛1ve・・vト二野蒲じζことi粒

子ご・あ1。

今1司1登，T・一＆Shi・・d・，1971のcqの＝擶鉱櫨牝得られζ画期力・らじFと

。：客を縮惑乱、ズ…『「の解祈を行な・r二のz一報吉1　t＝い。

越。備露塵牝漁れる一纏♪鰍7勿肱繍二二日z，虚飢糀1
　　　　温点の橡1乍‘砺べて牝で律’乖．二仏正刻r・水｛潴・・い・。

曳，5酬Tri　sHC1，pH7．5－1酬EDTA－0．09M　NaC1｛二海向1亥，鬼‘G〈Z：不i塔物を1徐ム【r＝．

その上南に，0・2M　NaAcetate　buffer・pH5・O　WRえZFHを9・6手e“下げ㌧そあEltま

1仏間Tllt｝｝Fイ纏’v”，ラ擁～…2M　N・Acet・t・b・ff…pH5・6一…9M　N・c1で一回｝欝イ須，

24．7酬・B・rbit・l　b・ff…pH7・3一・・71・M　l二二解し，6写礪料とい・。酸1・主ラ鰍の上

獅，T．1・．τ牲‘・k・し，63の嫉荊料dr・。内右を，一7叱｛こ数ケ月

♪聯右し↑切易倉1二毛翌翌‘＝二巴1♂な。・・r二。

　o　ctii　：　Sephadex　G200　（5mM　TrisHCI，pH7．5－1mh　EDTA－O．145M　NaCl）i　DEs2　（5mM　TrisHCI，pH7．5－

1酬EDTA．。．・7．。．2M　N・c1），　Bi・9・1　HTP（…5…3M・N・KPB・pH6・9）三巴1・7ロてトク’tラ7｛乙

縮製f・．

　o　CB　：　CM　cellulose　〈10mh　NaPB，pH6．o－o．1・．O．3M　NaCl），　DE52　（5mM　NaPB，pH7・4－lmM　EDTA－O．ol－

o．lsM　Nacl）　Biogel　HTP　（O．05－O．3M　NaKPB，pH6．9），　Sephadex　G200　（5mh　TrisHCI，pH7．5一　lmM　EDTA一

・．145MN、C1）の頑1・7・でトゲラフ〔Z縮Ptい・．

　・C5a　T・γP…分解＝4・・一5・・agne　a　Cヲ　＄　2％　”／w　a　TPCK一下γpsinを用い，

37’C、FH　7ラ，ノμ昌O．　t　5　Z・A解し，1～40／分n危蒔間ごt　t＝4　se量の5BT1τ

締蒲坦r・．ノ縞物を，髭九三飾≦DS－PAaε．抗研惣蜘二
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よろ免森電気泳動乙・晶々け二．

　・乙3一面β伽鋪三流酬r二。洗1％P～z・9・”c，に・伽理し

z，ぴ一傾と磯‘二階し，B螺P－3ω（9mM・T・i・日α，　pH7・s；一lmM・EDTA一

α14ラMN“C二一〇，⊥％：5D5）Z：t“，分離（t：。　（メーガ1二丁，麗元ア1レ干⊃レ4し（Z：

㎝づ臓甜一碧1こ諒し，B躍P・3・億繍臥r二・β幽♂，β昭
P－300z：・肉クロマト假帯心アレキル4e〈．6M一ぴ麓と薯1ニアミノ濃鼠を

純な・f二。

蘇M誘壕
　・0ヲ；2F・　meの鋪・・ら’・6～zi－meのじ5鵡らκ・倣孝約4一！・％）・

この（万‘δ，4，忌忌し滋比，臼％ε，5P5「PA‘SrEず単一のバンドを：禾し，飾下

5ρ5－PAL3E淵鍾（M，w’．　tozH〈）．　Bes．　（M．vVr．　74K）に分ρ・Ar二．下γP～；n

じ」：るノ分・解を2塁元5ρs－PA・一・E　z“解P　r冴ζt．　oへ顔のみρ二分鯖・“れ，βAaA（e

，全く無数を浸け存ガ．r・。黒砂冴“1・h以内1・41κ，2イK．27Kの

5ragments‘こ頒ご何二・！饒†のM・・V・／・n・“　」iZのM・　vvr・ヒー・　5K〈　’dいバ詳

細侍不明z野あ4・　次P’ごン41Kナrngmenオ（s5’7　Kヒう4－Kのナragnent≦‘＝ノ分解・

」れ，　これ　（a60ZvN　L“　（まt3i’　え了しt：（二二L）。　　斗三二ノしの5t＞5－PAt　iiE乙・・’♂ノ

4・！分像■’｛　C3ヒんe’a－4e‘初ζ．3・An以｛k　ha・ρ・1；　M．　W’．β。～ノ40　K　a！ぐ

ンドP・”if見くr二。　員！i疫電気．泳動ご侍，％・分tk4z・πacsの52L置‘＝強い》n

晶晶あ，，拗傭1㍉勘齢撫・ll＝弱い1認諾あらわれ，元あ灘黒
む・ら5Pμrを畝uこ（図z）。⇒1荒江5P5一陥εと免競気鋤の蘇1あ

13酬・κ　a　lmsmerct　vS’弱い｝π襯1湘当σ乙と汚え厩劇的a’4ヒ｛一

脈可も，こ鯛㎜繍卿，34　K　fmSntenieの繊｛ぴ日二間的1・一灘4フ

磁の27κ’2牝端二三麗’rtsへ紛簾’／3・一吻κ趨纏励威じ
澗1・Ce，茜1・別の後イtvs’de　k〈い．

　　・cz　；クSP・・2の鋪・・らノ2卿δ〆多gfi　g　k　t・（牌帥z・％）。2mご路

4tka，a’〆is‘Pθ‘sEτ単一4，1ぐンドを与え、ノぐンド仁オ：目当冴もf立．置‘＝ジ二二zづ置

A・生ウ暇雪坊（亭れ西．　井墨元5ρ5一β46∫…乙・te，75’iLcと60kの2季〃）1ぐンドt：ノNv

れ，、差…：元5P52A‘SE　Z・’‘♂，60Kε、ユ4．te，あ2奉〃、！ぐンド仁ノ1》・がれf二（図3）。

じトご多・権圭ρ・ら撰雌（z，≦一≦1誇診L・i結’♂れr・耀（6〃ωεr鎖（z粥

v・” ﾀ顔（6・K）　taFV，　lnNkS／2）　〈　z　t、　e　t考・えらkt・a　tr，一離誹齢，

二一元を二元下t’，二〉三元5ρS。〃）4石を行いこれを確謬・（’二。　｛×鎖どβ

償ゲラ｛うんt・flじ天：・3ごz）“tあものz）’，それ落れを、分く15il　t，アiノ駿分祈‘こよ

惚一応lr・・毛1レ％微較ひ’と・・加点上2EIE，）　pt　te，　His，

丁hr，　a2γ，　neaの4アミノ醐謂砺り，内蝋画噂憾く似酵諺偽ペ
プ今ドze　、ihると，汚λら拠r＝（姦eユ）。
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　冒』贈≡≡≡≡藍含濫；・こ；己一・一一一り一談

　　　　　　　　　　一欄■■幽凹齢　－鞠L■幽顔・●幽嗣陶騨，蟷■自幽一b嘲騨駒幽嘲■r

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　蝋順醐’43K

　　　　　　　　　　　　　いロ　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　t＾』Nr…一7…『「　　・一・・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　30K

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　”薗肉”幽’pm”一’一一一’q■■剛剛L　　BPB

　　　CF　　　‘m；”　3ta　ln　5所n　lO耐”20耐臨iうO”，in　tSOPt：のCZOm；n　S撫｛arv（

図ユ．一下控・諭鯖（還元5DsPAcSE　9．97・　■・）レ）

⊂一τ＝＝：一

）　　　　．cケ
　一一一　一一｝in”－．．～M一一、

コ
（
ぎ

＝
3nin

tOm；n

30m：n

し　　　　　　　　　　ニニニニニニニニこニニニニり

　　こ（）　　6・m：n

　　一『一一一一一一　　一一

〆つ！へ

図2ﾁ翻分解
　薄こ‘2，tZU・ε9

　ア易不亟　7三側

eom；n

卸こ3c＞（，β鎖のアヨ酸組威

　　　ct　B　ct－B
　　（mo　l　eOlo）　（mo　l　e％）

Trp　o，27　O．36　一〇．og

Lys　6．04　5．85　O．19
His　1．25　2．49　一1．24

Arg　6．05　5．88　O．17
CMCys　5．30　5．85　一〇．55

Asp　9．71　10．06　一〇．35

Thr　3．94　5．22　一1．28
Ser　7．77　7．76　O．Ol
Glu　12．38　12．11　O．27
Pro　4．17　4．80　一〇．63

Gly　9．69　6．83　2．86
Ala　6．40　5．36　1．04
Val　4．70　5．57　一〇．87

Met　2．09　1．61　O．48
11e　4．01　4．24　一〇．23

Leu　7．39　7．20　O．19
Tyr　5．11　4．90　O．21
Phe　3．71　3．91　一〇．20

副㎝β
　
　
8
　
　
6

図3．c3のゲ置レ電気泳勤

刃・亟元≦P≦陥ε（仏5％細

B　；　5Ps　PA（SE　（12．5％‘t’）v）

o；nfkaa・6tl，2t，：，．初回（5’％ゲルク
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54 「PI三ai去による1補4本の分離条騨件の矛婁言寸」

　工．トリス塩酸二二液を爾・’f‘方法．

　　　　o　田中　　　忍，　iiii｝i：目i霧兎．　ナヒオ町，～、じ「≡チ　．鈴：不．登づ家ロ．　嶋田jf！s　吉

　　　　　（都臨：床研二二）

　載々cS前風の本うンポダウA、三三に：於・て、補4本’分ta　E＃寺IUt箭処理ラ去と，して

のp正合を秀藝』用しr：オヲ去1くっtlて．リン酸緩衡液（以下．　PBと略す．）

IE　」9Mしτ錫合の痢犠射結果κつ“三三Uも即ち．PEa分画法を
二二して補俸告蘇分の収率L増すfくめξくtT．’分3量4つooUt　f》三（｝る．イ

オン強度to．■～oユ5モ1レ』．し、PH・乙6～ワ1く三二襲しrc　PB乙和用する

とりう条イキ〃で最適ごあると締諭ゲけfく．しかしず↓バう、PBi困けK1察lc

‘3。上言己条伴を用t）てもなあ二藍性κ乏しい乞・，う二』乙経：：験しfくfてめ．

：種2の緩衝ラ夜。くつけて二言オしf：2吉集．　トリスーHC2　」後：穆テラ夜（以下．　トリス

B．と略す・）乙用りに場合κ．高“再哩性が得られる2とが明りかtC　rJ

っt：。二つZ今回tt、トリスB。を用・，rcPEq・分画素の条・二丁・討縮果κ

つ・，て報告する。

　（方士）

　ヒトフ。一ル血iflt．　t　3．予め0．ユM一（二a　C22に一8童：潅：：鮮ヒし月兇ブイ・ブ●ウニンしtz　e隻

・ec〈　O．1MのトリスB．（pH㈲）4く盃梅Z醗辮キLtτ：．後彿夜1客

・α1P1一トリス3．乙基…準綬；街1疲とし．7且・害：割1．して、EつτA乙8帆M

、PMSFi‘iE，1、帆，M、ε一A侃，し①ω一〃し＿ca　pro；c　Ac乙。し乙tO飢レ1、そして

B4幌a肌ω：「￠巳OMMる添加しzイ更用に秩しr（。イオ巧二二討蒔1くは

・上記二二痘（pH　7・O）しく・O．。5・…　O・20　MのNαα三二加L　pHは．

6～qの4綬階につ亀Dて一丁言忌■η0え，fヒ●PE（苛1■、平均分3・量0ザ400ん

20000の5　ft乙：余，1田し1尺　 名・？、PIE（i≠400へ・20000と略「t）。名・P

E什1叡．目的1く平げ氏各綾トりスB．に旛解■tて5’0％塔液』しrcもの

る吊・，fこ（三一PE420・ooのみユ5％旛疲』し仁）．h画は．原則
として氷中ご実1うを1しfζ●4昇：られrく麺1登lr：1．o．1卜4トりスB．（O．1M。　Na（2．

乙含む、pH　7．0）1こ盗解4　tて．全量乙一髭1くし仁。分画己さ段1暫的に実

施レ．5％二度で新幽し仁究査乙5P、その止精K更tcPE虚心加えてク

％としz：4昇1ヒ画s分Eワ？ヒし．以下頑攻にloヘユOPを碍・焦。

　（結果と涛療）

　①PE脅の分5’量による影響．

　魯p1…G「‘くっllて．段1階的分画；去を喫：施してイ昇らnrc画・分（5’p～’20P）

二三各袖藤厳分乙測定しrc。老の結果．PEq400では．各成分とも‘ξ
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全虚誕‘吻伽て広髭圃・噺出し乙h・ハ20％七看中1・　b残有する二と

1・誕めr：e各補体成分ともに．PEaの分5量の増加』Lt　tc低雍度の画

学中に新出してkり、例え己ずC3ta　・PE6「1000ご1；ワ～10Pκ・・4000

で邑書7P8く．老しz6000以上、のPEqご1さ5P星＝集’中して耕出しr二〇

　②．．イフ1「ンヲ蟹ノ隻に，よる景曲尺．

　PIEqr4・ooo土用t）z．o．ユ1・・t一トリスB．（pH　lス。）K　Na（2る。ハ’

α2H態度に添加して比島検討しt（oPB翻“仁襟し1客天中に異卿・

イオン強度差による影ig・Xgftピ星“出陣肋・・伽（5f研1もP5で
tS　．イオンヲ蝦の脇脈イ物，て．翻腋の画分くの分鰯行〃噸靴れ

マく）。

　③．pHの影響　　　　．．　　　　　　．　　　　・

　P6AptI痔・に‘：9．名一成分とtに、酸1’窒4則のpHで1τ低一寸フ隻の画’平中K・

孔て、アレ〃り側のpHで1塙三二二分中M移行噸恥凝制
、pHもまrc，分画瞬の結果亀台石する主＄因5となり得多二とが示峻され

fくヵs；、トリスB．　ご・tT、　pH　6～qの名r条h4ft日寺ともに差‘i昆り虞・ず＼pH

の影響tS．ヲ台ピ筋悔》二と乙麟毘・しrく・

④．2段循分画法1くよる麿礼

　Lsalし破虚血κ碁っ・｛．・．■昨Nαα乙含t’・・1M一トりスB・（

pHワ・）翻・，　z・分獲1…，4…’6・・。の3纏のpEξ1・謁

2段M分画点検訂一三砺3％，5％A；び7％PEq■度t”4＃　rc
LplE　tC．更κPE臼L添加しz、1・tV　2・％二二L各ぐの三分中の帽

砕含量k‡び濡鼠烈iヒを行rs　7　r〈．始どの補体z）k・fit：．　10Plz“の直’分

中1，耕蹴断uP三“1。・・ご‘S．20％上晴中・湘体成分の残蕎を謎・

め、一方、PE　a　60001↑濡性ON”高く角…曼1生1く知ナることもあっz，PEq

4000の利用が禍まし・・二とDV’、一ノ重明らかに鴛ッr。ま↑’c・3％あるい

亀‡5％．o、5スタートミtる21段7管ラ去τ“、10PまrC　l♂15P　EI昇る：2「．lktv・最三箇

ごあうユヒ・わ確認・ユれfζ・

　⑤，荒・・込み宏の：検討。

　班1挽疫電気泳勤菰ゑタ噛しz報老しtcenく、PEqる師r・a画・F2　Z“

、広得られK沈査t協げる伽血裳骸分のnt入VX’ZしくXラム操作‘回

る導備段階S．しZ広これろ経入厳分の除去sitS‘よく劾M　C　6　，pt’eがあ

ると叡輔る．そこご、各PE今融で4二三査を衆“込む方法翻“

て、肉入此分の除去ゑ灘†し作・ep　5．得りれτ《死査を、5％ノlo％あ

よび15％の各PE（｝i容疲ご1’》3回‘くわ1丘っz劣E・・込・サ，名F？の段7皆ご

得ら貯tf二心重中・の乙丸斎忌分の含量乞秀’性ヒ錫二型⊥に・その結果・PEq
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4000を：利周して…こ場合1〈：溺〉（も翻査は．　15％以とのPE（i「i蔽ごう完三・・必㌧

ま伽限り」錫κラ縛疲止看中へLAg54〈iしZしまう二と力棚り州電7

旅。加えZ．色1痩電気永動法に∫る検言携垂i：果。・う．この場合にtS　・Atbα’vvtim

画分の升刀、土矯中へ練するユLb明らかとrsり，ラ｛ヒ・・込e＋・■の劾果1さ、

単κ．この点に乞ビまうにすご簡・こヒも判明しrc。

田1．‡㈱今＾令警奮，t　rc　if　6？H、塩．嘱fi　x‘“・　？Een分5・重の霧紹F．
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